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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　どう言おう、と思いながら小こ峰みね菜な月つきは歩いていた。強い陽ひ射ざしがくっきりとした影を地面に落としている。

（今日中に言わなきゃ）

　その日は夏休みの登校日だった。午前中でホームルームは終わって、家に帰るところだった。

　彼女は少し俯うつむいて、前にいる男子生徒の影を踏むようにしながら歩いていた。突然影が止まる。菜月がはっと顔を上げると、彼は足を止めて空を見上げていた。

「もうすぐ雨降るな」

　と、彼は振り向いて言った。菜月も空を見上げる。鉛色の厚い雲が迫ってきていた。

「……どうして後ろ歩いてんだ」

　菜月は答えなかった。黙だまって彼の隣となりに並んだ。二人はまた歩きだした。

「小峰、傘持ってるか」

「……忘れちゃった」

「珍しいな。お前、毎日天気予報チェックしてんじゃなかったのか」

　今日は天気予報どころではなかった。緊きん張ちようしてよく眠れなかったのだ。

「俺おれ、今日はちゃんと持ってきたぜ」

　と、彼は笑った。親しくなるにつれて、彼は笑うようになっていた。菜月にはそれが嬉うれしかった。二人は同じ中学に通っていて、今年から同じ高校に通うようになっていた。

「お前、今日部活は？」

「今日はなかったの」

　本当は登校日にもミーティングがあったけれど、彼女は出なかった。大事な日だったからだ。

「教習所、ちゃんと行ってる？」

「もうすぐ仮免取れるぜ」

　彼は夏休みの間、自動二輪の免許を取るために教習所に行っていた。

「親父おやじがうるせえんだけどな。バイクなんか危ねえって」

　彼は父親と二人で暮らしている。母親は二年前に亡くなったと聞いていた。




　長い間、ずっと彼女は告白する機会を窺うかがっていた。というより、機会はいくらでもあったのだけど、言い出す勇気がなかった。自分が言う前に彼が気づいてくれればいいと思っていた──けれど、そんな日はいつまで経たっても訪れそうもなかった。

　迷った末に、夏休みの登校日に、と彼女は決めたのだった。もうすぐ十六歳の誕たん生じよう日びだった。その前に言うんだ、と決心していた。

　二人は立ち止まった。分かれ道まで来ていた。菜月は大きく息を吸いこんだ。

「私ね」

「……雨だ」

「えっ？」

　彼女は空を見上げる。頰ほおにぽつりと雨粒がぶつかった。音を立てて夕立が降り始めた。あっという間に無数の黒いしみがアスファルトを覆おおっていく。

「やっぱり間に合わなかったな」

　彼は自分のバッグを開くと、菜な月つきに向かって折りたたみ式の傘を押しつけるように手渡した。

「俺おれん家ちの方が近いから、お前持ってけよ」

　菜月はのろのろと傘を広げた。彼はもう彼女に背中を向けている。

（帰っちゃう）

「来週の日曜日、どこか行かない？」

　彼女は勇気を振り絞って言った。その日は友達が家に来る予定だった。でも、悪いけど日にちをずらしてもらおう。

「私、誕たん生じよう日びなの」

　彼はちょっと考えこんだ。今まで二人きりで出かけたことはない。

　菜月はバッグのストラップをぎゅっと握りしめた。今、気持ちを見透かされたらどうしよう。迷惑だって言われたらどうしよう。

　黙だまっている間に、彼の肩も髪もどんどん濡ぬれていった。

「それ、プレゼント用意しろってことか？」
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　菜な月つきはほっと息をついた。全然分かってない。心の中で安あん堵どと軽い失望が一緒に広がった。彼女が頷うなずくと、彼は笑った。

「なんだよ、しょうがねえな」

「……話したいことがあるの」

　自分に宿題を出すようなつもりだった。そうしないと次会った時にも言えないかもしれなかった。

「長い話か？」

　彼女はうん、と頷いた。どれぐらい前から好きだったのか、ちゃんと話せばとても長くなる。それから彼女は慌てて首を横に振った。気持ちを伝えれば一言で済む話だ。

「どっちだよ」

　と、彼は笑った。

「まあいいや。来週の日曜な」

「うん」

「駅前でいいだろ」

　駅前だと誰だれか知り合いに見られるかもしれない。

「公園にしない？」

　と、彼女は言った。駅からさほど離れていなかったが、あまり人もいない。話をするのにもちょうどよかった。

「うん……まあいいけど」

　彼は首を傾かしげながら言った。どうして公園なのかよく分からない様子だった。

「じゃ、また」

　と、言って彼は背中を向ける。

「神じん野の君！」

　菜月は言った。彼──神野明あき良らは振り返った。

「時間、どうしよう？」

「いけね」

　それから二人は待ち合わせの時間を決めた。午後一時。

「遅刻しないでね」

　彼女は念を押した。とても大事な日だからだ。

「分かってるよ。そっちこそ遅刻すんなよ」

　明良は頷いた。それから彼は走りだした。

　後ろ姿が見えなくなるまで、彼女はそこに立っていた。一回ぐらい振り向いてくれたらいいのに、と菜月は思う。彼女はいつもそうやって彼を見送っていた。

　彼女は歩きだした。男物の大きな傘が肩に食いこむようだった。雨が降らなければ言えたのに、と思った──でも来週に会える。その日伝えればいい。




　菜な月つきはその時が来ると信じていた。
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　退屈な仕事を乗り切るには想像力が必要だ。

　図書館のカウンターに一人の司書が座っていた。大学を出たばかりの彼はこの図書館で一番若い司書だった。彼は新しく届いた本をデータベースに打ちこむ作業を続けていた。単純作業に近いもので、彼は退屈していた。

（面おも白しろい客でも来ないかな）

　客、というのは彼が心の中だけで使っている呼び方だった。正確には公共の施設だから「客」ではない。変わった利用者が来た時に、あれこれその目的を想像するのが彼は好きだった。もちろん立ち入った質問はしない。そういうことに決めているからだ。

　図書館を訪れる人間は大勢いるが、彼らの用事のほとんどはありきたりだ。一日のうち、彼の基準で「変わった」ことを調べている人間は一人か二人ぐらいだった。

「新聞を閲えつ覧らんしたいんですけど」

　彼は顔を上げた。十五、六歳の女の子が立っていた。紺色のワンピースにストラップの長いバッグ。

「縮しゆく刷さつ版ばんが二階にありますけど」

「古い地方新聞は郷土資料室のデータベースに入ってるって貼はり紙がありました」

　幼い外見のわりにやけに落ち着いた話し方をする。

「いつ頃ごろの新聞ですか」

「五十年ぐらい前です」

　彼の好奇心がかすかにざわめいた。その頃の新聞は、先月やっとデータベース化の作業が済んだばかりだ。彼もそれを手伝っていた。

「図書館カードがあれば端末を使えますよ」

「持ってないんです」

「じゃあ、こちらに記入して下さい」

　と言いながら、彼は受付の用紙を差し出した。

「神かみ岡おか町ちようにお住まいですよね」

「いいえ」

「じゃあ、通勤先か通学先は神岡町ですか？」

「……そうでなければ使えないんですか？」

「一応、そういう決まりになってます」

　彼は答えた。あまり意味のない決まりだと思ってはいた。

「どうしても調べないといけないんですけど」

　彼は少女を見る。淡々とした喋しやべり方には媚こびるような様子がまったくない。

　なんの目的なんだろう、と彼は思った。よその土地に住んでいて、わざわざこの町の地方新聞を調べなければならない、というのは。

（学校の課題かな）

　せいぜいそんなところだろう。彼はさっきとは別の用紙を差し出した。

「……研究者」

　それを見た彼女が呟つぶやいた。研究者特別許可書、と印刷された用紙だった。

「大学生か研究者なら許可が下りるんです。研究目的と研究機関のところは空くう欄らんでいいです。適当にこっちでやっときますから」

　彼女は頷うなずいて用紙に書きこんだ。

「三番の端末を使って下さい。使い方はマニュアルに書いてあります」

「ありがとうございます」

　もう少し感かん謝しやされてもいいんだけどな、と彼は思った。明らかな規則違反だった。もっとも、彼はこういうささやかな違反を楽しんでもいた。

　しばらくすると、さっきの少女がまたカウンターに近づいてきた。

「どうしました？」

「コピー機はどこですか」

　小こ脇わきにこの地方の一番新しい地図帳を抱えている。

「雑誌のコーナーのそばです」

　と、彼は指差した。彼女は会釈してコピー機に向かって歩いていった。

（……地図か）

　彼は身を乗り出してコピー機の方を見た。そのうちの何ページかをコピーしているようだった。

（学校の課題としても、どんな内容だろうな）

　彼は想像力をめぐらせたが、分からなかった。三十分ぐらい後で、また彼女がカウンターの前に立った。一冊の本を差し出してくる。『日に本ほん書しよ紀きとその伝説』というタイトルだった。

「この本、借りられませんか」

「貸し出しは図書館カードを持っていないと駄目ですね。この町に住んでいるか、通学先がこの町か、どっちかでないと」

　さすがにそこまで規則は曲げられなかった。

「私、もともとはこの町に住んでたんですけど」

　と、彼女は言った。

「それでも無理ですか」

「難しいですね」

「どこかで手に入りますか」

　彼はその本を手に取った。奥付を見ると、かなり古い本だった。

「多分、もう絶版でしょうね。普通の本屋にはないと思いますよ」

　彼は相手の顔を窺うかがう。がっかりしているのかどうなのか、彼女の表情は変わらなかった。

「ひょっとすると、古本屋にはあるかもしれませんけど」

「どこですか」

「駅前の商店街をずっと行ったところに、こういう本を扱う店が一軒あります。まああまり期待は……」

「行ってみます」

　話をぶつりと断ち切って、彼女は立ち去った。若い司書は興きよう味みありげにその後ろ姿を見送った。

（昔の地方新聞と、このへんの地図と、日に本ほん書しよ紀きの伝説）

　一体なにを調べていたのか、少女の姿が見えなくなった後も彼は考え続けていた。珍しくなかなかの難問という気がした。

　退屈な仕事を乗り切るには想像力が必要だ──ただ、想像を超えたものがこの町にあることを、幸運にも彼は知らなかった。
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　御み厨くりや柊とう美みは裏通りの空き地の前で足を止めた。予備校から少し歩いただけだったが、少しめまいがする。彼女は少し顔をしかめながら胸のあたりを押さえた──他人にはなるべく見せないようにしている姿だった。胸の奥の方がぎゅっと締しめつけられるように痛んだ。

　体調の悪さは八月の陽ひ射ざしのせいばかりではない。彼女は大きく息を吸う。低いフェンスにもたれてじっとしていた。

（ひどくなってきてる）

　冷静というよりはどこか投げやりに彼女は思う。二ヶ月前から症状は少しずつ悪化していた。




　二ヶ月前、神かみ岡おか町ちようの住宅地で爆ばく発はつ事故──のようなもの──が起こった。少なくとも警けい察さつの発表ではそうなっていた。「広こう範はん囲いなガス洩もれが発生し、一部の家屋が爆発・炎上した」の一点張りで、詳しいことは「調査中」のままだった。

　記者会見は当然のように紛糾した。家庭用のプロパンガスが爆発したというだけでは説明のつかないことが多すぎた。鎮ちん火かに時間がかかった理由も、自衛隊への出動要よう請せいがなされた理由も説明はないままだった。

　そもそも肉眼であれテレビの映像であれ、それを一目見て「爆煙」だと考えた人間は稀まれだった。まるで巨大な樹じゆ木もくのような形をしていた。

　一ヶ月ほどは多くのマスコミが町に詰め掛けたけれど、大した収しゆう穫かくもなく、やがてゆっくりと潮しおが引くようにいなくなっていった。テロ事件の可能性も取り沙ざ汰たされたが、県けん警けいはずっと「ガス爆ばく発はつ」という発表を崩さなかった。

　警察がどういう調査をしているのか、柊とう美みは知らなかった──しかし、なにが起こったのかを正確に知っているのは、自分たちだけだと思っていた。




　神かみ岡おか町ちようには常とこ世よへの細い道が通じている。そこから溢あふれる常世の霧きりには、死者の願望を具現化する力がある。意志を与えられた「常世の霧」は怪物と化して人を食う。

　彼女は「紫の右目」を持つ神じん野の明あき良らと一緒に、この町に起こる怪事件の解決に当たってきた。それは彼らが祖父母から受け継いだ仕事だった。

　二ヶ月前の「事故」は「闇やみの絵本」が引き起こしたことだった──この生きた絵本の目的は、死者を蘇よみがえらせる「闇の木」の復活だった。それはほとんど成功したかに見えたが、二人はどうにか絵本の活動を止め、「闇の木」を枯らすことに成功した。

「闇の絵本」はもうどこにもない。すべての元凶だったそれを破は壊かいしたのは、この町に古くから伝わる一丁の銃だった。名前のないそれは「紫の銃」としか呼ばれていないが、選ばれた者にしか使うことはできない。柊美は真夏でも右手に白い手袋をはめている。その下には紫色の痣あざがあった。それが紫の銃の使い手の証あかしだった。

（そういえば、明良君どうしてるかな）

　ここ二週間ほど、神野明良には会っていなかった。電話もしていない。七月の終わりまで、柊美はベッドから起きられなかった。今日は久しぶりに予備校へ行った帰りだった。

　彼に会って話をしたかったが、同時に体調が悪いことを知られたくなかった──その本当の理由を明良にはまだ話していなかった。




　柊美はフェンスにより掛かって空き地を見ていた。先月更さら地ちになった土地で、雑草が地面を覆おおい始めている。彼女はふと眉まゆを寄せた。

　かすかに地面が波打つように揺れている気がした。

（なにかしら）

　彼女は身を乗り出して、地面に顔を近づける。長い髪が地面に届きそうになったが、不意に身み震ぶるいして体を起こした。

　緑色の芋虫だった。かすかに黒い斑はん点てんが見える。無数の小さな虫が地面を埋めつくして、それぞれがうねうねと蠢うごめいていた。

　夏に入ってから、神岡町に緑色の虫が大量発生しているという話は聞いていた。庭の木にもとりついて困っていると母親が言っていた。

（これのことだったのね）

　気分の悪くなる眺めだった。さっき治まっためまいが、また戻ってくるのを感じた。緑色の地面がぐっと近づいてくるような気がする。彼女はフェンスの一番上に、額ひたいをこすりつけるようにして深呼吸をした。

「大丈夫ですか」

　いきなり話しかけられて、柊とう美みははっと顔を上げた。

　袖そでのない紺のワンピースを着た、高校生ぐらいの女の子が立っていた。まっすぐに伸びた髪は肩のあたりで切り揃そろえられている。柊美より少し年下のようだった。かわいらしく整った顔立ちだったが、なんとなく表情に乏しい感じだった。

「救急車、呼びましょうか」

　淡々とした声はあまり心配しているようには聞こえなかった。

「いいえ」

　柊美は背筋を伸ばして、その女の子を見た。

　彼女は胸の前に「オヌマ書店」と印刷された袋を抱えている。オヌマ書店で買い物をしたらしい。

「どうもありがとう。ちょっとめまいがしただけで」

　喋しやべり出すと気分はだいぶよくなった。

　柊美は少女の視線が自分の右手に注がれていることに気づいた。無理もないと分かっていたが、手袋をじろじろ見る人間はいる。彼女は左手でそっと自分の右手を隠した。

「もう大丈夫です」

「……そうですか」

　と、言ってその少女は背中を向けて立ち去った。柊美は彼女を見送る──オヌマ書店の袋を持っていたのが少し気になった。

　柊美は歩き出した。彼女がこれから行こうとしているのもオヌマ書店だった。




　オヌマ書店の店のクーラーは効きが弱い。店の中はともかく、カウンターの中にはほとんど風が届かなかった。オヌマ書店はこの商店街、いや神かみ岡おか町ちようで唯一の人文系の専門書を扱う古本屋で、店主の尾お沼ぬまと息子の二人で切り盛りしている。

　尾沼は六十をすでに越していた。肥えた体の上に禿はげ上がった頭が乗っている。

　彼はカウンターの中で左手でうちわを使いながら原稿を書いていた。年に何回か顧こ客きやくに送る目録の原稿だった。日々の仕事のほとんどは息子に任せているが、これだけはまだ自分の仕事のつもりだった。

「……畜生、暑いな」

　尾沼はペンを投げ出した。本の入れ替えをやっていた彼の息子が、カウンターを振り返った。髪の毛がまだ残っていることを除けば、驚おどろくほど尾沼に似ていた。

「一休みするぞ」

　尾お沼ぬまは腰を上げて、奥の座ざ敷しきへ入っていった。息子は黙だまって見送った。最近、父親が年を取ったのが分かる。たまに仕事をしようとしても集中力がない。元気を取り戻すのは、常連客が来た時ぐらいだ。

　最近、この店には高校生の客が訪ねてくるようになった。彼はカウンターの時計を見上げる。今日もそろそろだ──。

　突然、がらりとガラス戸の開く音がした。

「こんにちは！」

　若い女の子の大声が聞こえる。足音がして、本棚のかげからショートカットの女の子がにゅっと顔を出した。神じん野の岬みさき──神野明あき良らの同い年の従妹いとこだった。神かみ岡おか北きた高校の制服を着ている。大きなスポーツバッグを抱えているところを見ると、部活の帰りのようだった。

「おじさ……んじゃないや。尾沼二世だ。ははは」

　岬は来るたびに尾沼と息子を取り違えそうになる。ほとんど儀ぎ式しきのようなものだった。

「……三世です」

　彼は訂正した。オヌマ書店は彼で三代目だった──岬は頷うなずいた。

「あ、そうか。尾沼三世、明良が頼んでた本って見つかったの？」

「ええ」

　彼は棚の前から離れて、カウンターに向かった。探して欲しい本がある時は、明良はこの三代目に頼むことにしていた。『神岡町町史・二』という分厚い本を岬に差し出す。

「ありがとう。お金は明良が来た時でいいんだよね？」

　彼は頷いた。

「他ほかには何か」

　と、彼は言った。他に探して欲しい本はないと言っていたか、という意味だった。

「今のところはいいって。何かあったらまた電話すると思うよ」

　岬はその本を受け取りながら言った。重さに顔をしかめながら、スポーツバッグの中に放りこんだ。

「……いつでも」

　いつでもどうぞ、という意味だった。

「うん、伝えとく」

　彼は会釈して、また棚の入れ替えに戻った。最低限のことしか喋しやべらなかったが、不思議と常連の客には好かれていた。

「おじさんはー？」

　岬がカウンターの前から声をかけると、

「奥です」

　という返事がかえってきた。

「ありがと！」

　彼女は勝手にカウンターの中に入り、座ざ敷しきへ通じるドアを開けた。

　しばらく仕事を続けていた尾お沼ぬまの息子は、ふと店の中がさらに暑くなったことに気づいた。棚の端から顔を出すと、案の定ガラス戸が開いていた。岬が閉め忘れたのだ。

（しょうがないな）

　彼は苦笑しながらドアを閉めに行った。ドアの取っ手に手をかけたところで、ふわりといい匂においがした。顔を上げると、半はん袖そでのブラウスとロングスカートの髪の長い女の子が立っていた。

「こんにちは」

　御み厨くりや柊とう美みだった。今日は妙に若い客の多い日だ、と彼は思った。




　テレビの中では子供たちがマイクを向けられている。お互いをカメラの前に押し出そうとして肩をぶつけ合っていた。皆スコップとバケツを手に持っている。

　──誰だれか本当に見た人っているの？

　画面の外からレポーターが話しかける。

「ヨウコちゃんのお姉ちゃん」

　一番前にいた六、七歳の男の子がもじもじしながら答える。生え変わりの最中のようで、開いた口の中には前歯がない。すると、別の子供が口を開いた。

「違うよ、ヨウコちゃんのお姉ちゃんが友達から聞いたんだよ」

　男の子は他ほかの子供たちを自信なさげに振り返る。

　──どういうものが出るのか、話してくれるかな。

「一人で公園で遊んでるとね、女の子がこうやって座ってるの」

　前歯のない男の子が、そう言いながら背中を向けてしゃがむポーズを取った。

　──どんな女の子？

「白い着物きてる。それでね、振り向くと虫を食べてるの」

　レポーターは戸惑ったように一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくしたが、また質問を続けた。

　──どんな虫？

　彼は人差し指を出してごそごそと動かした。

「えーとね。これぐらいでね、緑色」

　──それで？

「虫をもっとくれって。上げないとその子が食べられちゃうんだよ」

　──君は見たことないんだよね？

「夢で見たんだよ。夢で見るとね、その子に会うんだって」

　画面の外から子供たちの声が聞こえる。

「だからみんな集めてるの」

　子供たちのバケツの中身が画面いっぱいに映る。緑色の虫がのたうっていた。

（気色悪い）

　尾お沼ぬまはテレビを消した。彼は麦茶のコップを片手にテレビを見ていた。彼が見ていたのはローカルテレビのニュース番組で、神かみ岡おか町ちようの子供たちの間の「噂うわさ」の特集だった──町内では夏になってから蛾がの幼虫が大量発生していた。その虫を、子供たちが熱心に集めているらしかった。

（ガキってのは変わったことするもんだな）

　尾沼は考えこんだ。そういえば、昔も似たようなことがあった気がする。町中に虫が大量に湧わいて騒さわぎになっていた──あれはいつだっただろう。

（俺おれがガキの頃ころだったから……）

　五十年ぐらい前だ。

　そこへ襖ふすまががらりと開いた。

「こんにちは！」

　立っていたのは神じん野の岬みさきだった。

「なんだ、お前か」

「暑いね、おじさん。あたし今日も部活あってさ、疲れちゃった」

　彼女は汗を拭ふきながら言う。しばらくの間、尾沼はにこにこ笑っている岬の顔を見守っていたが、

「……冷蔵庫にアイスあるぞ」

　と、根負けしたように言った。

「やった」

　岬は自分の家のように走っていった。

「まったく遠えん慮りよのねえヤツだな」

　口では言ったものの、さほど不機嫌そうな顔つきではない──訪ねてくるのを内心では楽しみにしていたからだ。やがて岬はアイスモナカの袋を手に戻ってきた。

「あと一個しかないよ」

　袋の口を開けながら岬は言った。

「……お前ん家ちじゃねえだろ、ここ」

「ごめん。おじさんも欲しかった？」

「いやそうじゃねえだろ。そもそも人ん家の座ざ敷しきに上がる時は『お邪じや魔まします』ぐらいは……」

　尾沼が身を乗り出した時、

「お邪魔します」

　と、言う声が廊下の方から聞こえた。

「どうぞ」

　何故なぜか岬みさきが答えると、足音と共に柊とう美みが姿を現した。

「おお、嬢じようちゃんか」

　尾お沼ぬまは打って変わった笑顔で出迎える。

「……なんであたしが来た時と反応が違うんだよ」

　岬がむっとしたが、すぐにぱっと明るい顔になった。

「うわ、そのスカートかわいい。どこで買ったんですか」

　柊美は花柄のロングスカートを見下ろした。

「これね、去年自分で作ったの。本見て」

「へー。すげー」

　ひとしきり岬はスカートの生地とか丈の長さについて質問を浴びせたが、不意に体を引くようにして柊美の全身を眺めた。

「あれ、ちょっと瘦やせました？」

　笑顔で言うと、柊美はぎくりと体を震ふるわせた。

「……ちょっとね。夏バテみたい」

　岬は柊美の様子には気づかなかった。早くも関心は別のところに移っていた。

「御み厨くりやさん、アイスと麦茶どっちがいい？」

「え……と」

　柊美は尾沼の顔をちらりと窺うかがった。岬に答えていいものかどうか迷っているようだった。尾沼は軽く頷うなずいた。

「別に遠えん慮りよしなくていいぜ。どうせこいつが持ってくるんだから」

「どこになにがあるか分かるしね」

　自慢げに岬が言った。

「……麦茶もらおうかな」

　岬はばたばたと部屋を出ていった。

「岬さん、よく来るんですか？」

　と、柊美は座りながら尾沼に言った。

「ここんとこ毎日来てるぜ。小僧が家にこもりっぱなしだから、あいつが連絡係になってんだよ」

「明あき良ら君、この店にも来てないんですか？」

「この一週間ぐらいぱったりだな。その前はずっと顔出してたんだが」

　柊美は首をかしげる。何か「事件」が起こって調べているにしても、彼女になんの連絡もないのは不自然だった。

　そこへ岬が麦茶のコップを手に戻ってきて、柊美に手渡した。

「明良君、最近どうしてる？」

「……やっぱり御み厨くりやさんにも連絡してないんだ」

　柊とう美みは頷うなずいた。

「家で本ばっかり読んでるよ」

「具合が悪いんじゃなかったのか」

　尾お沼ぬまが口を挟んだ。明あき良らが顔を見せないのはそのせいだと思っていたらしい。

「体は平気だと思うんだけど」

　岬みさきは真面目まじめな顔つきになった。

「どういうこと？」

　柊美が聞くと、岬は口ごもった。珍しく言葉を選んでいる様子だった。

「あたしもよく分かんないんだけど……そのうち元に戻ると思う」

　そう言っているものの、彼女はいくらか事情を知っているようだった。明良のためにオヌマ書店に来ているのは、彼のことを察しているからに違いない。柊美の胸がちくりと痛んだ。

（どうして私には何も言わないんだろう）

　言ってくれればいつでも話を聞くのに。もし逆の立場だったら、明良は自分の話を聞いてくれるはずだ。

「あいつは色々溜ためこみそうだからな。なかなか相談したりしねえだろ」

　これもまた珍しくしんみりした声で尾沼は言った──はっきり口に出すことはしなかったが、彼はいつも明あき良らを気にかけているらしかった。
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「……うん。そうなんだけどね」

「俺おれでよけりゃ話ぐらい聞くが、まあ言いそうもねえな」

　尾お沼ぬまは親指であごをかきながら言った。

「道どう蔵ぞうさんが生きてりゃ、また違うかもしれんが」

　柊とう美みはそうかもしれないと思った。明良と岬みさきの祖父道蔵は五年前に死んでいる。明良は道蔵とは会ったことはなかったが、もし合っていれば同じ「紫の目」を持つ者同士、言葉にしないことも分かり合ったのではないだろうか。自分と祖母のように。

　柊美の祖母は「紫の右手」の持ち主だったが、寝たきりの状態で神かみ岡おか中央病院に入院したままになっていた。元気な頃ころの祖母は柊美の唯一の理解者だった。。

「でも、おじいちゃんが生きてたら明良はこの町に来なかったよ」

　と、岬は言った。沈ちん黙もくが流れた。確かに岬の言う通りだった。

「そういえば、お前と小僧の他ほかに道蔵さんの孫っているのか」

　急に尾沼が思い出したように言った。岬は首を横に振った。

「いないよ。あたしと明良だけ。なんで？」

「いや、今ふっと思い出したんだけどよ、昔道蔵さんが一度だけ女の子を連れて来たことがあったんだ」

「あたしじゃないの、それ」

　岬がアイスを口にほおばりながら言った。

「いや、お前が何度か来てたのは憶おぼえてる。また別の子供だ。大人おとなしいっていうか愛想がねえっていうか……お前と違ってちゃんとした女の子だったけどな」

　ふんふんと頷うなずいていた岬が尾沼の顔をにらんだが、彼は無視して話を進めた。

「ありゃ十年ぐらい前かな。道蔵さんもまだ元気だったし、うちの息子がまだ店を手伝う前だから」

「いくつぐらいの女の子ですか？」

　柊美が尾沼に尋ねる。

「あん時で五、六歳に見えたな。嬢じようちゃんよりは少し年下かもしれねえ。まだ暑い盛りで……喪服着てたんだよその子供が」

「喪服ですか」

「まあな……それにしてもなんで急に思い出したんだろうなあ、俺」

「あたしたちに聞いても分かんないって」

　岬がぶすっとした顔で言った。

「ボケが始まったんじゃないの」

　岬の皮肉を無視して、尾沼は腕を組んだ。

「……なんかきっかけがあったような気がすんだよな。ま、どっちにしても大した話じゃねえんだけどよ」




　そのきっかけがなんだったのか、その場に尾お沼ぬまの息子がいれば分かったはずだった。

　奥の座ざ敷しきでなにを話しているか、仕事中の三代目には聞こえなかった。店に一人残った彼は、棚の整理をやめて考えこんでいた──今日は若い客が多い。それも岬みさきや柊とう美みのような常連だけではなかった。その前に一人、若い女の子が店に入ってきたのだ。

　振り返ったのは尾沼の息子だけだった。父親はカウンターの中でうちわを使っている。少なくとも彼には初めて見る客だった。高校生ぐらいの女の子で、喪服のような紺色のワンピースを着ている。

　彼女はゆっくりと店内を見て回り始めた。きちんと背表紙を見ている様子から、うっかり入ってしまったわけではないことが分かる。彼女は尾沼の息子がいる棚の近くまでやってきた。彼が場所を空けようとすると、

「あの」

　と、声をかけてくる。顔に似合わず、落ち着き払った声だった。

「はい」

　彼は答える。沈ちん黙もくが流れた。尾沼の息子は少し緊きん張ちようし始めた。相手は自分と同じように無口な人間のようだ。彼の苦手なタイプの客だった。

「『日に本ほん書しよ紀きとその伝説』という本はありますか」

　彼はしばし考えこんだ──そういえば、かなり前に入荷したかもしれない。入門書のような内容で、あまり高い値段は付けなかったはずだ。彼は一番端の棚を見る──やはりあった。彼はその本を彼女に差し出した。

「これですね」

　少女はそれを受け取る。最後のページに書いてある値段をちらりと確認して、満足したように顔を上げた。

「これ以外に虫の伝説が書いてある本はありますか」

「……虫？」

　と、尾沼の息子は言った。『日本書紀とその伝説』に虫の伝説なんか書いてあっただろうか。

「常とこ世よ虫むし」

　彼女は言い直した。とこよむし、と彼は口の中で繰くり返した。

「『日本書紀』に出てくる虫むし神かみですよね」

　常世伝説については多少詳しくなっていた。常世伝説に関する本が入ったら欲しいと常連の神じん野の明あき良らから頼まれていて、彼自身も調べるようにしていたからだ。

「多分」

　と、彼女は答えた。「多分」というのはどういう意味だろうと彼は内心首を傾かしげる。

「今うちにあるのはその本だけです」

「そうですか」

　彼女はちらりと会釈してレジに持っていった。なんとなく気になった彼はカウンターの方を窺うかがった。

　自分の前に立った少女にしばらく尾お沼ぬまは気づかない様子だった。目録の原稿を書いている尾お沼ぬまを、彼女は声をかけることもなくじっと見つめている。

「いらっしゃい」

　ようやく顔を上げた尾沼の反応はごく普通だ。というより、手元の原稿に気を取られているらしい。

　支払いを済ませた少女は、「オヌマ書店」と印刷された紙袋を抱えて店を出ていった──。

（……常とこ世よ伝説に関心のある人が多いんだなあ）

　しんと静まり返った店内で、尾沼の息子はまだ考えこんでいる。
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　神じん野の明あき良らはごうごうと風の鳴る夜の野原に立っていた。どこまでもまっすぐな地平線があるばかりで、視界を遮るものはなにもない。

（これは夢だな）

　と、彼は思う。

　空には星も月も見えなかったが、どこからかかすかに光が射さしているのが分かる。風に煽あおられた黒い草が、まるで毛皮を撫なでた時のように鈍く光っていた。

（ここへは来たことがある）

　その時もこれは夢だと思ったような気がする。明良は風上に向かって歩き始めた。

（風上に行けばいいんだったよな）

　前にも同じことをしたはずだ。それでもこの先になにがあるのかは思い出せなかった。

　冷たい草を踏んでしばらく進むと、目の前に小さな丘が見えた。丘の上から風が吹き降ろしている。明良は手をつくようにして、急な斜面を登っていった。

　頂上に辿たどりつくと、そこには一本の木が立っていた。スポットライトが当たっているように、そこだけぽっかりと光っている。幹の根元に誰だれか立っていた。

　髪の毛を細い三つ編みにした幼い少女だった。胸の前には絵本らしきものをしっかりと抱えている。顔は影になっていてよく見えない。

（死んだはずなのに）

　明良は心の中で呟つぶやいた。二ヶ月前、明良と柊とう美みが協力して倒した怪物──「闇やみの木」だった。

「どんな相手にだって会わせてあげるよ」

　さわさわという葉ずれに混じって、その声は明あき良らの耳に突き刺さった。

「助けられないものを諦あきらめたことがあるでしょう？」

　明良がこの怪物に捕らえられた時、聞いた言葉と同じだった。誰だれだろうと、会いたい人間には会わせてやる、その代わり自分の下僕になれと要求されたのだった。あの時はきっぱりと拒絶することができた。しかし今は──。

（黙だまれ）

　口から言葉は出なかった。

「誰のことを考えてるの？」

　明良は唇を嚙かむ。

「誰を諦めたのか、言ってみて」

　囁ささやくような声はむしろ耳に心地よかった。明良はごくりと唾つばを吞のむ。彼は後ずさりしたが、木との距離は変わらなかった。いや、何故なぜか逆に近づいたように思える。広がった枝が自分に覆おおいかぶさるように迫ってきた。

　もう耐えられない、と明良は思った。

（これは夢だ）

　心の中で彼は念じた。自分の握りしめた両手を見下ろす。

（これは夢なんだ。夢なんだから──。）

　いつのまにか彼のいる場所は丘の上ではなくなっていた。普ふ段だんと変わらない自分の家の和室だった。畳の上に寝転んでいたはずが、半身を起こして大きく肩で息をしていた。大声を上げたような感覚が喉のどに残っている。

（目が覚めた……んだよな）

　固い畳で眠っていたせいか、ところどころ関節が痛んだ。

　蟬せみの鳴き声が聞こえる。和室の開いた障子の向こうは縁えん側がわで、さらにその向こうは狭い庭になっている。畳の上まで強い真夏の西日が射さしこんでいた。

　このところ、よく同じ夢を見る。明良はため息をつきながら立ち上がろうとして──ふと動きを止めた。

　何かが首筋を這はいまわっていた。慌ててそれをむしり取って畳に投げつける──緑色の芋虫だった。

（なんだこれ）

　ちょうど人の小指ほどの大きさで、よく見ると小さな黒い斑はん点てんがある。それが体をくねらせながら縁側の方へ這っていった。

　明良は目を瞠みはった。縁側の床板に、同じ緑色の芋虫が無数に散らばっていた。それらはのたうつように動いている。明良は縁側に近づいていった。

「ん？」

　窓のすぐ外に幼い男の子と女の子が立っていて、さかんに口を動かしている。

「どうしたんだ、お前ら。久しぶりだな」

　二人の姿を見るのは何日かぶりだった。明あき良らは一人暮らしだったが、この子供たちが一緒に「住んで」いる。紫の右目にしか映らない「幽ゆう霊れい」だった。声を聞くことも触れることもできない明良には、彼らとコミュニケーションを取ることはできなかったし、取ろうと考えたこともなかった。

「幽霊」といっても子供たちに悲壮感はない。昼夜関係なく家のまわりを縦じゆう横おう無む尽じんに駆けまわっているせいか、明良にも普ふ段だんは彼らがどこにいるのか分からない。ほとんど放し飼いのペットがいるような感覚だった。

　子供たちはなおも口を動かしている。

（なに、言ってんだ）

　彼らに関かかわっている場合ではなかった。庭に面したガラス窓を開ける。虫を踏まないように廊下の奥へ行き、箒ほうきを手に取って片っ端から外へ掃き出した。幽霊の子供たちは慌てたように飛びのいて、どこかへ行ってしまった。

　すべての虫を庭に追い出してから、明良の頭にちらりと疑問が涌わいた。

（窓、開いてなかったよな）

　これだけの虫がどうやって家の中に入ったのだろう。だが、すぐに考えるのをやめた。

（どっかに卵でも産みつけられてたんだろ）

　箒を床に放り出すと、彼は部屋に戻った。まだ頭がぼんやりしていた──そこへ玄関のチャイムが鳴った。




　チャイムを鳴らしてから、岬みさきは玄関のポストに溢あふれている郵便物に気づいた。それを引き抜きながら、玄関の引き戸を開けた。

「明良いるー？」

　と、彼女は言ったが、いるのは分かっている。スポーツバッグを肩に下げたままぎしぎし鳴る廊下を歩いていくと、部屋の中に明良が立っていた。

「よう」

　明良はひどい顔色だった。それに今起きたように腫はれぼったい目をしている。

「寝てた？」

「さっき起きた」

　岬は部屋の入口に立つと顔をしかめた。

「……汚い部屋だなあ」

　部屋中に本が散らばっている。岬の胸に不安が広がった。他ほかの家事はともかく、明良は掃除だけは欠かさなかった──多分、御み厨くりや柊とう美みがいつ来てもいいように。

「ご飯食べてる？」

「食ってるよ」

「ウチにもご飯食べに来ないのに？」

　明あき良らは黙だまっていた。岬みさきはため息をつくと、バッグを開いて尾お沼ぬまの息子から渡された本を取り出した。

「これ、尾沼三世から」

「三世？」

　と、言いながら、明良は『神かみ岡おか町ちよう町史・二』を受け取った。

「オヌマ書店に御み厨くりやさんが来たよ」

「そうか」

　ほとんど上の空で明良が言った。岬の不安がさらに増した。

「御厨さん、心配してるみたいだったよ」

「電話すればいいのに」

　岬はため息をついた。

「この家の電話止まってるんだけど」

「え？」

　明良は顔を上げる。

「ケータイも電源切りっぱなしだし」

「そうだったっけ」

　まるで他人事のように明良は言った。岬の中で苦い記き憶おくが蘇よみがえってきた。

「ヘンだよ、明良」

　遠まわしな物言いは岬にはできない。ずばりと彼女は言った。

「なにがだよ」

「去年の夏、あたしが明良の家に遊びに行った時のこと、憶おぼえてる？」

　別の町から明良が引っ越してくる前は、休みがあると岬は何日か泊まりに来ていた。

「……なんかずいぶん長いこといたよな。ヒマだからとか言ってよ」

「あれ、ウソ」

「え？」

「部活あったんだけど、サボってずっといたんだよ」

　部屋の隅にぼんやり座っている明良の姿を、岬は今でも思い出すことができる。一日中ほとんど口をきこうとしなかった。帰る日が来ても、その状態の明良を置いて立ち去る気にはなれなかった。

　今まで、その時のことを誰だれにも話したことはない。日が経たつにつれて少しずつ明良は元に戻っていき、夏休みが終わる直前に岬は神岡町に帰った。いつか本人に確かめたいと思っていたことだったが、うまく聞き出す方法など思いつかなかった。

「あの時、なにかあったでしょ」

「なにかってなんだよ」

　明あき良らがこの話を避さけようとする気け配はいがありありと感じられた。相手の秘密に土足で踏みこむようで心が痛んだが、もう止まらなかった。

「自分がヘンなの、気がついてなかったの？　家ん中にずっと閉じこもってさ。あたしがなにがあったのってしつこく聞いたの憶おぼえてないでしょ？」

　明良は視線を逸そらそうとした。岬みさきは自分が悔しいのか悲しいのかよく分からなかった。わけもなく涙が出てきそうだった。

「……今年も同じ顔してる」

　明良は黙だまっていた。

「なんなのよホント？　あたしでよければ話聞くから」

「……なんでもねえよ」

「なんでもないわけないじゃない！」

　岬は叫んだ。

「叔母さんが死んだ時とおんなじ顔してんのよあんたは！」

　明良はびくっと体を震ふるわせた。彼の目になにか暗いものがよぎったのを岬は見る。言うんじゃなかった、と彼女は思ったが、もうどうしようもなかった。

　息苦しい沈ちん黙もくが流れた。

「夏はあんまり好きじゃない」

　しばらくして明良は言った。

「色々嫌なことも思い出すしな」

　岬ははっとした。明良の母が死んだのも夏だった──三回忌の法要もこの前行われたばかりだ。それでも岬は納得が行かなかった。何度か他ほかの年の夏休みに遊びに行っていたけれど、去年の夏は特に様子がおかしかった。

　噓うそをつかれているわけではないが、なにか大事なことが伏せられている感じ。

「……本当にそれだけ？」

「それだけだよ」

　岬はため息をついた。なにかぴしゃりと閉ざされてしまったような、寂しい気持ちだった。それぐらい大事なことなのだ、と岬は自分に言い聞かせた。

「とにかく、御み厨くりやさんに電話しなよ」

　明良は頷うなずいた。本当に電話するかどうか怪しい気もしたが、念を押すだけの気力もなかった。
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　岬みさきが帰った後、ぼんやりと明あき良らは椅い子すに座っていた。自分では意識していなかったが、言われてみれば去年の今いま頃ごろもこうしていたような気がする。閉じこもって調べ物をしているのは、その方が気が紛れるからだった。

　夕方の光が部屋の中にまで射さしこんでいる。明良は座卓の上の原稿用紙を取り上げた。

「神かみ岡おかの『金こん色じき姫ひめ』伝説」というタイトルらしきものが欄らん外がいに書かれている。それは「闇やみの絵本」を作り上げた作者、来くる栖す裕ひろむが残した雑多な手記の一部だった。

　二ヶ月前の「闇の絵本」の事件が解決した後で、明良が手に入れたものだった。「常とこ世よ」についての貴重な文献だったが、専門用語が頻ひん出しゆつする上に内容は断片的で、明良には理解するのが難しい。オヌマ書店に頼んでいるのはそのための資料だった。

　明良はゆっくりと文章を追い始めた。




　神岡町（かつては神岡郷）は、江戸時代中期に開拓によって生まれた新しい集落が元になっている。にも拘かかわらず、村落が形成されるとほとんど同時に、この土地における特異な「常世伝説」は完成し、現在までほとんど変わらずに伝承されてきた。もっとも入植にあたっては近きん隣りんの村々のみならず、各地方から多彩な職能を持つ人々が流入してきたことから、何者かによって既に完成された常世伝説が持ちこまれたというのがこれまでの通説であったようだ。

　それでも違和感は残る──この土地に生まれ育った私は幼い頃ころから何度も聞かされてきた。この土地は人間が常世の神様からお借りしているのだと。私の中には直観に近いものがある。すなわち神岡の常世伝説は、開拓以前から既に完成されており、神岡の住人はそれを引き継いだにすぎない、と。

　その直観が確信に変わったのが、神岡町における『金色姫』の奇妙な伝説だった。『金色姫』とは貴き種しゆ流りゆう離り譚たんの一つで、




　欄外にまで続いている文章はそこで途と切ぎれている。明良は次の原稿用紙をめくった。




　で、私はこの町に残る常世伝説の完全なる唯一の記録を目にしたことがある。門外不出のその記録によれば、死してなお苦しみに喘あえぐ金色姫に「彼」は呪じゆ文もんを唱えたという。

　びりや、とうよす、れおすも、たんべら、みいゆす、でーうら

　彼女はその呪文の力で大きな繭まゆと化したというが、




　そこで唐突に文章は終わっていた。彼の原稿には結末がきちんと書かれていないものが多かった。どうも、思いついたことをどんどん書いていく性格だったらしい。

「ん？」

　明あき良らは二枚の原稿を見比べた。話が繫つながらない。通し番号を確認すると、全部で三枚あるはずだが、二枚目が抜けているようだ。他ほかの原稿をめくっても出てこなかった。

　とりあえず先を読もうかとも思ったが、「死してなお苦しみに喘あえぐ金こん色じき姫ひめ」がどうしても気にかかった。彼は立ち上がって電話のところに行こうとした──。

（……止まってるんだっけ）

　彼は資料の山の下から、ケータイを引っ張り出した。電源を入れ──柊とう美みに連絡しようかとちらりと思ったが、それは後でいいだろうと思い直す。

　それから別の電話番号にかける。長いコールの後で、向こうの受話器が外れた。

『来くる栖すですけど』

　と、女の声がする。

「神じん野のです。ちょっとお聞きしたいことがあるんですけど、いいですか？」

『ええ、もちろんよ』

　のんびりした声が答える。電話の相手──来栖要よう子こは来栖裕ひろむの養女で、たった一人残った遺い族ぞくだった。

「お父さんの原稿を今読んでたんですけど、ちょっと抜けてるところがあって。『金色姫』の伝説ってなんだか分かりますか？」

『ええ。もともとヨウサンの起源の伝説よね』

「ヨウサン？」

『若い人は馴な染じみがないでしょうけど、おカイコの伝説よ。ほら、繭まゆから糸を取るでしょう』

　明良はようやく納得した。蚕かいこ。養よう蚕さんの起源、ということになる。

『金色姫はインドの王女なのよ。継母ままははにねたまれて、ライオンのいる山に捨てられたり、地中に埋められたりひどい目に遭うの。それを不ふ憫びんに思った王が姫をうつぼ舟に乗せて海に流してしまうのね』

　不憫に思って海に流す、というのは理解できなかったが、とりあえず明良は黙だまっていた。

『その舟が日本に辿たどりついて、親切な漁師に姫は助けられるのだけど、結局死んでしまうのね。姫の魂は蚕に生まれ変わるの。それから養蚕が始まった、という伝説……悲しい話でしょう』

「……ええ」

　救いようのない話だ。

『ここまでは普通に伝わっている話。父は神かみ岡おか町ちように伝わっている金色姫の伝説を話してくれたわ』

「内容が違うんですか？」

『ええ。うつぼ舟で漂着して、死ぬところまではだいたい同じなの。でも、この町に伝わる伝説では、死んだ後も金色姫は幽ゆう霊れいとなって、浜に留とどまってずっと苦しみ続けるのよ』

　明あき良らは無意識のうちにぎゅっとケータイを握りしめた。

「……それでどうなるんですか」

『助けた者がある呪じゆ文もんを唱えるの。死者を救う力を秘めた呪文をね。すると姫は大きな蚕かいこになって、繭まゆを作るのね。それで一匹の大きな金色の蛾がになって、どこかへ飛んでいくの』

「どこへ飛んでいくんですか？」

『さあ。死者の国ということかしら』

「その呪文には本当に力があるんですか？」

　いくらか勢いこんで明良が言うと、電話の向こうで要よう子こは一いつ瞬しゆん黙だまりこんだ。

『もしこの伝説が本当に起こったことを含んでいるなら、そういうこともあるかもしれないわ。父の絵本に書かれていた呪文には力があったでしょう？』

「……そうですね」

『神かみ岡おか町ちようの伝説には呪文が出てくることが多いの。でも、その呪文の内容はほとんど失われてしまっているのよ』

　明良は自分の手元にある原稿にその呪文の一つが書かれていることを、なんとなく口にする気になれなかった。

『ただ気になることがあるわ……父も言っていたけど、神岡町に伝わっている話の方では、誰だれが漂着した姫を助けて、その呪文を唱えたのか分からないのよ』

「そこに住んでた漁師じゃないんですか？」

　さっきの話を思い出しながら明良は言った。

『そうねえ。でも、この伝説は……』

　要子が言いかけた時、明良のケータイからアラームが鳴った。

「あ、すいません。ケータイの電源切れちゃうみたいです」

　畳の上に置きっぱなしで充電も忘れていた。だいたい聞くべきことは聞いたはずだ、と明良は思う。

『お役に立てたかしら？』

「ええ、ありがとうございました」

　明良は電話を切った。自分の手にした原稿を見下ろした。

　びりや、とうよす、れおすも、たんべら、みいゆす、でーうら

　もう原稿を読む気にはなれなかった。目を離して、彼は考えごとを続けた。柊とう美みに電話をかけるつもりだったことを、彼はすっかり忘れていた。
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　朝もやの中を一台のバスが走ってきて、「神岡ニュータウン入口」と書かれたバス停の前に止まった。扉が音を立てて開くと、タラップから紺のワンピースの少女が降りたった。

　この路線の終点だった。人ひと気けのないロータリーをぐるりと回ると、排気ガスを撒まき散らしながらバスは走り去っていった。

　彼女はバスの中で読んでいた『日に本ほん書しよ紀きとその伝説』を肩から下げていたバッグにしまった。かすかに波の音が聞こえる。まだ真新しい道路からアスファルトの匂においがした。

　彼女はあたりを見まわす。道路の反対側は小さな丘になっていて、その上には小さな公園があるようだった。彼女はそこへ向かった。海を見たかったのではなく、海岸を一望できる場所に行くのが目的だったからだ。

　コンクリートの階段を踏みしめて彼女は斜面を上がっていく。海からの風が心地よかった。

　公園には誰だれもいない。ひっそりと遊具が朝日を浴びているだけだった。彼女は柵さくに近いベンチに近づいていった。そこから神かみ岡おかニュータウンの全ぜん貌ぼうを見ることができた。

　神岡町に作られたこの新しい住宅地はほぼ完成していた。太陽の光を浴びて、何棟ものマンションが立っている。「好評分ぶん譲じよう中」と印刷された垂れ幕が海からの風にはためいていた。中央の一棟を除いては、まだ入居者はいないようだった。規則正しく植えられた木々と石畳の道路が建物を囲んでいる。

　彼女はニュータウンのさらに先の海上に目をこらした──はるか沖に突起物のような小島が海面から突き出ている。特に人の手が入っているわけではないようだ。彼女は満足したように頷うなずいた。

　彼女は隅の花か壇だんへ近づいていった。目立たない一画に古い石碑が置いてあった。そう遠くない以前に一度ばらばらに壊こわされたらしく、コンクリートで繫つなぎ合わせた跡が生々しく残っていた。彼女は目を近づけて文字を読んだ。




　慰い霊れい碑




　それから裏側に回ると、屈かがみこんで彫られた名前を確認する。




　神じん野の道どう蔵ぞう

　奥おく村むら菊きく乃の

　高たか木ぎ昭しよう三ざぶ郎ろう

　山やま内うち栄えい一いち




　彼女は指を伸ばして順番に名前に触れていき、かすかに笑みを浮かべた。

　彼女はベンチに座る。夏にしては涼しい朝で、ひんやりとしたベンチは気持ちがよかった。昨日はあまり眠れなかった。この町に宿を取ったことを彼女は後悔していた。緊きん張ちようして疲れていた。

　ほんの一いつ瞬しゆん目を閉じたつもりだった。首筋に不意に冷たい風が吹いて、彼女は顔を上げる。時計を見ると、五分ほど針が進んでいる。わずかな間だが眠りに落ちてしまったらしい。念のため耳を澄すませて、彼女は弾はじかれたように立ち上がった。

（近くにいる）

　誰だれかが声を上げたように、ざわりと木の枝葉が震ふるえた。さほど離れていない木の根元に、着物姿の女の子が背中を向けて座りこんでいた。

　彼女は唇を嚙かんだ──この町に来てから、ここまでの接近を許したことはなかった。彼女は肩に下げたバッグに手を差し入れる。

「虫を持っているか」

　背を向けた少女が言った。腰までの長い髪が、まるで旗のように背中に垂れていた。

「何の虫？」

「木の虫を」

　くるりと少女が振り向くと、両手いっぱいに緑色の虫を乗せている。突然、それをむさぼるように口に含んだ。その口から、黒い霧きりのようなものが洩もれた。

「どうして私の声が聞こえるのだ？」

　と、着物の少女は言う。彼女は答えずにじりじりと下がる。額ひたいから汗が噴ふき出してきた。膝ひざの裏にフェンスがぶつかった。その下は急な斜面になっている。
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　着物の少女は、ゆっくりと彼女の方へ歩いてくる。

「お前は普通の人間ではないな」

　さっきまで虫を乗せていた手を伸ばしてくる。彼女はバッグの中に入れた手を引き抜こうとした。

「どうかしましたか？」

　突然、視界の外から話し掛けられて、彼女は振り返った。公園の入口に制服姿の警けい官かんが立っていた。

　あたりを見まわすと、もうさっきの少女の姿は見えなかった。

「……いいえ。なんでもありません」

「危ないですから、気をつけて下さいね」

　彼女の背中は低いフェンスからはみ出していた。もう少し後ろに重心をかければ、落ちていたかもしれなかった。

「分かりました」

　警官は立ち去った。彼女は耳を澄すます──もう、「音」は聞こえない。

「……急がないと」

　と、彼女は呟つぶやく。

　風に煽あおられて乱れた髪と髪の間から、普段は隠していた右耳が見えていた。

　朝日を浴びた彼女の耳じ朶だには、濃こい紫色の痣あざがあった。
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　病室のベッドで一人の老女が眠っている。午前中の太陽は少しずつ高くなっている。ブラインドの隙すき間まから射さしこむ細長い光は徐々に広くなり、白いシーツを縞しま模様に染め始めた。

　祖母の顔に光が落ちるのを見て、柊とう美みはベッドを回ってブラインドの角度を変えた。祖母──御み厨くりや菊きく乃のは最近はもう意識を取り戻すことがなくなっていた。ベッドの脇わきに置かれた酸素吸入器がなければ、もはや生き続けることはできなかった。

　シーツの上に投げ出された菊乃の瘦やせ細った右手が開いている。柊美と同じ紫色の痣がくっきりと手のひらに浮いている。柊美はさりげなく祖母の手を反対側に伏せた。

「あら、こんにちは」

　顔見知りの若い看かん護ご婦ふが病室の外から声をかけてきた。

「こんにちは」

「もう、ほとんどお話できないでしょう」

「ええ」

　菊乃に死期が迫っていることは誰だれの目にも明らかだった。もう柊美もそれを受け入れていた──つもりだった。人はいずれ死ぬのだから、と。

　柊とう美みは黙だまって俯うつむいている。看かん護ご婦ふは病室に入ってきて、柊美の隣となりに立った。仕事は忙しかったが、少しこの娘と話をしようと思ったのだ。

　この看護婦は柊美を気に入っていた。誰だれよりも祖母になついていた孫だと聞いている。それだけに自分の顔が見分けがつかなくなったのはショックだろうが、それを表に出すことはない。見舞いも欠かさず来ている。

「今日はカレと一緒じゃないの。ほら、なんかちょっと無口な子」

　ばっと柊美は顔を上げて看護婦を見る──どうやら明あき良らのことを言っているらしい。

「別に付き合ってないです」

「でも、しょっちゅう一緒に来てるじゃない。じゃあ親しん戚せきの子？」

「いえ……友達、です。学校の」

　明良のことを聞かれると、柊美はどう説明したらいいか分からなくなる。実のところはただの「学校の友達」であるはずがなかった。

　以前、付き合っていた恋人に抱いていた気持ち──彼のことがいつも頭を離れなかったり、会う前の晩から気持ちが浮き立ったり──とは違う。

　明良と一緒にいると不思議な安心感があった。一緒にいると柊美を大事にしてくれるのが分かる。それでも彼女にいいところを見せたいとか、そういうつもりはないらしい。少なくともそういう風には見えなかった。

「……彼、いい人よね」

　看護婦は急に真顔になって言った。

「え？」

「親戚じゃないってことは、彼のお祖母ばあちゃんじゃないんでしょ。彼、一人でたまにお見舞いに来るわよ」

「そうなんですか？」

　柊美は驚おどろいた。明良からそんな話は一度も聞いたことがない。

「うん。でも、お見舞いの花とか全然持ってこないところが男の子よね。だからあなたもあなたのお母さんも気がつかなかったんだと思うけど」

「最近も来てましたか？」

　看護婦はうーん、と考えこんだ。

「十日ぐらい前に来たかな。三十分ぐらいそこの椅い子すにじーっと座ってたけど。それ以来見てないわね」

　それなら、菊きく乃のの死期が近いことも多分知っているのだろう。

（言ってくれればいいのに）

　そうしたら明良に相談することだってできた。

「お祖母ちゃんも彼が来ると何日か機嫌がいいのよね」

「……そうだったんですか」

「ケンカでもしたの？　道どう蔵ぞう君と」

「えっ」

　柊とう美みは思わず言った。

「道蔵君って言うんじゃないの？　お祖母ばあちゃんがそう呼んでたから、私たちずっとそうだと思ってたんだけど」

「いえ……違います」

　遠い昔、菊きく乃のは明あき良らの祖父の道蔵と付き合っていた。痴ち呆ほう症が進んだせいで、外見がよく似ている明良を道蔵だと思いこんでいたようだった。

「……ケンカしたわけじゃないんですけど」

　結局、昨日も明良から連絡はなかった。柊美は電話をかけたが、やはり電源を切っているらしかった。なんとなく──拒絶されているような気がした。

（私が電話しても、迷惑かもしれない）

　明良の中にはなにかしら入りこめない部分がある。そういえば転校してくる前のことをほとんど聞いたことがない。あまり話したがらない様子だった。

「まあいいや。ああいう子とはね、ちょっとケンカするぐらいがちょうどいいと思うわね。はっきり言いたいことは言った方がすっきりするんだし」

「……あんまり言いたくないみたいなんです」

「でも、言って欲しいんでしょ、あなたが。そう言えばいいじゃない」

　柊美はあっと声を上げそうになった。

（相談してくれれば聞くつもり、だったんじゃなくて）

　自分の顔がかっと熱くなるのを感じた。

（私が知りたかったんだ、彼のこと）




　病院の外に出ると、八月の光が降り注いでいる。道路も建物もすべてが白く染まっているようだった。

　柊美は自分のケータイを出して明良の番号にかけた。やはり圏外だった。彼の家の電話にも繫つながらなかった。

（家に行ってみよう）

　と、彼女は思った。最初からそうするべきだったという気がする。彼女は駅前から自分の家とは反対方向のバスに乗った。神かみ岡おか町ちようでも古くからの住民が多い「元もと町まち」に向かってバスは走っていった。

　明良の家の近くのバス停で降りた。彼の家は坂を上がりきった高台にある。

　彼女は細くうねった坂をゆっくりと時間をかけて歩いていった。少し歩くだけで息が切れる。長い距離を歩くのは久しぶりだった。

　坂の途中には岬みさきの家がある。岬の父親の道みち彦ひこが、ガレージの前でワゴン車にホースで水をかけているところだった。

「こんにちは」

　と、柊とう美みが声をかけると、ランニングシャツ一枚の道彦は振り向いた。

「お、こんにちは」

　この明あき良らの叔父は甥おいの後こう見けん人にんというか、この町での親がわりのようなもので、明良や柊美の「力」のことを知っている数少ない人間だった。

「明良のとこに行くんですか？」

　柊美はこくりと頷うなずいた。

「あいつ、今朝早く出てったんじゃないかな」

「いないんですか？」

　彼女はびっくりして言った。ずっと家にいるものだとばかり思っていた。

「うーん……いや、こっちも新聞取りに出ただけだったからよく見てなかったんですがね、バイクで坂を下ってったような気がするんですよ」

「そうですか……」

　気落ちした柊美に、少し慌てたように道彦は付け加えた。

「もう戻ってるかもしれんですけどね」

「とりあえず行ってみます」

「もしいなくっても中に入って待ってていいですよ。そんなに遠くは行ってないでしょうし。合あい鍵かぎはポストの中に入ってますから」

「……ありがとうございます」

　柊美はまた坂を登り始めた。まったくといっていいほど車の通らない道だった。ところどころで子供たちがうずくまって遊んでいる。

　そばを通りかかると、彼らはちらりと柊美に視線を向けたが、彼女はさほど気にも留めずに歩いていった。やがて坂の上の古い平屋が見えてきた。周囲には他ほかに家はない。

　彼女は玄関の前に立つ。なんとなく家の中に誰だれもいないことは分かったが、チャイムを鳴らして待った。やはり誰も出てくる気け配はいはなかった。

　道彦の教えてくれた通りに赤いポストの中を探ると鍵が出てきた。

　いくら道彦の許可があるとはいえ、主あるじのいない家に入るのは気が咎とがめた。それでも、今日は明良と話をしたかった。柊美は引き戸を開けた。

「お邪じや魔まします」

　と、言いながらおそるおそる玄関の土間に入る。薄うす暗ぐらい家の中の空気はどことなくひんやりしている。

　柊とう美みは靴を脱いで廊下に上がった。柊美は顔をしかめた。家中がなんとなく埃ほこりっぽい。和室へ行くと、部屋中に本や原稿用紙の類たぐいが散らばっている。洗っていないコップやコンビニのビニール袋も放り出してあった。

（変だわ）

　明あき良らの家には今まで何度も来たことがある。突然訪れた時もあるが、それでも家はそれなりに片づいていた。

　柊美はひとまず縁えん側がわの窓を開けた。蟬せみの鳴き声と土の匂においのする風が家の中に入ってきた。

（……どうしたんだろ）

　柊美は縁側に座って、足をぶらぶらさせた。時間はもう十二時近かった。




　柊美は和室の掃除を始めた。なにもすることがなかったし、汚い部屋を見ていると気になって仕方がなかった。

（迷惑かな）

　と思いながら、てきぱきと部屋を片づけていった。散らばっている原稿用紙や本をきちんと積み直して、座卓の上に置いた。それから廊下にあった箒ほうきで畳を掃いた。部屋にはかなり埃が溜たまっていた。何週間も掃除していないようだった。

「あ……」

　廊下を掃き始めたところで、ふと彼女は動きを止めた。床板の上に、緑色の芋虫が這はっていた。背中に大きな黒い斑はん点てんが入っている。生き物の目のようだった。

（気持ち悪い）

　悲鳴を上げるほどではないが、虫は好きではない。彼女は顔をしかめながら、箒でガラス窓の外に掃き出そうとした。

　その瞬しゆん間かん、黒い斑点がぎょろりと動いたように見えた──まるで彼女を目で追っているように。

「え？」

　おそるおそる目を近づけた時、誰だれかが柊美の手袋に包まれた右手をつかんだ。あたりを見まわしても誰もいない──幽ゆう霊れいだった。

（この家には幽霊の子供たちがいるんだった）

　虫から遠ざけるように手を引っ張られた。一体なんだろう、と柊美は思った。こんな風にされたことなど一度もなかった。

「その虫には近づかない方がいい、と言ってます」

　突然、誰かの声が聞こえた。紺のワンピースを着た背の低い女の子が庭に立っていた。柊美には見覚えがあった。昨日、空き地のそばで会った女の子だった。

「誰がそう言ってるの？」

「幽ゆう霊れいです。子供みたいですけど」

　彼女は自分の髪をかき上げて、右耳を見せた──紫の耳。

「高たか木ぎ千ち紗さといいます」

「高木……さん？」

　柊とう美みの記き憶おくの中でなにかひっかかるものがあった。

「あ……あの石碑の」

　柊美ははっとした。以前、明あき良らと神かみ岡おかニュータウンのそばの公園で見つけた古ぼけた石碑。そこに彫られていた名前に、明良や柊美の祖父母の名前と一緒に「高木昭しよう三ざぶ郎ろう」という名前があった。

「昭三郎は私の祖父です」

　と、高木千紗は言った。柊美は相手の顔を見つめた。自分たちとは違う能力を持つ「紫の者」だった。
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「とりあえず、その『木の虫』を追い出して下さい」

　と、千紗は言った。

「『木の虫』？」

「後で説明します」

　柊美は摑つかまれたままの右手から左手に箒ほうきを持ち替えると、勢いよく庭にその虫を掃き出した。その途と端たん、右手は自由になった。

「あなたのその右手、『紫の手』ですよね」

　千紗は落ち着いているというか、クールな話し方をする。愛想がないところは明良と少し似ている、と柊美は思った。

「ええ」

　柊美は頷うなずいた。

「お名前は」

「御み厨くりや柊美。奥おく村むら菊きく乃のの孫です」

「……ここは神じん野の明良、という人の家ですよね」

「ええ」

「その人はここにいないんですか」

「今は留守みたい」

　千紗は目を細めて柊美の顔を見た。

「神野明良……さんとどういう関係ですか」

　柊美は返事に困った。今日は似たような質問をよくされる日だ。

「明あき良ら君とは同じ学校に通ってるの」

　それにしても、と柊とう美みは思った。この高たか木ぎ千ち紗さは明良の名前を知っているのに、柊美のことは知らないらしい。

「……合あい鍵かぎを持ってるんですか」

「えっ」

「それに部屋の掃除も」

　柊美は自分の手にしている箒を見下ろした。

「親しん戚せきの人に合鍵の場所を教えてもらったの」

　彼女は少し慌てた。合鍵を持つような関係なのか、と言われたような気がした。

「そうですか」

　納得しているのかしていないのか、表情を変えずに千紗は言った。ちょっと変わった子、と柊美は思った。

「私、神じん野のさんに話すことがあって来たんです」

　千紗は言った。

「神野さんとあなたが親しいんでしたら、あなたから彼に伝えて欲しいことがあるんですけど。私、早いうちにこの町を出たいんです」

　明良と親しいのは確かだが、改めてそれを口にするのは恥ずかしかった。

「私は……」

　柊美は口ごもった。顔が赤くなるのを感じた。

「あの、彼とはいつも一緒にいて」

　最近は連絡が取れないけれど、と思うと胸がちくりと痛んだ。

「あなたも『常とこ世よの者』と戦っているんですか」

　柊美は頷うなずいた。

「中でお話ししてもいいですか？」

　と、千紗は言った。




　山積みにされている本をどけて、二人は座卓をはさんで向かい合った。

「この町に『常世の者』と戦うチームがありました」

　と、千紗は言った。

「チーム？」

「海のそばの石碑を建てた人たちです」

「それを誰だれから聞いたの？」

　柊美は言った──自分たちが聞くことのなかった昔の話だった。

「祖父からです。私は剣けん岳がく町ちように住んでますけど、祖父から神野さんに伝言を頼まれたんです」

　剣けん岳がく町ちようは神かみ岡おか町ちようと同じ県の反対側の端に位置している。柊とう美みも行ったことはなかった。確か、山間のダムのある小さな町だ。

「常とこ世よ虫むし、という名前はご存知ですか」

　柊美は首を横に振った。

「五十年前、神じん野の道どう蔵ぞうのチームが最後に戦った『常世の者』です」

　と、千ち紗さは言った。

「常世虫にはいくつか種類がありますけど、どれも芋虫によく似た形をしています」

　さっきの縁えん側がわに現れた虫のことを柊美は思い出した。

「じゃあ……」

「あれも常世虫です。群れの中でも一番力の弱い種類ですけど」

　あの虫は町中に発生しているはずだった。この町は「常世の怪物」に覆おおわれていることになる。

「群れ？」

「常世虫にはいくつか種類があるんです。あれが『木の虫』で、大した力はありません。それよりも危険なのが『石の虫』で、数は少ないですが人を襲おそう力があります。今、町にいる『石の虫』は小さな女の子の姿をしています」

　柊美は黙だまっていた。分からない話ばかりで混乱していた。

「……信用なさってないみたいですね」

　と、千紗は言った。

「話をすれば私の役目は終わりですから、別にそれでも構いませんけど」

　柊美は慌てて首を横に振った。

「そうじゃなくて、急に色々聞いたから……続きを聞かせて」

　分からないことだらけだが、とりあえず最後まで聞くつもりだった。千紗は頷うなずいて口を開いた。

「それでも『木の虫』や『石の虫』が活動している程度では、大した被害はないと思います。本当に危険なのは……」

　突然、千紗ははっと息を吞のんだ。そして髪をかき上げて耳を晒さらした。

「どうしたの？」

　彼女の緊きん張ちようが柊美にも伝わってくる。

「来ました」

　と、千紗は言った。

「なにが？」

「『石の虫』です」







[image: 第二部「石の虫」]
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　明あき良らが住んでいた神奈川県の小お須す田だ市は神かみ岡おか町ちようから電車で三時間ほど離れた場所にある。明良は東京まで特急列車に乗り、そこから私鉄の急行に乗り換えた。

　小須田駅は私鉄とＪＲの乗換駅で、二十年ほど前から首都圏のベッドタウンとして発展してきた。明良は改札口を出ると、ごちゃごちゃした商店街に降りたつ。

　再開発が遅れている駅前の商店街には、古い雑居ビルがひしめくように建っている。派は手でな色使いの消費者金きん融ゆうの看板が目につく。車が多いわりに道路が狭く、街の空気が排気ガスで濁にごっているように思えた。

（変わらねえな）

　明良がこの街に来るのは半年ぶりだった──もうここに戻ってこないかもしれないと思っていた。

「あれ、神じん野の君……よね？」

　明良が振り向くと、三十過ぎの背の高い女が切符の自動販売機のそばに立っていた。明良は黙だまって頭を下げる。彼がこの街で通っていた学校の国語の教師で、彼のクラスの副担任だった。

「久しぶりね。こっちに帰ってきたの？」

　彼女はにこにこしながら彼に近づいてきた。

「……いえ、ちょっと」

　明良はぶっきらぼうに答える。彼女は親切な性格で、クラスにあまり馴な染じんでいない明良にもよく話し掛けてはいたが、逆に彼にはそういう態度が苦手だった。

「あら、じゃあ誰だれか友達にでも会いに……」

　彼女ははっと胸を突かれたように口をつぐんだ。しばらくの間、困惑したようにその場に立ちつくしていた。

「お墓参りなの？」

　彼女は声を潜ひそめて言う。

「そんなようなもんです」

　と、明良は答えた。

「ちょうど一年経たつものね」

　彼は頷うなずいた──今日が命日だった。

「あの時は神野君も大変だったわね。クラスでヘンな噂うわさが立ったでしょう」

　明良は彼女から視線を逸そらした。先を急ぎたかった。相手に悪気がないことは分かっていたが、聞いていると居心地の悪い気持ちになってきた。

「あんなもんじゃないですか。人が死んだ時は」

「でも、女の子たちはずいぶんひどいこと言ってたわよ。私も何度か注意したんだけど」

　ふと、彼女は不思議そうに明あき良らの顔を見た。彼の目の色が左右で違うことに気づいたらしい。神かみ岡おか町ちように引っ越す前までは、明良は「紫の目」を封じるために、コンタクトレンズに似せた黒いカバーをかけていた。

「お墓、どこにあるの？」

　と、彼女は言った。

「知りません」

　明良は呟つぶやくように言った。

「えっ？　だって……」

「……墓なんかどうだっていい」

　明良は相手の返事も待たずに歩きだした。背中に彼女の視線を感じたが、振り返る気にはなれなかった。




　明良は小こ峰みね菜な月つきと同じ中学に通っていた。二年生の時に一度同じクラスになっていたが、話す機会はほとんどなかった。大人おとなしい女の子で、男子ともあまり話をしない。要するに関かかわりのない相手で、なんの印象も持っていなかった。

　初めてまともに話したのは高校の入学式の日の帰り道だった。校門を出てからずっと後ろから誰だれかが付いてくる気け配はいがあり、不安になって振り向くと菜月が立っていた。

（近所だからか）

　たまたま帰る方向が一緒になっただけだろう。また歩きだそうとすると、

「神じん野の君」

　と、呼びかけられた。彼女は走ってきて彼の横に並んだ。

「尾行されてんのかと思った」

「ごめんなさい」

「……別に謝あやまんなくても」

　彼女はびくびくしているように見えた。明良は自分が怖いと思われていることは自覚していた。別に怖がらせるつもりはなかったが、いちいち愛想よく喋しやべったりするのが面めん倒どうなだけだった。

　しかしここには二人しかいない。明良は珍しく相手に気を遣うことにした。

「お前、なんでこの学校来たの」

　と、彼は言った。それは入学式で彼女を見かけた時にも疑問に思ったことだった。自分よりも彼女の方がずっと成績はよかったはずだ。こうして同じ学校に通うはずがなかった。

「私立が本命だったんだけど、落ちたの。試験の日に具合が悪くなっちゃって」

　明良は彼女が気の毒になった。結局、大して勉強しなかった自分と同じ学校に通わなければならないのだ。

「残念だったな」

「うん。でも、それはもう別にいいんだ。こっちの学校でよかったって思うこともあるし」

　入学したばかりでなにをよかったと思うのか、明あき良らには分からなかった。

「例えば？」

　明良が尋ねると、彼女はちらっと明良の顔を見上げた。一いつ瞬しゆんのしぐさだったので、彼はそれを見逃した。

「同じクラスだね」

　と、菜な月つきは言った。

「……そうだけど」

　今さらなに言ってんだ、と明良は思った。話の繫つながりがよく分からなかった。

「これからよろしくね」

　少し照れたように菜月は言った。とりあえず明良は頷うなずいた。




　待ち合わせをしたつもりはなかったが、学校に行く途中で菜月と会うことが多かった。彼女と話すのは思ったよりも楽しかった。教室で二人で話していると、たちまち「付き合っている」という噂うわさが立ったが、中学が同じで家も近いということが分かると、すぐに皆興きよう味みを失った。

　明良自身はそういう噂には無む頓とん着じやくだったが、菜月は迷惑だろうと思っていた。

「お前、好きな奴やつとかいねえのか」

　ある日明良がそう言うと、

「いるよ」

　恥ずかしそうに彼女は答えた。明良は少し驚おどろいた。入学してから毎日顔を合わせていたが、そんな相手がいるようには見えなかったからだ。

「中学で一緒だった奴？」

　菜月は頷いた。明良はそれで納得した。三年生の時は別々のクラスだったし、その時にそういう相手がいたのだろうと思った。

「じゃあ迷惑だったよな、あんな噂立ってよ」

　彼女はしばらく黙だまっていた。時々、菜月は変に黙ってしまうことがあった。それでいて口を開くと、まったく関係のないことを言いだすのだった。

「神じん野の君は好きな人いる？」

　俺おれのことは関係ねえだろ、と明良は思った。

「今はいねえな」

　と、彼はきっぱり言った。また菜月は口をつぐんだ。




　彼女と待ち合わせた日、小こ峰みね菜月は公園に来なかった。電話をしても誰だれも出ない。炎天下の中を二時間近く待って、彼は腹を立てながら家に帰った。

（話があるって言ったくせによ）

　それでもなにか嫌な予感がした。夕方になってからもう一度彼女の家に電話をかけると、今度は彼女の母親が出た。

「菜な月つきさんいらっしゃいますか」

　明あき良らが尋ねると、

『菜月は』

　絞り出すように言ったきり、電話の向こうで相手は黙だまってしまった。明良はもう一度同じ質問を繰くり返そうとした。

『これからまた病院に戻るところなんです』

「えっ」

　なにかあったんですか、と彼が言おうとした瞬しゆん間かん、

『あの子、事故に遭って』

　明良は受話器を握りしめる。まさか、と思ったが、冷たい予感が胸の中で膨ふくらんでいった。

『さっき息を引き取りました』

　低い声で菜月の母親は言った。




　菜月は駅前でバスを降りて、信号のない横断歩道を渡ろうとして車にはねられたという話だった。明良は公園で待っていた時に、救急車のサイレンをかすかに聞いたことを思い出した。

　それは待ち合わせの少し後の時間だった。彼女は急いでいたに違いなかった。




　明良は菜月の通夜に焼香に行った。何度か玄関まで行ったことのある彼女の家は、まるで見知らぬ場所のように白い花で飾られて、大勢の人間が出入りしていた。

　彼の他ほかにもクラスメイトが来ていた。道路で菜月と仲がよかった女の子たちが一塊になって抱き合うように泣いていた。焼香を済ませて家に帰ろうとしたところで、明良は呼び止められた。

「菜月の誕たん生じよう日びだったでしょ」

　と、一番仲がよかった友人が言った。

（そういえばそうだった）

　と、明良はぼんやり思った。

「あの日、本当はあたしらと会うはずだったんだよ」

　彼女は鼻をすすり上げる。明良はひどく遠くにいる人間を眺めている気がした。

「誕生日なんだけど昼間うちに誰だれもいないって言うから、みんなでこの家に遊びに来ることになってたんだ。でも、なんか予定が入ったからってキャンセルしてって」

　そうだったのか、と明あき良らは思った。

「あたしらと会ってればこんなことにならなかったのに。神じん野の君、あの子と仲よかったよね？　なんの用事だったか知らない？　菜な月つきのお母さんに聞いても……」

「なんでお前らそんなこと知りたがってんだ」

　明良は彼女の話を遮って言った。

「なんか意味あんのか？」

　彼は皮肉を言っているわけでも腹を立てているわけでもなかった。本当に彼女たちがどうしてそれを聞きたがっているのか理解できなかったのだ。

「なんでって……知りたいに決まってるじゃない」

「それ、俺おれだぜ」

　彼は無造作に言い放った。彼女たちはぽかんと口を開けて彼の顔を見守った──一体なにを言ってるんだろう、というような顔つきだった。

「俺と会う約束してたんだ。その途中で事故に遭ったんだよ」

「え……」

　彼女たちは明良の話よりも、感情の欠けた物言いに驚おどろいたようだった。

「……菜月が死んだのに悲しくないの」

　彼女たちの一人が、おそるおそる明良に尋ねる。

「小こ峰みねは」

　と、明良は言いかけて口をつぐんだ。一体どう説明すればいいのか分からなかった。

（そういえば、話ってなんだったんだろう）

　もうそれを聞く機会は永遠になくなった。死んだ人間は絶対に戻ってこない。

「あいつはもう死んだだろ。色々考えたってしょうがねえよ」

　それは自分に言い聞かせる言葉でもあった。いつの間にか彼女たちは誰だれも泣いていなかった。目の前にいるのが別の生き物だというように、明良の顔を見ていた。




　その年の夏はひどく早く過ぎていった。岬みさきが遊びに来て、いつの間にか帰って行った。どう過ごしたのかはっきり憶おぼえていない。心の中に重く固い塊が沈んでいるような気がした。

　新学期は何事もなかったかのように始まった。菜月の机に誰かが花を飾っていた。

（ホントに飾るもんなんだな）

　と、明良は思った。それからすぐにクラスの女子が自分を完全に無視していることに気づいた。彼女たちの冷ややかな態度は通夜の晩に会った菜月の友人たちが中心になっているようだったが、明良にはどうでもいいことのような気がした。

　秋も深まった頃ころ、同じクラスの男子生徒が彼を校舎の屋上に呼び出した。

「小峰が死んだ日さあ」

　と、彼は言った。

「お前が無理に呼び出したって、ウチのクラスの女が噂うわさ流してるぞ」

　明あき良らは腹も立たなかった──そのようにして誰だれかのせいにしなければ友達が死んだことを受け入れられないのだろう。

「あいつら、神じん野のが殺したみたいに言いやがってよ。関係ねえだろって言ってやったけど」

　本当に関係ないと思っていれば、こうしてわざわざ尋ねる必要もないはずだった。

「会う約束はしてた」

　明良が言うと彼は動揺した様子だった──慌てて取り繕つくろうように言った。

「それだって、事故が起こるかどうかなんか普通の人間に分からねえもんな。分かったら人間じゃねえし」

　普通の人間、という言葉に明良はどきりとした。

（俺おれも普通の人間か）

　隠している右目のことを彼は考える。あの世に行っていない死者を見ることができる。それだけの話だった。誰かの死を止められるわけではない。結局なんの役にも──。

「どうした？　顔色悪いぞ」

　クラスメイトは彼の顔を覗のぞきこんでいた。

「……なんでもねえよ」

　そういえば菜な月つきは本当にきちんと「死んで」いるのだろうか、と明良は思った。幽ゆう霊れいとなってこの世界に留とどまってはいないだろうか。

　右目を隠していたカバーを外して教室に戻った。彼女の使っていた机のまわりにはなにも見えなかった。学校をそのままサボって、明良は菜月が車に轢ひかれたという駅前の交差点へ行った。歩道の上に供えられていた花束は、すっかり萎しおれて排気ガスで黒ずんでいた。誰かが捨てていったようにしか見えなかった。

（ここにもいない）

　明良はほっとした。後は彼女の家か、あるいは墓にいるかもしれないが、事故で死んだことを考えるとその可能性はむしろ低い──不ふ慮りよの事故で死を迎えた者は、その事故現場に「溜たまる」ことが最も多い。死ぬ直前に味わう苦痛のためかもしれない。

　息を引き取る前、執着を残した場所に絡め取られてしまうのだろう。

（まさか）

　明良は息を吞のんだ。あの日、彼女が執着を残していそうな場所がもう一つある。彼は足を引きずるようにして歩きだした。菜月が死んだ時と同じように、重苦しい予感が彼の胸にあった。菜月が行くはずだった道を明良は歩いていった。

　公園に足を踏み入れるのはあの日以来だった。

「……小こ峰みね」

　思わず明あき良らは呟つぶやいた。彼女は待ち合わせ通りに、入口のそばの木の真下にいた。長い髪に黄色い夏のワンピースがよく似合っていた。

　彼は震ふるえる手で右目を隠す──菜な月つきは消えた。

　すぐ目の前に明良は立った。それでも菜月は顔を上げなかった──自分の経験から明良は痛いほどよく分かっていた。この世に残ってしまった死者は滅めつ多たなことでは生者に反応しない。

　おそらくは明良に気づいてもいないだろう。意識、というものが彼女に残っているかどうかは分からないが、外界に意識を向けていないのだ。

（畜生）

　明良は子供の頃ころから無数の幽ゆう霊れいを見てきた。何十年も、あるいは何百年も一つの場所に留とどまり続けている場合がある。

　菜月もその仲間入りを果たしたのだ。叫びだしたい気持ちを彼は必死に抑えた。彼には「見える」だけだった。拳こぶしをぎゅっと握りしめる。




　秋が過ぎ、冬が過ぎていった。三学期に入ると菜月の席も片づけられた。女子の間で広まっていた明良の噂うわさ話ばなしも治まったようだった。

　菜月の友人たちはすっかり明るさを取り戻していた。グループから一人欠けたことなど忘れたように騒さわいでいる。

　あれはなんだったんだよ、と問い直す気も明良にはなかった。

　そうして皆、死者から少しずつ遠ざかっていくのだと明良には分かっている。彼らには忘れることができる。死者を見る力などないのだから。

（諦あきらめるしかない）

　と、明良は思った。忘れられなければそうするしかない。明良は例の公園にも決して近づかなかった。頭の中からは追い出したつもりでいた。他ほかの人々と同じように、薄うすれていく記き憶おくに任せているつもりだった。

　それはなんとなく成功した、ような気がした。




　父親が転勤を決め、明良は神かみ岡おか町ちように引っ越すことが決まった。

　引っ越す前日、明良はあの公園へ行った──この街から出る前に、菜月がまだいるのかどうかどうしても確かめたかったからだ。

　季節が変わっても、菜月の幽霊はなにも変わることなくそこに立ち続けていた。明良にもなんの反応も示さなかった。

（俺おれは普通の人間と大して変わらない。なにかできるわけじゃない）

　遠くの町へ行けば、いくらか忘れやすくもなるだろうと明良は思った。

「もうここへは来ない……早いとこ行けよ」

　反応しないことは分かっていたが、声に出して菜な月つきに言った。近くのベンチに座っていた親子連れがぎょっとしたように彼の顔を見た。普通の人間からすればなにもない場所に向かって喋しやべっているからだ。

　彼はそのまま歩きだした。

（助けられないものは諦あきらめるしかない）

　それはこの数ヶ月、頭の中で何度も繰くり返してきた言葉だった。

（でも、俺おれにもっと力があれば）

　公園の出口で彼は振り返る。彼女のシルエットが彼の目にはくっきりと見えた。

（どうにかできたかもしれない）

　彼女がいかに自分に深い影えい響きようを与えているか、彼は気づいていなかった。

　神かみ岡おか町ちようで以前住んでいた町の話を避さけていることも、自分の能力に対する態度も、彼女の死に関係していた。




　今、明あき良らはその「知恵」とおぼしきものを携えて彼女の前にいる。半年前と菜月はなにも変わらなかった。真夏の昼下がりの公園は人もまばらだ。

　彼は来くる栖す裕ひろむの原稿にあった、金こん色じき姫ひめを解放した呪じゆ文もんを完全に憶おぼえていた。馬ば鹿か馬ば鹿かしい行為なのは自分でも分かっていた。それでももしこの呪文が本物だったとしたら。
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　苦しみに喘あえぐ金こん色じき姫ひめを解放したように、菜な月つきを死者の行くべき世界に送ることができるかもしれない。

　明あき良らは目を閉じて大きく息を吸いこむ。そして、低くはっきりした声でその言葉を唱えた。

「びりや、とうよす、れおすも、たんべら、みいゆす、でーうら」

　彼はおそるおそる目を開ける。菜月は俯うつむいたまま微動だにしなかった。

（……ダメか）

「闇やみの木」を蘇よみがえらせたあの絵本の呪じゆ文もんには力があった。そこにわずかな望みをかけたのだったが──。

（ムダだった）

　彼女にしてやれることはもうなにもない。明良は公園の出口に向かって歩いていった。




　その姿を見る者が誰だれもいなくなってから、死者はゆっくりと顔を上げた。この木の下に留とどまってから初めてのことだった。

　彼女の体が大きく前に傾く。そしてぎこちなく、影を持たない足を踏み出した。

　明良の後を追うように、彼女は一歩一歩前へ進んでいった。




　　　９




「来たってなにが来たの？」

　と、柊とう美みは言った。

「……『石の虫』です。まだずいぶん遠くですけど」

　千ち紗さは目を閉じて髪をかき上げ、耳を露ろ出しゆつさせた。精神を集中させているらしい。

「私があなたに事情を話したせいでしょうね。神じん野のさんがいない間に、あなたを襲おそうつもりなんだと思います」

　柊美は立ち上がると、明良の家の仏ぶつ壇だんの引き出しから「紫の銃」を出した。誰がいつ作ったのかも分からない、紫色のリボルバーだった。柊美は手に取るのをためらった──この銃は彼女の命を吸っている。今の体調もいいとは言えない。撃うったとして、意識を保っていられるだろうか。

　それも一いつ瞬しゆんのことだった。彼女は銃じゆう杷はを握りしめる。まるで吸いつくようにぴたりと右手に馴な染じんだ。彼女はそれから紫の弾丸を探す。

　引き出しの奥の方に弾は入っていた。以前に比べるとだいぶ少なくなっている。彼女はかき集めるようにして弾を出し──それからはっと気づいた。

（明あき良ら君がいない）

　どうやって敵のいる場所を知ればいいのだろう。柊美は千紗を見下ろした。すぐ目の前に彼女の「紫の耳」が見えている。

「どこから来るの？」

　と、柊とう美みは尋ねた。

「……分かりません」

「えっ」

　思わず柊美が聞き返すと、千ち紗さはちらりと目を開けた。

「私の耳は相手の方向をとらえることはできません。近いか、遠いかしか分からないんです」

　彼女はバッグを引き寄せて立ち上がった。

「私、帰ります」

「……帰るって？」

「話をしに来ただけですから。怪物の相手なんかしたくありません」

　千紗は縁えん側がわへ出て窓ガラスを開けた。それから、柊美の方を振り返った。

「あなたも早く逃げた方が……」

「ちょっと待って！」

　柊美は片手に銃を持ったまま千紗に近づいて、彼女の腕を取った。

「その『石の虫』は危険なんでしょう？　私たちだけじゃなくて、他ほかの人を襲おそう可能性もあるのよね？」

「もちろんです。常とこ世よの怪物は目的のためなら人間の命なんかなんとも思ってません……だから逃げないと」

「ダメよ」

　柊美は首を横に振った。

「そんなことしたら町の人が危なくなるわ」

　千紗は一いつ瞬しゆん、ぽかんと口を開けて柊美の顔を見つめた。

「銃のことは聞いていますけど」

　と、千紗は言った。

「ここには『紫の目』を持ってる人はいないんですよ。もし、相手が姿を消していたら補足できません」

　自分の腕を摑つかんでいる手を千紗は振りほどこうとする。それでも柊美は離さなかった。逆にぐいと千紗を自分の方に引き寄せた。

「明あき良ら君がいなければ、私たちでどうにかするしかないでしょう」

　柊美は右手の銃を一度しまうと、明良のケータイにもう一度かける──万が一すぐ近くにいれば、という淡い期待を抱いていたが、やはり通じなかった。

（どうしよう）

　幽ゆう霊れいを見ることができる人間は明良だけなのだ──。

　柊美の頭の中で閃ひらめくものがあった。

（幽ゆう霊れいを見ることのできる『人間』は明あき良ら君一人だけど……）

「……幽霊は幽霊を見ることができるはず」

　彼女は思わず呟つぶやいた。

「この家にいるあなたたち！　もしいたら力を貸して」

　柊とう美みは急に大声を上げた。狭い家の中でびりびり響ひびいた。

「誰だれに話しかけてるんですか？」

　千ち紗さが言うと、柊美は彼女に顔を寄せて囁ささやいた。

「この家には幽霊の子供たちが住んでるのよ。さっきあなたも声を聞いたんでしょう」

　それからまた家中に聞こえる声で叫ぶ。

「どっちから『常とこ世よ虫むし』が来るか教えて欲しいの！」

　柊美は返事を待った。家の中はしんと静まり返っていた。

「……なにか聞こえる？」

　千紗はいいえ、と言いながら首を振った。

「幽霊は普通、生きている人間の呼びかけには反応しませ……」

　最後まで言い終える前に千紗は口をつぐんだ。

「どうしたの？」

「……『いいよ』って言ってます」

「ありがとう」

　柊美は見えない相手に向かって礼を言うと、千紗に向き直る。

「お願い。協力して」

　千紗は完全に柊美に吞のまれていた。

「仕方ないですね」

　と、彼女は言った。

「……広い場所へ出ましょう」

　千紗は靴をはいて庭へ出た。庭といってもほとんど植木もない。むき出しの土の上に思い出したように飛び石が置いてあるぐらいで、至って殺風景だった。

「こっちへ来て下さい」

「え？」

「お願いします。大事なことですから」

　柊美は言われるままに、裸足はだしのまま地面に降りた。太陽の光を吸った土が生温かい。二人は庭の真ん中あたりに立った。

「動かないで下さいね」

　千紗はバッグの中から紫色の棒状のものを何本か取り出した。途中でＵの字型に分かれている。

「それ、音おん叉さ……よね」

　と、柊とう美みは言った。楽器の調律に使うものだ。学校の音楽室に置いてあるのを見たことがある。ただ、柄つかにあたる方が針のように尖とがっているのが奇妙だった。

「その銃と同じように、紫の骨でできた道具です」

　柊美のまわりの地面に、次々と音叉を突き刺して立たせた。

「これは？」

「結界です」

「結界って？」

「『紫の骨』が常とこ世よの門の封印に使えることはご存知ですか？」

「……ええ」

　四月に現れた「黒いバス」も、そうやって封印した──常世の怪物は紫の骨を嫌う性質を持っているらしい。

「それを使って特殊な囲いを作ると結界になるんです。これはそのために作られた道具です」

　千ち紗さが地面に刺した『紫の音叉』は全部で四本だった。人が二人入るほどの四角形ができた。奇妙なことに正確な正方形ではなく、一つの点だけ妙に離れている。

　千紗もその囲いの中に入った。蟬せみの声が聞こえる。生命の危険に晒さらされていることなど信じられない静かな光景だった。

[image: ]

「……そろそろ来ます」

　千ち紗さは耳に手をあてながら言う。柊とう美みは目に見えない子供たちに向かって言った。

「どっちから来るの？」

　沈ちん黙もく。千紗が顔をしかめた。

「『あっち』って言ってます……やっぱり子供ですね。私が直接聞いていいですか？」

　柊美は頷うなずいた。千紗は一度咳せき払ばらいをして話しかけた。

「前後左右で答えて下さい。『常とこ世よ虫むし』はどの方角にいますか」

　昼下がりの太陽が柊美の腕をじりじりと焼いている。そばにいる千紗から、かすかに息づかいが聞こえた。足元を見下ろすと、音おん叉さがかすかに震ふるえている。不意に彼女ははっと息を吞のんで柊美を見上げた。

「どうしたの？」

「……前からまっすぐ近づいてくる、そうです」

　柊美は銃を構える。突然、彼女たちの周囲に立てられた音叉が音もなく激しく震えた。

「待って！　離れたそうです。結界に驚おどろいたみたいです」

「今はどこ？」

「……警けい戒かいして、遠巻きにしているそうです」

「近づいてこないの？」

「来ません」

　柊美の額ひたいに汗が浮かんでくる。相手が近づいてこなくては狙ねらいを付けようがない。銃を握りしめている右手がかすかに痺しびれているようだった。

（明あき良ら君がいてくれたら）

　彼が背後に立ち、右手を支えてくれる時の安心感が懐なつかしい。彼女はそれをすぐに頭から追い出した。

「いなくなった訳じゃないのよね？」

「ええ。気け配はいはありますから」

　柊美は目を閉じて深呼吸をした。もし「常世虫」が自分たちを諦あきらめて立ち去ったら元も子もなくなる。

　彼女は結界から一歩足を踏み出した。千紗が目を見開いた。

「なにするんですか」

「来たら方向を言って」

　柊美は震える声で言う。明良なら多分こうするはずだ。結界のせいで近づいてこないのであれば、そこから出るしか方法はない。

　彼女は息を詰めて待った。姿は見えないが、確かに誰だれかに見られている感覚がある。この近くにいるに違いなかった。

「右！」

　突然千ち紗さが叫んだ。柊とう美みは銃口を自分の右側に向けると、引き金を引いた。当たったかどうか分からない。柊美はさらに撃うち続けた。

　銃口のほんの数センチ先に人の形をしたものが現れた。白い着物姿の女の子だった。全身から黒い煙のようなものが噴ふき出している。

　引き金を引くたびに銃が震ふるえ、手のひらからなにかひどく冷たいものが体に流れこんできたような気がした。柊美の視界が少しずつ真っ白になっていった。




　少女の体は黒い煙を吐き出しながら消えていった。ちょうどその首筋にあたるところから、ぽとりと緑色のものが地面に落ちる。芋虫だった。例の「木の虫」にそっくりだったが、大きさがまるで違う。

「これが『石の虫』の本体ですね」

　千紗はしゃがみこみながら言う。少女の体は完全に空気に溶けていた。

「『石の虫』は死者にとりつくそうです。きっと女の子の幽ゆう霊れいに『石の虫』がとりついたんだと……」

　後ろでどさりとなにかが倒れる音がした。振り返ると、柊美が地面にぐったりと横たわっていた。

「……大丈夫ですか？」

　千紗は柊美の肩を揺さぶった。息はしているようだが、顔がひどく青ざめている。

（貧血……？）

　地面の上で蠢うごめいている緑色の「石の虫」を見る。祖父から話を聞いた通り、「紫の銃」には力があるようだった。後はこの虫を銃で撃てばすべて終わるのだが──彼女が起きるまで待つしかないようだ。

　千紗は音おん叉さの刺してある場所を変えて、虫のいる場所の四方を音叉で囲った。これなら逃げられることもない。柊美をどうしようかと彼女は考える──このままにしておく訳にもいかない。彼女は柊美の肩に腕を回した。
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　来くる栖す要よう子こは神じん野の家に続く長い坂を上がっていた。昨日の電話を切ってから、なんとなく明あき良らの様子が気にかかっていた。

　金こん色じき姫ひめの伝説に明良は興きよう味みを示していた──というより、金色姫を助けた呪じゆ文もんに妙な執着を示している気がした。話が途と切ぎれてしまったのが気がかりで、今日になってから電話をかけたがもう繫つながらなかった。

　考えた末に彼女は明良の家を訪ねることにしたのだった。




　要よう子こが初めて金こん色じき姫ひめの話を聞いたのは子供の頃ころだった。養父の来くる栖す裕ひろむは、彼女を寝かしつけるために様々なおとぎ話をしてくれたが、一番好きだったのがこの金色姫の話だった。継母ままははに苛いじめられた末に捨てられる金色姫の行く末を、孤児だった自分に重ね合わせていたのかもしれない。

　それも神かみ岡おかに伝わる話の方を、要子は何度も聞きたがった。死んで最初の蚕かいこになるよりは、金色に輝かがやく蛾がになって飛んでいく結末の方が好きだった。

　幼い要子が気になったのは義理の父の様子だった──不幸な姫の昇天を語っているというよりは、恐ろしげな怪物の末路を話しているような、どこか苦々しい態度だった。

　大人おとなになってから、要子は一度だけ「金色姫」の伝説について父に尋ねたことがある。あの伝説について、父が他ほかにも知っていることがあるような気がしたのだった。しばらく考えこんだ後で、来栖裕は口を開いた。

「何年か前、この町に巨大な金色の蛾の怪物が現れたという話を聞いたことがあるんだ。そして、この町を滅ぼそうとしたと」

「そんなまさか」

　と、要子は笑った──その頃は「常とこ世よの怪物」のことなど、信じてはいなかった。

「この町はちゃんと残っているでしょう」

「その前に、誰だれかがそれをうつぼ舟に入れて蓋ふたをした、という話なんだ」

　真顔で話すのがかえって彼女には可笑おかしかった。

「そして海に流したのかしら？」

　要子はこらえ切れなくなって噴ふき出した。

「そんな話、誰からお聞きになったの？」

　来栖裕はそれには答えなかった。代わりに話し始めたのは別のことだった。

「神岡町に伝わっている『金色姫』には可笑しなところがある。他の土地に伝わる伝説には、誰が姫を助けたのか記述がなにかしらあってね。例えば上うえ垣がき守もり国くにの『養よう蚕さん秘ひ録ろく』には『浦うら人びと』、つまり漁師と記されている。ところが神岡町の『金色姫』の伝説では、誰が姫を助けようとしたのか、さっぱり分からないんだ」

　要子は子供の頃に聞いた話を思い返した。そういえば、父の話にはそれが出てこなかった。

「『闇やみの木』の伝説もそうだが、この土地に伝わる伝承には一つ奇妙な共通点がある」

「人間が出てこない、ということ？」

　また始まった、と要子は思った。父の持論なのだ。

「金色姫に呪じゆ文もんを唱えたのが人間でないとしたら、この話の意味はまったく変わってくるだろう？　常世の者が唱える呪文が、ただ死者を慰い撫ぶするだけのもののはずがない」

　彼は言葉を切って、ためらいがちに付け加えた。

「何年か前に蛾がの怪物が現れたという話がもし本当だとしたら、誰だれかがその呪じゆ文もんを唱えたせいかもしれない……どうやってかは分からないが、死者のいる場所を見つけてね」

「怖い呪文だこと」

　冗談めかして要よう子こは言ったが、父の表情は晴れなかった。

「……そうだな。確かに恐ろしい呪文だ」

　あの時の父の顔、そして昨日の明あき良らの様子──父はその呪文を知っていたのではないか、という気がする。ことによると父の原稿にはそれが書かれていたのかもしれない。




　千ち紗さは肩を回して、ぐったりした柊とう美みの体を持ち上げようとした。意識のない人間を運ぶのは容易ではない。第一、彼女は千紗よりもずっと背が高かった。

「柊美さん、どうなさったの」

　いきなり声をかけられて千紗はぎょっとした。振り向くと、日傘を差した女が立っていた。黒い服と腰までの長い銀髪が目に付く。老人というほどの年ではなさそうだった。せいぜい五十代というところだろう。

　千紗は彼女と柊美を見比べる。

（知り合いかしら）

「貧血になったみたいです。それで家の中に運ぼうと思って」

「お手伝いするわ」

　女は日傘を畳むと、千紗の反対側に回って柊美の肩を持ち上げた。

「……あなたはどなた？」

「高たか木ぎです」

　短く答えて、千紗は柊美の体を持ち上げた。二人は柊美の体を引きずるようにして運んでいった。

　一足先に和室へ上がった千紗は、放り出してある本をすべて隅に追いやった。座卓の上にある原稿用紙の束を放り投げて、座卓を壁かべに立てかける。空いたスペースに二人がかりで柊美を寝かせた。

　押入れから夏掛けの布団を出して彼女の上にかぶせ、額に濡ぬらしたタオルを乗せると、二人はくたくたと縁えん側がわに座りこんだ。

　千紗は息を抑えながら、隣となりにいる女の顔を見ていた。

（一体、何者だろう）

「明良さんはいらっしゃらないのかしら」

「いないようですけど、神じん野のさんはあなたの……」

　息子さんですか、と言おうとすると、

「お友達よ」

　彼女はにこにこしながら答えた。その言葉をどう受け取ったらいいか千ち紗さが悩んでいると、さらに彼女は付け加えた。

「柊とう美みさんも私のお友達なの」

　一いつ瞬しゆん頭を抱えるところだったが、多分二人のうちどちらかの親しん戚せきだろう、と千紗は思った。

「私は来くる栖すといいます。来栖要よう子こ。あなたはずいぶんしっかりした話し方をなさるのね」

「いいえ。そんな」

　千紗はふっと体を固くした。なんとなく両親のことを尋ねられるような気がしたが、要子は静かに千紗を見つめているだけだった。

「高たか木ぎさんは明あき良らさんたちのお友達よね？」

「いいえ」

　千紗は驚おどろいて首を横に振った。

「ちょっと頼まれてこの町に戻ってきただけで……どうしてそう思ったんですか」

「だってあなたも『紫の者』でしょう」

　千紗は右耳を要子の方に向けていることに気づいた。髪を下ろして耳を隠す。

「あなたは『紫の者』のことを知っているんですか？」

「ええ」

　要子の顔にわずかに陰が差したように見えた。

「この町には明良さんや柊美さんを助けている人間がいるの。私もそのうちの一人」

　どこまでこの相手を信用していいものか迷っていると、要子はいきなり口を開いた。

「柊美さんはなにと戦ってらしたの」

　どうしてそれを、と尋ねる間もなく、要子は紫の銃を千紗に見せた。

「さっき、庭で落ちていたのを拾ったの。そばに可笑おかしな虫がいたけれど」

「あれが常とこ世よ虫むしです」

「常世虫？」

「そうです。この町に潜ひそんでいる常世の怪物の一つです。常世虫というのは……」

　説明を始めようとすると、要子が先に口を開いた。

「『日に本ほん書しよ紀き』の皇こう極ぎよく天皇の巻にある虫むし神かみの伝承でしょう。富ふ士じ川がわのほとりで虫神を祀まつる新しん興こう宗教が起こって、それを地方の豪族が打ち倒したと」

「ええ」

　昨日、古本屋で買った本から得た知識を口にしようとしていたが、出鼻をくじかれた──彼女の方がよほど知識があるらしい。

「庭にいる虫がその常世虫なの？」

「伝えられている常世虫と本当に同じものなのかは分かりません。でも、『日本書紀』には常世虫は緑色で黒い斑はん点てんのある、蚕かいこによく似た虫で……あの庭にいる虫とよく似ています」

「蚕かいこ……」

　要よう子こはぽつりと呟つぶやいた。

「どうかしたんですか？」

　千ち紗さは彼女の顔を覗のぞきこんだ。気がかりなことがある様子だった。

「……『金こん色じき姫ひめ』の伝説はご存知かしら」

　と、要子は言った。




　　　11




　明あき良らが神かみ岡おか駅に戻ったのは、午後の三時近くだった。改札口を出ると彼はほっと息をついた。今度こそもうあの町へ行くこともない気がした。

（柊とう美みさんに電話しなかったな）

　彼女が心配していると岬みさきが言っていた。今まで自分が考えていたことも、きちんと話をしたいと明良は思った。

　駅前のバスロータリーに出ると、白い作業服を着た男たちが大勢目に付いた。手に銀色のタンクのようなものをぶら下げていた。タンクの先端には長いノズルのようなものが取りつけられている。

（改装工事でもやってんのかな）

　彼らは次々とアーケードの中へ入っていく。ただの工事にしては様子が可笑おかしい。明良は商店街の方へ歩いていった。

　アーケードの入口で、警けい官かんに呼び止められた。

「今、作業中ですからちょっと待って下さい」

「なにやってるんですか」

　アーケードの中では、作業服の男たちがタンクからなにか霧きりのようなものを石畳の地面に向けて吹きつけている。

「それが……」

　と、警官が言いよどむ。明良は足元を見て──言葉を失った。石畳一面に小指ほどの細長いものが転がっている。緑色の芋虫だった。一つ一つがうねうねと体をくねらせている。

　彼の腕がさっと粟あわ立だった。彼の家に出たあの虫とそっくりだった。

「お前……ここでなにやってんだ？」

　振り向くと、立っているのは尾お沼ぬまだった。汗でぐしゃぐしゃになったハンカチで盛んに額ひたいを拭ふいている。

「おっさんこそ、なんなんだよこれ」

「虫だよ虫。アーケードの石畳の下からうじゃうじゃ涌わいてきてな。商売になんねえから見物しに来たんだよ」

　尾お沼ぬまは明あき良らに顔を寄せた。

「なあ坊主、これアレじゃねえのか？」

「……アレって？」

「なんでもよ、この虫殺虫剤じゃ死なねえっていうんだよ……本当に普通の虫なのか？」

　明良はようやく納得が行った。「常とこ世よの霧きり」と関係があるのかと質問しているのだった。

「俺おれも今知ったんだ」

「今？」

　尾沼は呆あきれたように大声を上げた。

「ここ一週間ぐらいずっとニュースでやってただろ。町中で虫が涌わいてるってよ」

「……え？」

　明良の脳裏に昨日の夕方、自分の家で見た虫が蘇よみがえった──そういえばあの時、幽ゆう霊れいの子供たちがなにか言っていた気がする。

　あれは一体なんの意味があったのだろう？

「嬢じようちゃんとは会ったか？」

　と、尾沼が言う。

「いや」

「電話も来なかったのか？」

　明良は自分のケータイを出した。昨日、充電しただけで電源を入れ忘れていた。

「……あ」

　嫌な予感がした。なにか尋常でないことが起こっている気がする。彼は慌てて電源を入れた。




「あら」

　柊とう美みのそばに座っていた要よう子こが言った。

「電話だわ」

　その隣となりで来くる栖す裕ひろむの原稿を読んでいた千ち紗さも顔を上げる。どこかで携帯電話が鳴っていた。柊美の持っていたバッグから聞こえてくる。

　千紗は素早く立ち上がった。さっき、柊美が神じん野の明良に電話をかけていたのを思い出したのだ。彼がそれに気づいてかけてきたのかもしれない。

　彼女のバッグからひどく旧式のケータイを出した。画面を見ると名前が「神野明良」になっていた。千紗は通話ボタンを押した。

「はい」

　と、千紗は言った。

『あれ……柊美さん？』

　あまり愛想のなさそうな男の声が聞こえる。

「これは彼女の電話ですけど、私は違います」

『……お前、誰だれだ』

　途と端たんに相手の声が警けい戒かい心を帯びた。「お前」という呼びかけに千ち紗さは内心むっとした。

「私は高たか木ぎといいます。御み厨くりやさんが倒れたので、私が電話を取りました」

『倒れたってどういうことだ？　今どこにいる？』

　千紗は一いつ瞬しゆん言葉に詰まった。どこから説明したらいいか迷った。

「私たち、あなたの家に来ています。あなたが留守だったので……」

『分かった。すぐ行く！』

「あ」

　さらに話し掛ける前に切れてしまった。千紗は眉まゆを寄せて電話を見ていたが、やがて電話を置いた。

「明あき良らさんからだったの？」

　と、要よう子こが話し掛ける。

「ええ。今すぐ来るそうです」

　千紗は答えて、また要子の隣となりに座った。

「神じん野の明良……さんはどういう人なんですか？」

「とてもいい方よ」

　ちょっと賛成する気になれないと千紗は思ったが、口にはしなかった。ふと、人の動く気け配はいがした。柊とう美みが体を起こそうとしていた。

「柊美さん、まだ動いたら駄目よ」

「要子さん……こんにちは。お久しぶりです」

　要子はまじまじと彼女の顔を見ていた。

「……どうかなさったの？」

　と、要子は言った。

「え？」

「どこかお悪いところはない？」

　千紗はため息をつく。倒れたのだから体調がいい訳がない。

「いえ……最近、ちょっと具合が悪くて。貧血気味なんです」

　何故なぜか柊美は慌てた様子で答える。要子はなおも柊美から目を離さなかった。

「今、神野さんから連絡がありました」

　縁えん側がわから千紗が口を挟んだ。

「……なんだかケータイが鳴ったような気がして。明良君、今どこにいるんですか？」

「それは聞きませんでしたけど……すぐ来るそうです」

「よかった」

　柊とう美みは俯うつむいて咳せきをした。それからゆっくりと膝ひざをついて立ち上がった。

「まだ無理なさらない方が」

　と、要よう子こは言った。

「ちょっとお手洗いに」

　柊美は立ち上がると、急ぎ足で廊下の奥へ歩いていった。千ち紗さはそれを見送る。咳を押さえるようにしっかりと手で口を塞ふさいでいるのが気になった。

（一応、見に行った方がいいかしら）

　トイレで倒れられても困るし、と思って立ち上がりかけたところで、彼女は動きを止めた。かすかに、ぱちりとなにかが弾はじけるような音を聞いた。

　彼女は右耳を出して意識を集中させる。ぱちり、とまた音が聞こえた。

（さっきに似た音だ）

　少しずつ音は大きくなり、間隔も狭くなってきていた。もう間違いない。

「……またなにか来ます」

　彼女の右耳は人間以外の何者かが近づいてくるのを察知できる。彼女は聴覚としてそれをとらえているが、実際のところそれが本当に「音」なのかどうかは分からない。ラジオを聞いているようなもので、感度はあっても発信源がどこなのかははっきり分からない。

「なにが来るの？」

　と、要子が言った。

「……常とこ世よの怪物、だと思います」

　この場所では他ほかの音も聞こえる。さっき結界に封じた「石の虫」が発する音──今、近づきつつある音は、その常世虫のものと少し似ている。

　千紗は柊美のケータイを手に取る。他人の持ち物だが構っている場合ではなかった。明あき良らの番号を探し出してかけた。呼び出し音が何回か鳴った後で明良が出た。

『柊美さん？　なにが……』

　エンジン音がする。どうやらバイクに乗っているらしい。

「違います、高たか木ぎです」

『またお前か。なんだよ？』

　うるさそうに明良は言う。千紗はケータイを投げつけたくなった。

「常世の怪物が近づいてきます」

『……なんでお前にそんなこと分かるんだよ』

「後で説明します。今どこにいるんですか？」

『もう家のそばだ。すぐそっちに着く。とりあえずそこから出て、坂を走って下れ。途中で俺おれと会える』

　千紗はすぐ行きます、と言いかけて、柊美のことを思い出した。彼女が「走って下れ」るとはとても思えなかった。

「無理で……」

　と、叫んだ時はもう相手の電話は切れていた。千ち紗さはリダイヤルボタンを押そうとして思い留とどまった──もう一度かけたところで状況はなにも変わらない。

　例の音はさらに大きくなっていた。千紗は必死で頭を回転させる。できないことはないはずだ。さっき「常とこ世よ虫むし」に襲おそわれた時もここに留まったのだから。あの時は庭で──。

「そうだ」

（結界を張れば、彼がここに来るまではしのげる）

　名案だと思った──が、庭を見た瞬しゆん間かんに愕がく然ぜんとした。結界を張るのに使う音おん叉さは既にさっきの「常世虫」を封じるために使ってしまっていた。

（仕方がない。こっちの方が大事なんだから）

「和室に入っていて下さい」

　千紗は要よう子こにそう言い捨てて裸足はだしで庭に飛び降りた。庭の真ん中にはさっきと同じく、四本の音叉がいびつな四角形を作っている。緑と黒の虫がその中で蠢うごめいていたが、千紗はそれをきちんと見る暇もなかった。

　彼女は四本の細い音叉を引き抜いて和室に戻った。要子が部屋の真ん中に立っている。

「そこを動かないでいただけますか」

　千紗は要子の足元を中心にして、次々と畳に音叉を突き刺していった。三人の人間が入ることを考えて、さっきよりもいくらか大きめの四角形を作った。

「御み厨くりやさんはまだトイレですか？」

「ええ」

　千紗は舌打ちをする。四本の音叉を配置し終えると、千紗は和室を出て廊下の奥へ走っていった。古い木のドアを開けると、そこは洗面所になっていた。水を流しながら、柊とう美みが丸い洗面台に覆おおいかぶさるようにしていた。

「あ……」

　柊美は驚おどろいたように顔を上げる。

「すぐ来て下さい。またなにかが来ます」

　千紗は柊美の腕を取る。薄うす暗ぐらかったのでよく見えなかったが、一瞬洗面台に赤いものが流れているのが見えたような気がした──が、すぐに彼女は忘れた。

　ほとんど引きずるようにして、千紗は和室に彼女を連れて行った。耳を裂くような音はさらに大きくなっている。もうあまり時間はないだろう。

　三人がどうにか結界に入り終えて、初めて千紗はほっと息をついた。

「……間に合いましたね」

「銃はどこですか」

　と、柊とう美みが言う。要よう子こは彼女に銃を渡した。柊美は自分の右手に収まったそれを無言で見つめた。

　その時、唸うなるようなバイクのエンジン音が近づいてきた。

（やっと来た）

　神じん野の明あき良らとその「なにか」のどちらが早く到着するか、微妙なところに思えた。バイクが家の前で止まる。彼女は例の音に精神を集中させた。もういつ常とこ世よの怪物が自分たちの目の前に現れても──。

（まさか）

　千ち紗さは息を吞のんだ。ほとんど同時に到着したのではなく、それが同じものだったとしたら。その途と端たん、がらりと玄関のドアが開いた。

「柊美さん！　いますか？」

　さっきの電話の声が聞こえた。

「ちょっと待っ……」

　千紗が二人に言い終える前に、

「明良君！」

　と、柊美が答えた。どかどかと足音が聞こえて、色の落ちたジーンズとＴシャツ姿の若い男が姿を現した。千紗は相手の右目を見る──紫色だった。

（「紫の者」なのは確かだけど）

　慎重に行った方がいいと千紗は思った。右耳に飛びこんでくるノイズは、ほとんど耳を聾ろうするばかりになっていた。すぐ近くに「なにか」がいるのは間違いない。

「……あなたは人間ですよね？」

「お前が高たか木ぎか？」

「質問に答えて下さい。あなたは誰だれなんですか？」

「神野だよ。さっき言っただろ」

「高木さん、なにをおっしゃってるの？」

　要子が不思議そうに千紗と明良を見比べている。

「お二人とも、この人が神野明良に間違いないですか？」

「もちろんよ」

　と、柊美は言った。

「明良君、このまわりになにか怪物が……」

　彼女が言いかけると、千紗はそれを遮って言った。

「怪物はこの人かもしれません」

「なに言ってんだお前は」

「あなたがもし人間だったら、こっちへ来て下さい」

　と、千ち紗さは言った。

「私の作った結界の中に入れるはずです」

「結界？」

　彼は三人の立っている和室の畳に目を止めた。細いものが何本も突き刺さっている。

「お前、ウチの畳に……」

　明あき良らは口をつぐんだ。

「それ、『紫の骨』なのか？」

　千紗は答えなかった。初対面のこの相手をまだ信用できなかったのだ。

「高たか木ぎさん、この人は本当に明良君よ」

　柊とう美みが口を挟んだ。

「私には分かるわ」

「でも……」

　例の音は相変わらず彼女の耳を刺し続けていた。どこかは分からなかったが、確かにこのすぐ近くになにかがいるはずだった。

「……ここになにかいるって？」

　と、明良が言った。

「います。間違いありません」

　彼はぐるりと部屋を見まわす。

「って言われても、なにもいないぜ。第一、なんでお前に分かるんだよ。お前の方こそなにモンだ」

「高木千紗です」

「名前なんかさっき聞いただろ。俺おれが言ってんのは……高木？」

　彼も気が付いたようだった。

「『高木昭しよう三ざぶ郎ろう』っていう人はお前の……」

「祖父です」

　口もききたくない気持ちをこらえながら千紗は言った。この相手とはどうもウマが合いそうもない。

「私の能力は『聞く』ことです」

　と、彼女は付け加えた。

「どこから聞こえるんだ」

「それは分かりません。でもすぐ近くです」

「方向も分からねえのか」

「あなただって見つけられないじゃないですか」

「本当にいるのかよ。そんなの」

　明あき良らは怪物呼ばわりされたのが腹に据えかねていたようだったが、その言葉で千ち紗さも我慢できなくなった。

「なんですって……」

　険悪になってきた会話に柊とう美みが割って入ろうとした時、

「あの……」

　今まで黙だまっていた要よう子こが口を開いた。

「あの方はどなた？」

　彼女は庭の方をじっと見ていた。その言葉に全員が庭を振り返った。黄色いワンピースを着た少女が蹲うずくまっていた。長い髪が地面に円を描くように広がっている。凍りついたように誰だれも動けなかった。

（あそこに「石の虫」がいた）

　と、千紗は思った。

　彼女はゆっくりと体を起こした。その指にはなにかがつままれている──緑色の虫だった。千紗の体に緊きん張ちようが走った。例の「音」が常とこ世よ虫むしから発していた「音」と一つに溶け合っていく。

（「石の虫」と合体してる）

　明良の唇が動いた。

「小こ峰みね。お前なんでここに……」

　明良の顔は今にも気を失いかねないほど青ざめていた。彼はよろけるように縁えん側がわへ近づいていった。

「あなたが連れてきたんですか？」

　千紗は信じられない思いだった。二つだった「音」は今や完全にシンクロしている──結界を取り払ってしまったことを千紗は思い出した。柊美に向かって囁ささやく。

「撃うって下さい。あれが怪物です」
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「待ってくれ！」

　千紗の言葉を聞きつけて、明良が振り向きながら叫んだ。頭が混乱してなにが一体どうなっているのか分からなかった。

「あいつは怪物じゃねえ」

「間違いありません。今、そこにいた『石の虫』と融ゆう合ごうしました……多分、彼女が新しい『宿やど主ぬし』です」

　明良は千紗がまるで知らない国の言葉を話しているような気がした──その意味を考えるのが恐ろしかった。

「……なに言ってるんだお前」

「そこをどいて下さい。御み厨くりやさんが撃うてません」

　と、千ち紗さが言う。明あき良らは柊とう美みが銃を握りしめているのを見た。

「ウソだろ」

　庭に視線を移す。さっきまで明良の右目でしか見ることのできなかった菜な月つきは、明らかな実体を持ってそこに立っていた。

　幽ゆう霊れいがそのように実体を持つのは、「常とこ世よの霧きり」と結びついた時以外ではありえない──そうだとしたら、目の前にいるのは死んだクラスメイトではなく、彼が倒さねばならない怪物ということになる。

「……そんなバカな」

　菜月は顔を上げて明良を見た。わずかに開いた彼女の口から常世の霧が洩もれる──彼女は笑っていた。

　そして、菜月が突然地面を蹴けった。一足飛びに明良に向かってくる。

「明良君、危ない！」

　柊美の声が聞こえる。

（撃つつもりだ）

　明良は部屋の方を振り返る。すべてがスローモーションになった気がした。発砲を止めるつもりで、明良は彼女の銃の方に手を伸ばす──だが、既に柊美は引き金を引いていた。紫の光は部屋をまっすぐに横切り、軌道上に入った明良の二の腕を貫いた。

「うっ」

　明良は腕を押さえて蹲うずくまる。縁えん側がわに飛び上がろうとしていた菜月は、一いつ瞬しゆん早く飛びのいていた。そして、踵きびすを返して全力で走りだした。

　千紗が縁側の窓に走り寄る。

「……逃げていきます」

　彼女の言葉に誰だれも反応する者はいなかった。要よう子こは明良のそばにひざまずいて腕を見る。明良が顔をしかめた。柊美は荒い息をしながら胸を押さえていたが、少しよろけながら明良の方へ近づいていった。

「明良君、どうしてあんな危ないこと」

　柊美は振り絞るように言った。

「……すいません」

　と、明良は呟つぶやいた。肘ひざのすぐ下の皮ひ膚ふが内出血を起こしたように黒ずんでいる。光が突き抜けていった反対側の方も同じように色が変わっていた。「紫の銃」が人間にどんな傷を与えるか、明良も見るのは初めてだった──それが自分の傷だとは考えもしなかったが。

「……骨は折れていないみたいだわ。手は動くかしら？」

　腕を見ていた要子が言った。痛みの先に手があるような気がしたが、明良はどうにか指を動かすことができた。

「動くみたいです」

「……追わないんですか」

　千ち紗さは明あき良らを皮肉をこめた目で見下ろしていた。

「今は手当てが先よ」

　柊とう美みは簞たん笥すの上に置いてあった薬箱を下ろした。要よう子こがそれを受け取る。

「本当は病院に行った方がいいと思うけれど……」

　要子は薬箱から包帯と消毒液を取り出しながら言った。

「大丈夫です」

　明良は首を振った。たった今起こった出来事が頭の中でぐるぐる回っていた。菜な月つきがどうしてここにいたのか。自分に付いて来たのかもしれない──あの呪じゆ文もんのせいで。

「明良さん、さっきの方はどなた？」

　要子の問いかけに明良ははっと我に返った。

「前の学校の俺おれの同級生です。去年の夏、事故で死にました」

「どうしてあなたと一緒にここへいらしたの？」

　明良は唇を嚙かんだ。

「昨日の晩、金こん色じき姫ひめのお話をしたわよね。それとなにか関係があるの？」

[image: ]

「呪じゆ文もんを試したんです」

「これのことね」

　要よう子こは来くる栖す裕ひろむの原稿を明あき良らに見せた。彼は頷うなずいた。

「あいつは死んだ後もこの世界に残ったままでした。それを使えば解放されるんじゃないかと思った」

「確かに幽ゆう霊れいではなくなりましたけど」

　千ち紗さはため息をつきながら言った。

「常とこ世よの怪物になったようですよ」

　要子は千紗の顔をちらりと見上げた。千紗は口をつぐんでそっぽを向いた。

「明良さん」と、要子は言った。

「あの呪文はね、多分死者を解放するためのものではないのよ……私はそれをあなたに伝えに来たの」

「……どういうことですか」

　不吉な予感を感じつつ明良は尋ねた。

「この町に伝わる金こん色じき姫ひめの伝説では、誰だれが彼女を助けたのか分からないと言ったわよね？　私の父は一つの仮説を持っていたの。それは常世の者で、それが死者になにかをしたのではないかって」

「なにをしたんですか？」

　その答えは明良にも分かっていた。自分の手が震ふるえだすのを感じる。

「金色姫はこの町で蚕かいこになったわ。日に本ほん書しよ紀きには、蚕にそっくりの虫むし神かみの記述があるの……名前は常世虫。今、町中にそれが現れているわ」

「常世虫」

　明良は口の中で繰くり返す。その名前をどこかで聞いた記き憶おくがあった。

「あなたも知っているように、常世の霧きりは死者の願いを形にするのよ」

「……あれは、死者を怪物に変える呪文だったってことですか」

「あるいは、死者に常世虫を引き寄せる呪文だったかも」

　取り返しのつかないバカだ、と明良は思った。あんな呪文を信じる気になるなんて。彼は包帯の巻かれた自分の腕を見下ろした。

「その人を解放するつもりだった、って言ったでしょう」

　柊とう美みが辛つらそうに口を開いた。

「今なら……」

　明良は彼女の言葉の意味に気づいて愕がく然ぜんとした。

（常世の怪物は、紫の銃で撃うてばあの世に送ることができる）

　皮肉なことに、怪物となった今なら、銃の力で彼女を解放することができるのだ。
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　千ち紗さは話の成り行きを見守っていたが、不意に口を開いた。

「あの怪物は待っていれば戻ってくると思いますよ」

　と、言った。

「多分、御み厨くりやさんを付け狙ねらうはずですから」

「理由は？」

　と、明あき良らが言う。

「そのことで、神じん野のさんに伝言があってここに来ました」

「……分かった」

　と、明良が言った。とりあえず話は聞かざるを得ない。

「『常とこ世よ虫むし』は幽ゆう霊れいや人間に寄生して操ります。昔からこの土地にいた常世の怪物のようですが、それが五十年前に復活しました」

「五十年前ってことは……」

「解決にあたったのは当時の『紫の者』のチームです。神野道どう蔵ぞう、奥おく村むら菊きく乃の、高たか木ぎ昭しよう三ざぶ郎ろう、山やま内うち栄えい一いち」

「チームがあったのか？」

「正確には神野道蔵と奥村菊乃の二人が中心で、他ほかの二人がそのサポート、ということだったみたいですけど」

　あの石碑を見た時から、明良にもそれは予測がついていた。祖父には協力者がいたはずだった。

「彼らは『常世虫』に勝てませんでした」

「え？」

　明良は思わず聞き返した。

「勝てなかったって？」

「私もそこまでは聞いていません。とにかく、常世虫を倒し切ることができなかったんです。仕方なく『金の虫』だけをどうにか封印したんです」

「金の虫？」

　と、明良は言った。

「『常世虫』には三種類いるそうです。今、町中に現れている『木の虫』、幽霊に寄生する『石の虫』、それらの親である『金の虫』です。ちょうどアリの群れみたいなものですね。働きアリと、兵隊アリと、女王アリがいるんです」

「その『金の虫』が女王ってことか」

「ええ。五十年前は女王を封印したことで、町中に現れた『常世虫』は死に絶えました。常世の霧きりの供給源が断たれたためです」

「じゃ、倒したのと一緒じゃないのか」

「『金の虫』は町中に卵を産んでいました。卵は虫よりも耐性がありました。生き残っていた卵が常とこ世よの霧の刺激を受けて、この数ヶ月で孵ふ化かしたんです」

「なんで卵が孵かえったんだ」

　明あき良らが言った。ここ最近そうなったのは理由があるはずだった。

「それは皆さんの方がよくご存知じゃないですか？　常世の霧が町中にばらまかれた事件があったでしょう？」

「……『闇やみの木』か」

「闇の木」はわずか半日で消えたが、常世の霧を大量に放出していた。

「あなた方がこの町の『常世の怪物』を倒すようになってから、神かみ岡おか町ちようの『常世の霧』は濃こくなっています。今まで封印されていた怪物も、『霧』の力で蘇よみがえりやすくなっているんです」

　彼女の話に明良は不安を覚えた──だとすれば、このまま倒せば倒すほど、常世の怪物は現れやすくなるのではないか。

「それに追い討ちをかけたのが『闇の木』でした」

「今の連中の目的は？」

　明良は千ち紗さに尋ねる。

「女王である『金の虫』の封印を解いて復活させることと、結界を破って神岡町を出ること。この二つだと思います」

「待ってくれよ。封印の他ほかにも結界があるのか？」

　明良は混乱してきた。なにもかも初めて聞く話だった。

「『金の虫』を封印した時に、私の祖父は万が一の事態に備えました。万が一その封印が解かれても外へ出られないように、神岡町がすっぽり入る結界を作ったんです。結界の方は私がさっき作ったものと構造的には一緒ですけど」

「……そうか」

　明良は今までに戦った「常世の怪物」のことを思い出していた。神岡町の外に逃げたものは一匹もいなかった。自分たちという「天敵」がいるにもかかわらず。

「結界では怪物を倒すことはできませんし、神岡町の中は危険に晒さらされますけど」

（それだけじいさんには責任感があったってことか）

　自分たちが怪物を絶対に封印するつもりでいたのだろう。五十年前ということは、今の自分たちともさほど年は離れていないはずだった。

（待てよ。五十年前？）

　明良の記き憶おくに触れるものがあった。彼は立ち上がると、資料の山をひっくり返す。そして、一冊の古いノートを取り出した。表紙には、




　記録（一九五十年九月ヨリ一九六五年九月マデ）




　と書かれている。

「なんですか、これは」

　と、千ち紗さが言った。

「神じん野の道どう蔵ぞうの日記だよ」

　二ヶ月前、叔父の道みち彦ひこから預かった神野道蔵の日記の最初の一冊だった。

「ぴったり五十年前なのか？」

「一九五一年の夏です。昨日、図書館で調べました」

　明あき良らは古いノートのページをめくっていった。

「……これだな」

　明良は他ほかの三人にページを見せる。




　一九五一年　八月十二日

　晴れ。常とこ世よ虫むし地下の檻おりに封印。難敵なり。




　一九五一年　八月十三日

　晴れ。高たか木ぎとともに結界作り開始。




　一九五一年　八月十四日

　晴れ時々雨。




「初めて意味が分かったよ」

　と、明良は言った。

「……ほとんど天気しか書いてないですけど？」

「俺おれに聞くなよ。俺だってワケ分かんねえんだ」

　神野道蔵本人は他人に見せるつもりはなかったらしく、明良は頭を悩ませていた。

　その後はしばらくは日付と天気だけ書かれていたが、




　一九五一年　九月三十日

　曇くもり。封印を中心とした結界完成す。




「……今の話と一致するな。八月十二日に封印して、九月の終わりに町の結界ができたんだ」

　と、明あき良らは千ち紗さに言った。

「結界の範はん囲いって分かるか？」

　今度は千紗が自分のバッグから小さく畳まれた紙を取り出した。ひどく古い地図だったが、神かみ岡おか町ちようの地図だった。町境の方に赤いペンでいくつか丸がついている。丸の数は全部で四つだった。

「これは私の祖父の持っていた地図です。この丸を結ぶと四角になりますけど、この範囲が『結界』になります」

「……なんか変な形だな」

　千紗が畳に刺した音おん叉さと同じように、そのまま四点を線で結んでも正方形にはならなかった。一点だけやけに離れた場所にある。しかもその一点は海の上だった。

　今の地図では、おそらく神岡ニュータウンの沖あたりにあった。

「どうして海にも丸があるのかしら」

　と、柊とう美みが言った。

「ここは島です。小島があるでしょう」

　柊美は頷うなずいた。

「子供の頃ころ、海に行った時に見たわ。三さん者じや岩いわよね」

「名前は知りませんけど、とにかくこの丸のある四ヶ所に私の祖父は祠ほこらを建てました。今でもそれは残っていますから、町全体を覆おおっている封印は今のところ有効です」

「伝言って言ったよな。誰だれから頼まれてきたんだ？　お前のじいさんか？」

「ええ」

　千紗は初めて口ごもった。

「危険が迫っているから、あなたに忠告をしてきなさいと。それで私が戻ってきたんです」

　戻ってきた、という言葉に明良は引っかかった。

「お前、この町の出身なのか」

　彼女は不機嫌そうに顔を背けた。

「そんなこと、どうだっていいでしょう」

　話はこれで終わり、というように、千紗は立ち上がった。

「その地図は差し上げます」

「いいのか。お前のおじいさんのもんだろ」

「私が持ってても仕方のないものですから」

「その『金の虫』が封印されてる場所は？」

「封印の場所は聞いていません。私も断片的なことしか分からないんです……私が頼まれたのは、結界が今も作用しているかどうか確認すること、あなた方に注意を促すことだけです」

「高たか木ぎさんから頼まれてここへ来たって言っただろ」

「ええ」

「本人から話は聞けないのか？」

「おじいさまはもうちゃんと話ができる状態ではありません。だから、仕方なく私が来たんです」

「お二人で住んでらっしゃるの」

　要よう子こが言うと、千ち紗さは頷うなずいた。

「他ほかに身内はいませんから」

「お前の親は？」

「両親は……いません」

　明あき良らはそれ以上尋ねるのはやめることにした。千紗が早く帰りたがっている理由が分かった気がした。老人を一人残してきたなら、それも無理のないことだった。

　それでも、昔のことを知っている人間がいることが分かったのは嬉うれしかった。

「会ってみたいな」

　と、明良は言う。

「その前に、『常とこ世よ虫むし』を倒す方が先でしょう。あなたが生きていられるかどうかも分からないんですから」

　千紗は自分のバッグを拾った。

「帰ります」

「おい。まだ話は……」

　明良の話を無視して千紗は縁えん側がわから外に出ていった。




（すっかり時間がかかってしまった）

　千紗は門を出たところで時計を見る。午後三時を回っていた。家に着く頃ころには夜になっているだろう。

「ちょっと待ってくれ。もう少し聞きたいことがあるんだよ」

　後ろから明良が追いかけてきた。千紗は仕方なく立ち止まった。

「なんですか？」

「お前のおじいさんは俺おれのことは知ってたのか？」

「ええ。多分、神じん野の道どう蔵ぞうさんの後継者はあなただろうって」

　千紗は明良の顔を見る。神野道蔵は「紫の者」きっての切れ者だったと祖父から聞いていた。その後継者がどんな人間なのかと千紗は思っていたが、正直少し失望していた──こんなものか、と。

「それにしても」

　と、千紗は言った。

「ろくに調べもしないで行動したのは軽率でしたね。『紫の右目』を持つわりに、自覚が足りなかったんじゃないですか」

　当然なにか反論が返ってくると思っていた。が、明あき良らはなにもないところをぼんやりと見ているだけだった。

「そうだな」

　明良は自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。

「俺おれがバカだったな」

　沈んだ声が千ち紗さをはっとさせた。

（少し言いすぎたかも）

　と、千紗は思った。

「ありがとう。色々教えてくれて」

「いいえ……その」

　千紗は言いよどんだ。

「おかしな夢を見ませんでしたか」

「え？」

「『木の虫』にはあまり力はないですが、人の夢を操る力があるそうです」

　明良の顔色が変わる。明らかに思い当たる節があるようだった。

「俺があの呪じゆ文もんを唱えるように仕向けたってことか？」

　千紗は頷うなずいた。

「ただの偶然じゃありません。最初から仕組まれてたんです……確かに不注意はありましたけど、全部があなたのせいでも」

「ありがとよ」

「お礼はさっき聞きました」

「いや、気を遣ってくれて」

　頰ほおが熱くなるのを感じて、千紗は顔を背けた。

「お前、高校生だよな」

　いきなりなにを聞くんだろう、と千紗は思った。

「高一ですけど」

「俺より年下か。信じらんねえな」

（誉ほめてるのかしら）

　千紗は内心首をひねった。それでも、悪い気はしなかった。

「またな」

　明良は家の中に戻りかけて足を止めた。

「……あいつは必ず戻ってくるって言わなかったか」

「ええ」

「理由は？」

「『石の虫』の目的は、間違いなく『金の虫』の檻おりを開けることです。その檻は『紫の右手』の持ち主でないと開けることができないそうですから」

「なるほど。それで柊とう美みさんを……」

　不意に明あき良らの顔色が変わった。

「『紫の右手』を持ってる人間なら開けられるのか？」

「ええ。御み厨くりやさんはこの町で唯一の『紫の右手』の持ち主でしょうから、彼女を連れていかれないように用心すれば……」

　彼は自由になる左手で千ち紗さの肩を摑つかんだ。

「『紫の右手』を持ってる人間は一人じゃない」

「えっ」

「柊美さんのお祖母ばあさんが病院にいる」

　千紗は絶句した。

「奥おく村むら菊きく乃のさんはまだ生きてらっしゃるんですか？」

「……まさか知らなかったのか、お前」

　青ざめた明良の顔がすぐ目の前にある。千紗は気け圧おされて後ろに下がった。

「だっておじいさまは一言も……」

　明良は家の中に飛びこんでいった。千紗は呆ぼう然ぜんとその場に立ちつくしていた。







[image: 第三部「金の虫」]
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　町役場から委託を受けた害虫駆除業者は、虫の処理にてこずっていた。

　アーケードの入口で、二人の男が作業を見ながら話をしていた。一人はＹシャツ姿の男で、もう一人は作業服を着ている。

「まだかかりますか」

　苛いら々いらしたようにＹシャツ姿の男──町役場の職員が言った。

「それがですね」

　作業服を着た害虫駆除会社の社長──といっても、従業員は五人だけで、あとはアルバイトだった──は言葉に詰まった。

「普通の薬が効かないんですよ」

　同じ殺虫剤が散布され続けた場所で世代を重ねた場合、虫が耐性を持ってしまうことは確かにあるが、殺虫剤は種類によって効果も違う。どの薬品も効果がないということはあり得なかった。

「なにか珍しい虫なんですか」

「蚕かいこの一種だと思うんですがね」

　蚕の駆除は彼も初めてだったが、他ほかの蝶ちようや蛾がの幼虫の駆除と変わるところはないはずだった。

「とりあえず回収して後でまとめて殺すつもりです」

　どうしようもなければ火で燃やしてしまえばいいと彼は思っていた。

「回収し切れなかった虫はどうなるんですか」

　社長は言葉に詰まった。これだけ広範はん囲いに散らばった虫を残らず回収することはできない。そもそも、この虫は地下から涌わいてきているのだ。これがすべてかどうかも分からない。

「いったんうちの方で駆除の仕方をもう一度調べて、また来ることにします」

　少し小さな声で彼は言った。

「それじゃ、今日中には完全に駆除できないということですか」

　職員が呆あきれた顔で言った。

「ええ……とにかく、薬が効きませんから」

　彼は苛立ちを抑えながら言った。腹が立っているのは彼も同じだった。長年、この地域の害虫駆除を一手に引き受けてきたが、何の変哲もない虫にこうもてこずった経験はなかった。

　商店街で店を構えている店主たちは、この二人の会話を見守っていた。虫が大量に現れただけでも大問題だったが、一体いつ駆除が終わるのか気が気でなかったのだ。もう少し時間が経たてば、通勤帰りの客で商店街は溢あふれかえるはずだった。

　その場にいた人間のうち誰だれも、黄色いワンピースの少女が突然現れたことに気づかなかった。




　最初に不ふ審しんを抱いたのは警けい官かんだった。顔を上げると、目の前に高校生ぐらいの女の子が近づいてきた。虚うつろな目つきで、唇は力なく開いている。ひどく具合が悪そうに見える。

「もうしばらく時間がかかりますから、迂う回かいして下さい」

　と、警官は言った。歩行者の交通整理が彼の役目だった。だが、彼女に聞いている様子はなかった。ゆっくりとアーケードの石畳に足を踏み入れる。

「ちょっと君」

　彼は自分の脇わきをすり抜けようとする彼女の腕を摑つかんだ。

「待ちなさい」

　その瞬しゆん間かん、彼の手のひらは細い腕に深く食いこんだ。生温かい泥の中に手を突っこんだようだった。柔らかいものが彼の指と指の間に食いこんだ。

「えっ」

　彼は慌てて手を引っこめる。思わず自分の手を見ると、白い糸のようなものがべったりとまとわりついていた。

「うわあっ」

　警官は思わず悲鳴を上げて後ろへ下がった。彼女はその声にも足を止めなかった。その場にいた人間も彼女の方を向き──誰だれもが目を疑った。

　彼女のワンピースの背中になにか蠢うごめくものがある──それは彼女の体の向こう側の風景だった。その体は半ば透き通っていた。




　小こ峰みね菜な月つきは立ち止まった。

（ここ、どこ……？）

　彼女は立ち止まってあたりを見まわした。頭上にはアーケードが見える。左右にはずらりと店が並んでいる。

　白い作業服を着た男たちが作業をやめて不思議そうに自分の方を眺めていた。

（私、どうしてこんなところに）

　意識は朦もう朧ろうとしている。それよりも今まで自分がどこにいたのかも、ぼんやりとしか憶おぼえていない。長い間、暗いところに一人でずっと立っていた。いつから自分がそうしていたのかも分からない。そこへ誰かが来てくれた。

（誰だったんだろう）

　彼女はそれを思い出そうとする。その「誰か」を、彼女は人のかたちをした白い光としか認識していなかった。

　その「誰か」が発したのが言葉だったのか、それとも別のものだったのか分からない。それでもその導みちびきのおかげで彼女はあの場所を離れることができた。その「誰か」の後についてここまで来た。

（誰だれだったんだろう）

　ずいぶん前に誰かと待ち合わせの約束をした気がする。とても大事な用事で。あれは一体なんだったんだろう。

　彼女は泥の中をゆっくりと進むように、記き憶おくの底を探っていった。いくつかの小さな記憶の島が切れ切れに蘇よみがえる。夏の終わり。誕たん生じよう日び。

「あ……」

　首筋にちりっと痛みが走った。手で触れると、かすかに膨ふくらんでいるものがある。彼女の思考は中断された。




　彼女を支配している「石の虫」は、ちょうど彼女の首筋にあたる部分にとりついている。

「石の虫」は菜な月つきに命令を伝える。彼女の口が大きく開いて、喉のどがぶるぶる震ふるえた。その「合図」に、一斉に「木の虫」が反応した。

　商店街のありとあらゆるところから、音もなく小さな虫が彼女に向かって這はい進んできた。それは彼女の足を伝い、胴体を埋めつくして腕や頭に至った。それでもなおも虫たちは彼女に殺到した。びっしりと覆おおいつくした虫のおかげで彼女は人の輪郭すら失って、表面がぞろぞろと蠢うごめいている緑色の小さな山と化した。

　周囲の作業員たちはその光景に凍りついた──次々と虫たちは少女の口の中に入りこんでいく。やがて、すべての虫が彼女の口の中に吸いこまれた。

「石の虫」は活動に多量の常とこ世よの霧きりを消費する。その母体である「金の虫」が未いまだに封印されている今、ここに集まっている「木の虫」から「霧」を吸い上げるしか方法はなかった。

　彼女に潜ひそむ「石の虫」は、「木の虫」がその体に溜ためこんだ常世の霧を吸って再び力を取り戻した。そして、菜月の記憶の残ざん滓しを探った。

（私は誰かに会おうとしていた）

　彼女のさっきの思考がもう一度引き出された。

（どこかに行こうとしていた）

　とても大事なことがあったはずだった──だが、その先に進む前に、答えが突然彼女の中に割りこんできた。

（……病院へ）

　彼女の中に、それまでとはまったく違う感情が湧わき上がってきた。それが本当に求めていた答えなのか、確かめるだけの力は彼女には残っていない。

　彼女の瞳ひとみの黒い部分が一気に広がり、つるりとした黒い石のようなものに変わった。

（病院へ行く。邪じや魔まが入れば殺す）

　彼女の口からまた黒い霧が流れ始めた。
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「すいません、お休み中に」

　と、柊とう美みが言った。

「いや。構わんですよ」

　ステアリングを握っている道みち彦ひこが答えた。ワゴン車には明あき良らと柊美の他ほかに、千ち紗さと要よう子こも乗りこんでいる。

　明良が道彦に連絡して車を出してもらい、柊美の祖母が入院する神かみ岡おか中央病院に向かっているところだった。

　明良は千紗が持ってきたこの町の地図を開いていた。結界の中心に「金の虫」が封印されている、という記述が神じん野の道どう蔵ぞうの日記にあったが、「中心」がどこにあたるのかと考えていたのだった。

「お前、『金の虫』が封印されてる場所は聞いてないんだよな」

　明良は千紗に言った。

「そうです」

「俺おれの名前は知ってるのに、柊美さんのお祖母ばあさんが生きてたことは知らない。結界があるのは知ってるのに、肝心の『金の虫』がどこなのか知らない」

　明良はちらりと千紗を振り向いた。

「お前、まだなんか隠してないか？」

「私、噓うそはついてません。知ってることも全部話しています」

　表情を変えずに千紗は言った。

「そうじゃねえよ」

　と、明良は言った。千紗は生意気だが悪意は感じられない。噓をついているわけではないことはなんとなく分かる。

「俺たちに話してないことがあるんじゃないのか」

　千紗はしばらく考えこんでいたが、

「あります」と、言った。

「でも、皆さんには関係ないことです」

「関係ねえってなんだよ」

　千紗は口をつぐんだ。

　明良はルームミラーの向こうで、要子が自分の方を見ていることに気づいた。軽く首を横に振っている。これ以上聞かない方がいい、という合図だった。

「……分かった。聞かねえよ」

　憮ぶ然ぜんとした表情で明良は言った。

「高たか木ぎさん、帰らなくても大丈夫なの？」

　柊とう美みが口を開いた。そういえば、と明あき良らも思った。当然のように彼女も車に乗りこんだので、千ち紗さが帰るところだったことを忘れていた。

「病院まで行きます。私の不注意でもありますから」

「大丈夫だと思うわ。さっき電話した時はなにもなかったみたいだし……」

　と、柊美は言った。車に乗る前にも、柊美は神かみ岡おか中央病院に連絡して、祖母の安否を確認していた。面会に来た者もいないということだった。

　彼女は病棟直通の電話番号を知っている。いつ祖母の容態が変わるか分からないために控えていた番号だった。

「なにもなければ、病院から帰ります」

　と、千紗は言った。

（なにもなければ、か）

　明良の胸から、不吉な予感が消えなかった。意識のない菊きく乃のを病院から連れ出すのは容易ではないだろうが、逆に言えば誰だれが現れようと抵抗はできないということになる。ワゴン車は国道に出て、神岡町の駅の近くに近づきつつあった。

　明良のケータイの着メロが鳴った。オヌマ書店からだった。彼は左手で苦労してケータイを取った。

『俺おれだ！』

「おっさんか……なんかあったのか」

　尾お沼ぬまの声だった。

『虫が消えたんだよ』

「なに言ってんだ？」

『商店街に虫が出たの、お前も見ただろうが』

「あれか」

　と、明良は答える。「木の虫」の群れだ。

『それでな、変な女が出たって騒さわぎになってるんだ』

「女？」

『そいつが現れたら、虫が消えちまったらしいんだ。俺も見てねえからよく分からねえんだが』

「どんな女だよ？」

『黄色い服を着てたって言ってたな』

　ケータイを握る手に思わず力がこもった。間違いなく菜な月つきだった。

「まだそこにいるのか？」

『いや、もういなくなったよ。どっちに行ったのかも分からん』

「なんかあったらまた連絡もらえるか？」

『いいぜ』

　尾お沼ぬまは電話を切った。明あき良らはケータイをしまう。

「どうしたの？」

　と、柊とう美みが後ろの座席から明良に言った。

「あいつが商店街に現れたそうです」

　柊美の表情が曇くもった。理由は明良にも分かっていた。商店街と柊美の祖母が入院している神かみ岡おか中央病院はさほど離れていない。

「柊美さん」

　と、明良は言った。言われるまでもなく、柊美は自分のケータイを出していた。もう一度無事を確認するためだった。彼女はしばらく待っていたが、やがて青い顔で言った。

「病棟に繫つながらない」

（ヤバい）

　明良は心の中で呟つぶやいた。電話が繫がらないということは、普通の事態ではない。

「他ほかの電話番号は？」

「外来の方の番号にかけてるところ」

　今度はすぐに電話に出たらしい。柊美は小さな声で話し始めた。

「……内科病棟の方にかけても、繫がらないんですけど……ええ。お願いします」

　沈ちん黙もくが流れた。柊美が顔を上げて明良に言った。

「今、外来から病棟の方に繫いでもらってる」

　とりあえず病院そのものには電話が通じるのだ。明良がほっとしかけた時、柊美が相手との会話に戻った。が、すぐに明良に向かって言った。

「病棟のある階に電話が通じなくなってるんですって。今原因を調べるって言ってるわ」

「叔父さん！」

　と、明良は道みち彦ひこに向かって言った。

「分かってる」

　道彦は思いっ切りアクセルを踏んだ。
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　最初に異変に気づいたのはナースステーションにいた看かん護ご婦ふだった。

「なんか電話おかしくない？」

　彼女は同僚の方を振り返った。ちょうど他のスタッフは出払っていて、その場には二人しかいない。

「おかしいって？」

「通じないよ」

「今、御み厨くりやさんのお孫さんから電話あったじゃない」

　彼女は同僚から受話器を奪い取って、耳に押し当てた。なんの音も聞こえない。フックを押しても同じだった。

「線が抜けちゃったんじゃないの」

　と、同僚の看かん護ご婦ふが言う。彼女は線を辿たどって、壁かべ際ぎわのモジュラー・ジャックに辿りついた。

「ねえ、線切れてるよ」

　二人は床のすぐ上の壁を覗のぞきこむ。モジュラー・コードがほとんど根元から引きちぎられていた。プラグの方は壁に挿さったままだった。

「誰だれかムリに引っ張ったんじゃないの」

　その時、細い繊せん維いのようなものがべったりとコードにまとわりついていることに気づいた。コードの一部でもなさそうだった。

「なんだろう、これ」

　と、一人が言った。同僚は首を傾かしげた。

「とにかく、すぐ報告して修理してもらわないと。他ほかの階に行ってくる」

　彼女はナースステーションのドアを開けて廊下に出た。左右には病室のドアが並んでいる。廊下には誰の姿もなかった。

　走り出そうとした時、どこかでなにかが割れる音がした。

　彼女は立ち止まって振り返る。

（気のせいかしら）

　その時、彼女はふと足元に目を留めた。

　床の上に傷のような一筋の白い跡がついていた。彼女は屈かがみこんでそれに触れ、もう少しで飛び上がりそうになった。

　傷がついているのではなかった。ごく細い繊維のようなものが、べったりと貼はり付いているのだった。たった今電話のモジュラー・コードにまとわりついていたものとよく似ていた。

　彼女は床に目を近づける。その細長い痕こん跡せきはたった今、自分が出てきたナースステーションのドアから出発していた。それは細い道のように廊下を何メートルかまっすぐに進み──それから突然カーブして、とある病室の中に消えていた。そういえば、さっきの音はその病室の方から聞こえた気がする。

　電話のことを報告しに行くか、病室を見に行くか、彼女は迷った。しかし万が一、患者に異変があったのだとしたら、とりあえずそれを確認する方が先だった。

　彼女は病室の方へ近づいていった。入口にかけられたプレートの名前を確認する。




　御厨菊乃




　彼女は開いたままのドアから、病室の中を覗のぞきこんだ。

　ベッドの脇わきに髪の長い女の子の後ろ姿が見えた。

「あら、ずいぶん早く着いたのね」

　看かん護ご婦ふは柊とう美みだと思った。さっきかかってきた電話では病院に向かっているようなことを言っていたからだ。午前中と違って黄色いワンピース姿なのがなんとなく気にかかったが、他ほかに見舞いに来るような若い女の子はいなかった。

　看護婦は彼女の足元に、割れた花瓶が転がっているのに気づく。中に入った水も花も床の上にぶちまけられていた。

　たった今聞いた音はこれだったのだと看護婦は思った。

「花瓶落としたの？」

　彼女は病室の中に足を踏み入れた。分厚い白い陶器はまるで叩たたきつけられたように四散している。大きな破片を拾おうと屈かがみこんだ時、床の上に廊下で見たものと同じ白い筋があることに気づいた。

　その痕こん跡せきはベッドの脇まで続いていて──そこに立っている少女に繫つながっていた。彼女の右手から伸びた細い無数の繊せん維いがふわふわと揺れていた。

　看護婦は思わず立ち上がった。少女は白い陶器の破片を右手に握りしめている。そしてベッドの中で眠っている老女を見下ろしていた。

（あの女の子じゃない）

「あなた、誰だれ」

　彼女は震ふるえる声で言う。少女がゆっくりと振り向いた。表情のない青白い顔──彼女の両目は穿うがたれた穴のように真っ黒だった。黒いガラス玉のようなものが瞼まぶたの中に収まっていた。

　看護婦はよろよろと後ろに下がる。背中がドアにぶつかった。相手は手にしている陶器の破片を振りかぶった。

「誰か……！」

　と、叫びながら彼女は病室を飛び出そうとした。その途と端たん、電気にでも触れたように、背筋をぴんと伸ばす。そして廊下に上半身だけを出してばたりと倒れた。

　叫び声と物音に気づいたもう一人の看護婦が、ナースステーションから顔を出した。同僚が倒れているのを見て、慌てて駆けつける。

「どうしたの？」

　と、声をかけて彼女は絶句した。うつぶせに倒れている同僚の背中には、尖とがった陶器の破片が深々と突き刺さっていた。そこからじわりと赤い血がにじんでいる。

　部屋の中を覗くと、黄色いワンピースを着た女が部屋の真ん中に屈みこんでいた。割れた花瓶の破片を拾い上げている。

　看かん護ご婦ふは金切り声を上げた。が、女の手が跳ね上がるように動いた瞬しゆん間かん、それはぶつりと途と切ぎれた。新しい舌が生えたように、看かん護ご婦ふの口に白い異物が食いこんでいた。彼女は震ふるえながら口を開いた。

「がっ」

　それは悲鳴というよりも、ひとりでに喉のどが鳴った音だった。彼女は口の中に突き刺さったものを取り除こうともがいた。両手がべっとりと生温かいもので濡ぬれている。

　彼女は上半身を鮮せん血けつで染めながら、覚おぼ束つかない足取りでナースステーションへ戻っていった。だが、ドアに辿たどりつく直前に意識を失った。ぞっとするような勢いで壁かべに体をぶつけ、そのまま床に崩れ落ちた。

　部屋に残った少女は静かに立ち上がった。そして、再びベッドに近づいていった。ベッドの上では、物言わぬ老女が眠りに就いている。

　常とこ世よ虫むしにとりつかれた菜な月つきは、ほとんど優しいといえるしぐさで、シーツの上に投げ出された細い肩を摑つかんだ。




「あ……」

　病院が見えてきた時、柊とう美みの隣となりに座っていた千ち紗さが小さな声を上げた。

「聞こえます」

「常世虫か？」

　と、明あき良らが言う。彼女は頷うなずいた。

（お祖母ばあちゃん）

　柊美は右手の中の銃を握りしめた。ワゴン車は病院の敷しき地ちに入ると急停車する。明良たちは飛び降りた。

「この中にいるの？」

「分かりません……でも」

　千紗は言いにくそうに付け加えた。

「さっきより近くなっています」

「行こう」

　と、明良が言った。五人は正面玄関に入る。外来患者の待つロビーはなんとなくざわついていた。彼らが受付に向かって歩きだした時、そばのスピーカーから声が聞こえた。

『繰くり返します。ただいまエレベーターと階段は使用しないで下さい。上の階に用事のある方はそのままでもうしばらくお待ち下さい』

（しまった）

　明良は走って受付に駆け寄った。

「なにかあったんですか？」

　と、中の看かん護ご婦ふに尋ねる。

「上の階の病棟でなにか騒さわぎがあったみたいで……今、警けい備び員いんが確認に行っています」

「騒ぎって？」

　看護婦も不安げな表情だった。

「分からないですけど、警察に連絡したみたいです」

　柊とう美みは我慢し切れなくなったようにエレベーターに向かって走りだした。

「柊美さん！」

　明あき良らはその後を追おうとして、道みち彦ひこたちを振り返った。

「叔父さんたちはここで待っててくれ」

「目の前でこんなことが起こってるのに、そんなことできるか。第一、お前だって腕ケガしてるじゃないか」

　明良の右腕は包帯で覆おおわれていた。

「『紫の者』じゃない人間が来ても意味ねえだろ。そんなことしたらかえって全員が危ない」

　道彦はため息をついた。

「……普通の人間は足手まといってことか」

「俺おれたちがやらなきゃいけないことなんだよ。危なかったら逃げてくれ」

　明良は自由になる左手で千ち紗さの腕を摑つかんだ。

「悪いんだけど、協力してくれるか」

「言われなくても行きます」

　二人は柊美の後を追って走りだした。




　明良たちは柊美にエレベーターの前で追いついた。

「明良君……」

　と、柊美が振り向く。エレベーターは上階で止まったままだった。

「階段から行きましょう」

　明良は先に立って走りだす。柊美と千紗もその後を追った。春に入院したせいで、どこをどう通れば最短距離で病室へ行けるか彼には分かっていた。

　階段の前には看護婦が立っていた。彼女がなにか言いかけるのを、三人は無視して通り抜けた。背後で自分たちに呼びかけるのを聞きながら、彼らは階段を駆け上がっていった。

「奴やつは近づいてるか？」

　三階と四階の間の踊り場で、明良が千紗を振り返って言う。千紗は一いつ瞬しゆん耳を澄すませた。

「……ええ。少しずつ」

　千紗の後ろでは、柊美が胸を押さえるようにしてよろけるように階段を上がっていた。完全に息が上がっている。

（倒れたって言ってたっけ）

　と、明あき良らは思った。柊とう美みが彼を見上げる。ほつれた髪が一筋、青白い額ひたいにかかっていた。

「大丈夫で……」

　明良が言いかけると、彼女が手袋に包まれた右手を明良に差し出した。彼は黙だまってその手を握ると、彼女を引っ張るようにしてまた走りだした。

　三人が六階に辿たどりついた時、廊下のずっと先で男の悲鳴が聞こえた。

「多分、この階にいます」

　千ち紗さが言いづらそうに言った。飛び出そうとする柊美の肩を明良が摑つかんだ。

「俺おれが先に行きます」

　明良は走りだし、二人がそれに続いた。

　廊下の曲がり角に、入院患者や病院のスタッフが何人か集まっているのが見えた。明良がその脇わきを通り抜けようとすると、白衣を着た男が明良の右腕を摑んだ。

「なにしてるんだ。危ない」

　傷ついた方の腕を取られて明良は顔をしかめた。

「放せよ。用事があるんだ」

　明良は曲がり角の先を見て息を吞のんだ。廊下の真ん中に、制服を着た男たちが二人、壁かべにもたれるように倒れていた。警けい備び員いんのようだった。

「あの女だ！」

　明良は白衣の男の言葉をもう聞いていなかった。倒れている男たちの向こうに、髪の長い女のシルエットが見えた。まるで傷ついているところを庇かばうように背中を丸めて、明良たちのいる方とは反対側に向かっていた。

「柊美さん！」

　柊美はもう廊下の角から飛び出していた。だが彼女が銃を構える前に、菜な月つきはその気け配はいを察したかのように走りだした。引き金を引く前に彼女は廊下を曲がって姿を消した。

「あんたたち、一体なんなんだ」

　柊美の持つ銃を見て白衣の男が言う。彼女は銃を下ろして駆けだした。明良も男を振りほどいて走りだす。彼は必死に柊美を追い抜いた──もし最悪の事態が起こったとしたら、それを最初に柊美に見せたくなかった。

　警備員の他ほかに看かん護ご婦ふが二人倒れているのが見えた。彼らの倒れているところから一番近いのが菊きく乃のの病室のドアだった。明良は中に飛びこんだ。

　菊乃の病室は荒らされていた。床には割れた花瓶が散らばっており、天井からかかっていたカーテンが落ちてベッドを覆おおっていた。

　明良はベッドに駆け寄ると、自由になる左手でカーテンの一部をまくった。菊乃の顔が現れる。明良は耳を口元に近づける。いくらか荒いようだが、ちゃんと呼吸はしていた。

　明あき良らはほっと息をついた。そこへ柊とう美みが現れる。

「無事みたいです」

　と、明良は言った。柊美は壁かべにもたれて目を閉じた。

「……よかった」

　彼は柊美の様子にふと目を瞠みはった。ひどく汗をかいて、顔色もどことなく悪い。心労のせいだけには見えなかった。

「柊美さん……」

　彼が言いかけたところに、開いたドアの前に千ち紗さが現れた。千紗は菜な月つきが去っていった方を見ていた。

「常とこ世よ虫むしは離れていっています」

　彼女は言った。

「追わないんですか？」

「後でいい」

　明良は答えた。向こうの目的が『紫の右手』の持ち主だとすれば、どうせここに戻ってくるはずだ。

「外の人たちを見てくれるか？」

　明良が言うと、千紗は姿を消した。柊美もその後を追った。明良は一人、病室に取り残された。

（無関係な人たちが犠ぎ牲せいになった）

　暗い気持ちで病室を出ようとして、彼はふと振り返った。

（どうして間に合ったんだ？）

　最初にこの病棟に電話が通じなくなってから、少なくとも五分は経たっている。常世の怪物なら、菊きく乃のを連れ出すこともできたはずだ。明良は菜月の様子を思い返した。背中を丸めたあの姿勢。傷を庇かばっているように見えたが、そんなはずはない。

「紫の銃」でなければ、常世の怪物を傷つけることなどできないのだから。

　明良は菊乃のベッドへと戻った。彼女の肩から下をカーテンがまだ覆おおっている。カーテンは床すれすれのところまで垂れ下がっていた。

　その裾すそから、一滴ずつ血が滴り落ちている。明良は無意識のうちに唾つばを吞のみこんだ。右腕の痛みも忘れて、彼はカーテンを一気にベッドから取り去った。視界いっぱいに赤が飛びこんできた。菊乃の体を覆っているシーツは血まみれだった。

「うっ」

　明良は歯を食いしばってそれ以上声を上げるのをこらえた──だが、その声を聞きつけた柊美が病室に入ってきた。

「明良君、どうしたの」

　彼女は明あき良らの肩越しに祖母のベッドを覗のぞきこんだ。

「見るな！」

　と、彼は叫んだがもう遅かった。柊とう美みは震ふるえながら床に座りこんだ。明良は力の入らない膝ひざを押さえるようにして、病室のドアに駆け寄った。

　廊下には千ち紗さが立っていた。

「医者を呼んでくれ。早く」

「なにがあったんですか？」

　千紗が尋ねた。明良の顔は紙のように白くなっていた。

「『紫の右手』で封印は開くんだよな」

　歯は軋ぎしりをしながら明良は呟つぶやいた。

「……右腕だけ切っていきやがったんだ」

　ふと、菜な月つきの後ろ姿が彼の脳裏に蘇よみがえった──傷を庇かばっていたのではない。胸の前に菊きく乃のの右腕を抱えていたのだ。
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　病院のロビーはざわめいている。外来の診察は続けられていたが、その間を縫ぬうように警けい官かんたちがエレベーターで行き来していた。

[image: ]

　明あき良らは少し離れた場所にあるベンチに腰を下ろして、その様子を見ていた。明良は警けい察さつが来る前にいち早く病棟を離れていた。菊きく乃のの右腕を持っていった常とこ世よ虫むしを追わなければならない。警察の事情聴取を受けている暇はなかった。

「御み厨くりやさんが気にかかるんですか」

　ベンチのそばにいる千ち紗さが言った。明良は答えなかった。当たり前の話だった。柊とう美みのショックを思えば、そばを離れたくなかった。かわりに今は要よう子こが柊美のそばにいる。柊美の両親が来るまで付き添うことになっていた。

「もう、この近くに奴やつはいないんだよな？」

　と、明良は言う。

「ええ」

　千紗は答えた。

「私が迂う濶かつでした」

　明良はちらりと千紗を見上げる。表情からは分からないが、彼女は彼女で動揺しているようだった。結局、菊乃が襲おそわれるのは防ぐことができなかった。彼女の言い方からすると、「借りは返せなかった」ことになる。

「それを言えば俺おれもだろ。ここで反省会やってもしょうがねえよ」

「すいません」

「謝あやまることじゃないだろ」

「いえ、気を遣わせて」

　明良は力なく笑った。

　そこへ道みち彦ひこが正面玄関から現れて、明良のいる方へ近づいてきた。

「これ、持ってきたぞ」

　道彦は明良に小さく畳まれた紙を渡す。車に置きっぱなしにしていた例の神かみ岡おか町ちようの古い地図だった。明良はそれを受け取って、ベンチの上に広げる。

「この丸の場所は正確だったんだよな？」

　千紗は頷うなずいた。明良は地図を見下ろす。正方形でもひし形でもない妙な形だった。

「それにしても、なんでこの形なんだ？」

「理由は私もよく分かりません。縦たてと横をこの比率にしないと結界がうまく作用しないんです。ただ、おじいさまは、私に結界の作り方を教える時に『四角』とは言いませんでした」

「でも、四角だろ」

　千紗はペンを出して、四角形の中に対角線を引いた。

「『十字架を作るつもりでいなさい』って」

　言われてみれば、二本の対角線は直角に交わっていて、一本が長くもう一本が短い。教会にあるような十字架に見えないこともなかった。

「なんで十字架なんだ？」

「さあ」と、千ち紗さは言った。

「ものの喩たとえだと思いますけど」

「誰だれでもこの結界は作れるのか？」

　千紗は首を横に振った。

「正確に作るためには『耳』が必要ですから、多分無理です」

「え？」

「この結界は『音』を利用してるんです」

　千紗はバッグから紫色の音おん叉さを一本取り出した。

「この音叉は『常とこ世よの怪物』が持つ『常世の霧きり』に反応して振動します。これを特殊な配置で置くと、一つの音叉が振動した時に別の音叉も振動するんです。そうして、四つの音叉が全部振動した時、反はん響きようである音が生まれます。それが怪物を寄せつけないんです」

「それと同じものがこの地図の丸つけたところにあるってことか？」

「これよりもずっと大きなものですけど」

「じゃあ、『常世の怪物』が町を出ようとしたら……」

「どこかの音叉に近づくことになりますから、それで音叉が反応します。最終的に四つの音叉が全部振動して、『音』が出ます。といっても、普通の人間には聞こえませんけど」

「よくできてるな」

　明あき良らは感心して言った。怪物が強ければ強いほど、音叉に近づけば近づくほど音は大きくなる訳である。

「でも、ちょっとでも縦たてと横の比率を間違えると反響しません。だから、『紫の耳』を持っている人間が微調整をしながら作らないと失敗するんです」

　明良は神じん野の道どう蔵ぞうの日記を思い返した──『金の虫』が封印されている場所を中心として結界を作った、と。

「じゃあ、この場合、結界の中心っていうのは……」

「ここですね」

　千紗は対角線同士が交わる場所を指差した。すると、ここに『金の虫』がいることになる。彼らが見下ろしている五十年前の地図では空白の土地だった。それでも手がかりはあった──神かみ岡おか駅のすぐ近くだった。

「神岡駅前の商店街、だよな」

　と、明良は言った。千紗は頷うなずいた。

　明良は大量の『木の虫』が商店街に現れたことを思い出していた。『石の虫』にとりつかれた菜な月つきも一度は現れたと尾お沼ぬまが言っていた──。

「この地下に『金の虫』は封印されていると思います」




　その時、エレベーターのドアが開いて柊とう美みと要よう子こが現れた。ロビーの隅にいる明あき良らたちの方へ歩いてくる。柊美の足取りはしっかりしていたが、目はどことなく虚うつろだった。

「どうでした？」

　と、明良は言った。

「治ち療りようはしてもらってる。他ほかの人たちも、重症だけど助かったみたい」

「よかった」

　明良は言いながらも、柊美が沈んだ表情をしているのが気になった。

「明良君はこれからどうするの？」

　と、柊美は言った。

「常とこ世よ虫むしを追います」

　どうすればいいのか分からなかったが、とにかく『金の虫』の封印が解かれるのを防がなければならなかった。

　柊美は頷うなずいた──そして、その場にいた誰だれにも思いがけないことを言った。

「じゃあ、私も一緒に行くわ」

「え？」

　明良が思わず声を上げた。

「母とさっき連絡がついたの。両親が来れば、私がいなくても看病する人はいるから」

「でも……」

「私がいなかったら、誰が銃を撃うつの？」

　彼は口をつぐんだ。彼女の言う通りだった。柊美がいなければ、常世の怪物を倒すことはできない。

「お母さんはそのこと知ってるんですか？」

　彼女は疲れたように微笑ほほえんだ。ぞっとするような笑顔だった。

「なんて説明するの？」

　と、柊美は言った。言われてみればその通りだった。このまま黙だまって病院を立ち去るしかなかった。

「高たか木ぎさん」と、柊美は言った。

「できれば、あなたも一緒に付いて来て欲しいの。『常世虫』を見つけるまで」

　千ち紗さはしばらく考えこんでいたが、やがて頷いた。

「……分かりました。見つけるまでは協力します」

「ありがとう」

　柊美の様子はただごとではなかった。明良は不安になってきた。このまま彼女を連れていっていいのか、と思いかけた時、柊美が明良に言った。

「明あき良ら君。ちょっとだけ、二人で話がしたいんだけど」




　柊とう美みが先に立って、二人は病院の外に出た。途と端たんに傾きかけた太陽の光が明良の目を刺した。立ち止まりかけた彼の前を、柊美はどんどん歩いていく。明良は黙だまって彼女の後を追った。

　病院の正面玄関の前は患者が歩きまわれる小さな庭になっている。騒さわぎがあったせいか、今はほとんど人影も見えない。柊美は花か壇だんのそばで立ち止まった。それから、病院の建物を見上げる。

「お祖母ばあちゃんの病室ってどのへんかな」

　明良も建物を見上げた。六階のどの窓が柊美の祖母の病室なのか、一目では分からなかった。たった今、あそこで何人もの人間が襲おそわれたとは信じられない。

「明良君、一人でお祖母ちゃんの見舞いに来てたって本当？」

「え？」

　突然の言葉に明良は戸惑った。

「看かん護ご婦ふさんから聞いたんだ」

「え、まあ。病院に来たついでとか」

　ごにょごにょと明良は弁解する。

「今までどうして言ってくれなかったの？」

「別に言わなくてもいいじゃないですか、そんなの」

　大した意味なんかない。ちょっと顔を出して、ベッドの脇わきで際限のない話に頷うなずいているだけだった。なにしろ柊美の祖母は明良を神じん野の道どう蔵ぞうだと思いこんでいたし、最近は口にする言葉もほとんど聞き取れなかった。

「明良君、あのね」

　柊美の声はかすれていた。

「お祖母ちゃん、もう助からないみたい」

　明良は自分の耳を疑った。

「え？」

「もともと体が弱ってたの、明良君も知ってるでしょう……それにあんな怪け我が。多分、今夜まで持たないって」

　なにを言えばいいのか分からなかった──ふと、柊美が「一緒に行く」と言ったことを思い出して明良は愕がく然ぜんとした。

「俺おれと一緒に行っていいんですか」

「私が行かなくても大丈夫なの？」

「それぐらい……」

　と、言いかけて彼は言葉に詰まった。

「大丈夫じゃない、でしょ」

　と、柊とう美みが言った──それでも明あき良らは答えることができなかった。そこで頷うなずいてしまえば、彼女は祖母を看取ることもできなくなる。

「あの人、誰だれ」

　柊美は感情のない声で言った。

「え？」

「誰を連れてきたの？」

　菜な月つきのことを言っていると気づくまでしばらく時間がかかった。

「明良君の昔の彼女？」

「違います」

「じゃあ、どうして助けようとしたの？」

「それは……」

　明良は口ごもった。

「教えて、明良君」

　柊美の声が明良の耳に突き刺さった。

「あの人が来たせいで、お祖母ばあちゃんが死ぬんだから」

　明良は顔を上げた。柊美が必死に怒りを押し隠そうとしているのが、ようやく彼にも分かった。

「会う約束をした日に事故に遭ったんです」

　と、明良は呟つぶやいた。

「俺おれと待ち合わせなんかしなければ、死なないで済んだかも……」

「どうして今まで私に一言もいってくれなかったの？」

　彼女は明良の言葉を遮って、ほとんど叫ぶように言った。

「前に住んでたところの話とか、明良君の口から私一度も聞いたことない。私たちいつも一緒にいるのに。私、明良君のことずっと知りたいって思ってた」

　それがほとんど恋の告白だということを、二人とも気づいていなかった。

「私なんか信用できなかった？」

　震ふるえる声で彼女は言った。

「忘れたつもりになってたんです。ずっと忘れようとしてた。前の学校のことも」

　待ち合わせ場所にいる菜月の幽ゆう霊れいの姿を明良は思い描く。何度でも立ち返ることができるその記き憶おくから、この一年ずっと遠ざかろうとしてきた。

「うまく行ったと思ってた。あいつが待ち合わせ場所に残ってたりしなければ。俺がそんなの見えなければ」

　明良の口から脈絡のない言葉が飛び出した。

「幽ゆう霊れいなんか見えたってなんの意味もない。助けられないんだから。だから必死になって諦あきらめたんだ」

　彼の中からずっと押し隠していたものが溢あふれ出そうとしていた。開いた傷口が真新しい血を流すように。

「こんな能力、なくなればいいって思ってた。生きてる人間も、死んでる人間もどうせ助けられない。でもこの町に来て、初めてなんかできるんじゃないかって思ったんだ。俺おれでも少しは誰だれかの助けになるかもしれないって」

「明良君……」

「そんなの俺の思い上がりだった。柊とう美みさんのお祖母ばあさんのことも小こ峰みねのせいじゃない。俺のせいだ。俺のせいで」

　自分でもなにを喋しやべっているのかもう分からなかった。

「俺がバカだったから気がつかなかった。こんなバレバレの手に引っかかって、あいつをバケモンに」

　喉のどに言葉が詰まって出てこなかった。

「柊美さんは残って下さい。あの高たか木ぎも帰らせればいい」

　と、彼は言った。

「死ぬのは俺一人でいい。俺のせいでこれ以上、他ほかの人間が犠ぎ牲せいになったら……」

　最後まで言い終わる前に、明良は強い力で引き寄せられた。明良は柊美の冷たい頰ほおの感触に驚おどろいた。いい匂においのするものがすぐそばにあった。

「もうやめて」

　明良の耳元に柊美が囁ささやいた。

「私が行かなかったら、明良君は戻ってこられないと思う。お祖母ちゃんが死んで、明良君まで戻ってこなかったら、私そんなの耐えられない」

　柊美の体は小刻みに震ふるえていた。明良は頭から水をかけられたような気がした。

「私も一緒に行く。それでいいでしょ？」

　そうだった、と明良は思った。自分たちは二人で一人だった。最初からそのことを思い出していれば、恐らくこんなことにはならなかったのだ。

「分かりました」

　と、明良は言った。

　不意に彼女の口から乾いた咳せきが洩もれた。

「柊美さん？」

　明良が彼女の体を離そうとすると、柊美はますます強く抱きついてきた。包帯を巻いたままの右腕が痛んだ。

「ちょっ……」

　柔らかいものが押しつけられてくる。思わずかっと頭に血が上った。

「約束して」

　柊とう美みが少し苦しそうに呟つぶやいた。

「私になにがあっても、一緒にいてくれるって」

　どういう意味だろう、と明あき良らは頭の片隅で思った──が、どっちにしろそのつもりだった。

「……はい」

「ありがとう」

　するっと柊美は明良から離れた。惜しい気持ちが胸いっぱいに広がったが、慌ててそれを振り払った。柊美は自然に明良の傷ついていない方の手を握っていた。

「あんなこと言ってごめんなさい……私だって、明良君に話してないことがあるのに」

　その言葉の意味を理解するまで、しばらく時間がかかった。

「え？」

　それはどういう、と言いかけた時、

「……あの」

　誰だれかが控えめに声をかけてきた。明良は慌てて手を離す。振り返ると千ち紗さが立っていた。

「お話は終わりましたか」

　彼女は二人の目を見ないようにしている。
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「どうしたの？」

　と、柊とう美みが言った。明あき良らよりは落ち着いていた。

「様子を見に来たんです。なかなか戻ってきませんから」

「いったん戻ろう」

　明良は先に立って歩きだす──が、その腕を柊美が摑つかんだ。

「……母が来たわ」

　明良は病院の正面玄関の方を見た。柊美の母の御み厨くりや遼りよう子こが、大急ぎで自動ドアを通り抜けていくところだった。建物に戻れば鉢合わせするかもしれない。

　そこへ、明良の叔父の道みち彦ひこが入れ違いにドアから出てきた。きょろきょろとあたりを見まわしながら、明良たちの方へ歩いてきた。

「なにやってんだ、お前たち」

「叔父さん、俺おれたちもう行くよ」

　明良が言う。

「高たか木ぎさん、もう出発しても大丈夫？」

　柊美が千ち紗さに向かって言う。

「私の方はいつでも」

　と、千紗は答えた。

「これからどうするつもりだ」

「地下に潜もぐる……と思う」

　と、明良は答えた。

「なにかあったら連絡するよ」

「分かった」

　道彦はポケットから財布を出すと、一万円札を何枚か出して明良の手に押しつけた。

「なんだよ、これ」

「どこに行くんだか知らんが、必要なものがあったらそれで買え」

「……分かった」

「ただ、釣りは返してもらわんと。俺おれの今月分の小遣いだからな」

　道彦は真顔で付け加えた。明良は笑って受け取った。
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　神かみ岡おか駅前の商店街からは虫の群れが消えていた。通行止めは既に解除されていた。不思議な若い女が現れて虫を食ったとか、その女が虫に食われたとか、おかしな情報が錯さく綜そうしていたが、とにかく虫が消えたことだけは間違いない。

　人々は首を傾かしげながらも普ふ段だんの仕事に戻った──午後四時になろうとしていた。商店街を訪れる買い物客も徐々に増え始めていた。

　商店街の一角にあまりはやっていないスポーツショップがある。役所の職員が立ち去って、営業を再開してからしばらくした後、高校生らしい三人連れが訪れた。

　店の中には若い店員がカウンターの中でテレビを見ていた。夏の間だけ並べているキャンプ用品の売り場で、三人はごそごそ話していたが、アルミ合金で作られた頑丈な懐かい中ちゆう電灯を三本も買っていった。

（肝試しでもやるのかな）

　と、思いながら店員はレジを打った。それにしては「懐中電灯は水の中に落としても大丈夫か」と男の方がしつこく聞いてきたのが不思議だった。

　店員は男の後ろにいる女の子たちをちらりと見る。二人とも美人だった。

（両手に花かよ）

　内心むっとしながら店員は懐中電灯を袋に入れようとする。袋は要らない、と男が言った。むき出しのまま懐中電灯を持って三人は店から出ていった。

（なんだ、ありゃ）

　だが、店員はすぐにそれを忘れて、さっきまで見ていたテレビのニュースに戻った──神かみ岡おか中央病院で傷害事件が起こったという。五人が重症を負い、そのうち一人が意識不明の重態で、犯人はまだ逃亡中ということだった。

（わけ分かんない事件が多いな、最近）

　と、彼は思った。




　明あき良らたちはアーケードから一本入った裏通りを歩いていた。

「結界の中心ってこのあたりだって言ってたよな？」

　彼は前を歩いている千ち紗さに言った。彼女は少し俯うつむき加減で、足元を見ながら歩いている。耳に神経を集中させているらしい。

「ええ。多分」

　さっきから三人はアーケードの近くを歩きまわっていた。封印が地下にあるということは、どこかに入口があるはずだった。

　明良は少し不安になってきた。「金の虫」の封印を中心にして結界を作った、という道どう蔵ぞうの日記が唯一の手がかりだった。実際のところ日記に書かれている「中心」が本当にこの商店街のあたりなのかもよく分からない。仮に封印がこの地下だったとしても、その入口が本当にあるのかどうか。

（ま、他ほかに調べる場所はないんだしな）

　と、明良は思った。わずかな可能性だとしても、「金の虫」の復活に手をこまねいているわけには行かない。高たか木ぎ昭しよう三ざぶ郎ろうに直接話を聞くことができれば、話は早かったのだが。

（って待てよ）

　明あき良らは千ち紗さの背中を見る。さっきからくすぶっていた疑念が頭をもたげた。

（まさか……）

　彼の思考はそこで中断された。千紗が立ち止まったのだ。

「聞こえます。かすかですけど」

「『石の虫』か？」

　千紗は頷うなずいた。彼女は塀に囲まれた更さら地ちの前に立っていた。

「ちょっと待ってて下さい」

　千紗は何歩か前に進みかけて、また戻ってきた。それからあたりを見まわして更地の中を覗のぞきこむ。肩からバッグを下げたまま、腰ぐらいまでの高さの柵さくをひらりと乗り越えた。

「……こっちみたいですね」

　千紗は空き地の雑草を踏むようにして奥へ進んでいった。明良は右手を庇かばうようにして、どうにか柵を越える。柊とう美みもその後に続いた。

「昨日、ここにあの虫がいるのを見たわ」

　二人は千紗の後を追っていった。隣となりの雑居ビルの陰になっている角に千紗は立っていた。

「ここが一番近いです」

　彼女の足元には古いマンホールがある。蓋ふたはどこにも見当たらなかった。

「こっから先はこの穴の中だよな」

「はい」

　千紗は答えて、さらに付け加えた。

「……誘われてる気がしますけど」

「行くしかねえけどな」

　と、明良は言った。

「まず俺おれが降りる。次に柊美さん、最後に高木だ。進むのもその順番で行く」

「私が先頭じゃなくていいんですか？」

　千紗が言った。

「お前の『耳』は方向は分からねえんだろ。向こうに近づいたか、遠ざかったかすれば言ってくれればいい」

　千紗は頷いた。

「どうしたんですか？」

　千紗は明良と柊美に向かって言った。二人とも表情を曇くもらせていた。

「あんまりマンホールにいい思い出がねえんだよ、俺たち」

　以前、明良たちはこの商店街の地下に潜もぐったことがある。この町の地下にはなにかが得え体たいの知れないものが潜ひそんでいるのだ。

　明あき良らはさっき買ったライトのスイッチを入れる。それを脇わきの下に挟むと、左手だけで器用に梯はし子ごを降りていった。




　明良に続いて柊とう美みも下に降りたつ。足元の靴がかすかに水音を立てる。サンダルをはいて来なくてよかった、と柊美は思った。

　土とゴミの湿った匂においが鼻を突いて、柊美は身み震ぶるいする。以前引きずりこまれたのも、こことよく似た下水道だった。水路の中にはほとんど水は流れていない。

　背中を屈かがめなければ入れない高さの水路が前後に口を開けている。マンホールの底には三人は立てそうもなかった。

「とりあえず前に行くぞ」

　すぐそばに立っている明良が、穴の上にいる千ち紗さに向かって言った。柊美の目の前に明良の首筋が見える。ふと、病院の前で抱きついたことを思い出した。

　あれで少し落ち着いた。ああしなかったら、こんな風に冷静でいられたかどうか分からない。病院のベッドにいるはずの祖母のことを柊美は思った。

（私が戻るまで生きていて）

　それが彼女の本音だった。

　明良が背中をくの字に曲げて丸い水路に入っていった。その先はゆるい下り坂になっている。

　柊美は銃を右手に、懐かい中ちゆう電灯を左手に持って、その後に続いた。後ろで千紗がマンホールの底に降りる音がした。

　水路は両手を広げられるほどの幅もなかった。何メートルも進まないうちに、柊美は息苦しくなってきた。

「『音』はどうなってる？」

　前から明良が言った。反はん響きようして何重にも声が重なっているようだった。

「……よく分かりません。さっきとあまり変わらない気がします」

「『音』の大きさが変わったら言ってくれ」

　しばらくの間、三人がかすかに水を跳ね上げる音だけが響ひびいた。時間や距離の感覚がすぐに失われそうだった。

「聞きたいことがあるんですけど」

　後ろから千紗が声をかけてきた。

「間に合わなかったら、どうするつもりですか？」

「それは『金の虫』が復活したらっていうこと？」

　柊美が少し息を荒くしながら尋ねた。無理な姿勢を続けているせいか、もう疲れ始めていた。

「それでも戦うしかねえだろ」

　明良が言った。

「私なら遠くへ逃げます」

　柊とう美みの後ろから千ち紗さが言った。

「『常とこ世よの怪物』を全部倒し切ることなんかできないでしょうし」

「でも、今まではどうにか倒してきたけど」

　前から明あき良らが言う。だんだん不機嫌になってきているのが柊美にも分かった。

「一匹倒したことが、次の怪物が現れるきっかけになってるんです。『闇やみの木』を倒したことが、常世虫の復活を促したんですよ」

「じゃあ放っとけばよかったっていうのかよ」

「倒してもどうせ新しい敵が現れます。今、ここで『金の虫』を倒しても同じことじゃないですか。だったら、どこかへ逃げた方がいいと思いますけど」

「それだと関係ない人が死ぬ。見殺しにしろってのか」

「助けようとしても限度がありますから」

「限度があるとかそういう問題かよ。なにかできることがあったら……」

「その調子であのクラスメイトも助けようとしたんですね」

　明良がはっとしたのが柊美にも伝わった。千紗は明良の傷を突いたのだった。柊美はちらりと千紗を振り返る。彼女の言うことも理解できない訳ではなかった。

「高たか木ぎさん」

　柊美は口を開いた。

「どうしてこの町に来てくれたの？」

「えっ」

「ここに来ると危ないのは分かってたんでしょう？　今だって私たちと一緒にこんな穴の中にいるんだし」

「それはその……頼まれたことですし、私にも少し責任がありますから」

　慌てたように千紗は言った。

「でも、自分の命まで犠ぎ牲せいにはできないですよ」

「俺おれは命なんか要らねえよ」

　明良はきっぱり言った。柊美は暗い気持ちになった。多分、今は本気でそう思っているに違いない。彼にも人並みの恐怖心があることを柊美は知っている。自分の祖母のことや、あの死んだクラスメイトのことが彼に無理をさせているのだ。

「私には無理です」

　と、千紗は言った。

「お前にやれなんて言ってねえだろ」

「神じん野のさんにだって無理でしょう」

　千紗がやけに明良に絡むことに柊美は気がついていた。冷静でなくなっているのは彼女も一緒だった。

「じゃ、私が危なかったら代わりに死ぬんですか」

「そのつもりだよ。さっきから」

「二人ともいい加減にして！」

　柊とう美みはぴしりと言った。

「人が死ぬ話なんか聞きたくない」

　二人はさすがに黙だまった。柊美はこっそりと胸を押さえた。空気の悪い場所に入ったせいか、胸の痛みがさっきよりひどくなっていた。

「高たか木ぎさん、こっちで大丈夫なの？」

　柊美が尋ねると、

「……少し『音』が大きくなってます。多分、こっちでいいはずですけど」

　と、千ち紗さが答えた。

「出口だ」

　不意に明あき良らの声が聞こえた。

「段差があるから気をつけて」

　彼が声をかける。三人は広い空間に出た。頭を遮るものがなくなって、柊美は背筋を伸ばした。周囲を懐かい中ちゆう電灯で照らすと、箱のような形をした大きな部屋だった。

　下水を一時的に溜ためる場所のようだったが、今はその必要はなさそうだった。水は薄うすい膜のように傾斜した床を覆おおっているだけで、かすかな音を立てながら奥へ流れていた。

　奥にはさらに下流へ通じる丸い水路が口を開けていた。

「このまま奥へ行っていいのか？」

　明良が千紗に向かって言う。千紗は確かめるように部屋の中を歩き始めた。

「いいえ……こっちですね」

　千紗は別の方向の壁かべに向かって歩きだした。壁には他ほかにも穴がいくつか開いている。明良たちが出てきた水路と同じように、この部屋に下水を流しこんでいた。

　彼女はそのうちの一つの水路の前で立ち止まった。

「多分、この先です」

「他の水路より古いみたい」

　と、柊美は言った。他の水路はすべてコンクリートだったが、そこだけはレンガで組まれたアーチのようになっていた。明良は奥に向かって光を当てる。暗くら闇やみの向こうから獣けものの息のような、生温かい風が吹いていた。

「……気け配はいは感じる」

　と、明良は言った。

「行こう」

　彼は水路に入っていく。柊とう美みと千ち紗さがその後に続いた。今度は微妙な上り坂になっている。さっきよりも天井が高いせいで、背を屈かがめる必要はなかったが、逆に横幅がさっきよりも狭かった。時々肩に触れるレンガの壁かべはぬるりとしていて、柊美を身み震ぶるいさせた──まるで巨大な生き物に吞のみこまれてしまったような。

「『音』が大きくなってきています」

　後ろで千紗が言った。柊美は銃を握りしめる。敵が現れたら、またこの銃を使わなければならない。彼女は前を歩いている明あき良らを見る。この呪のろわれた銃のことをまだ彼には話していない──彼女の命を吸って放たれるのだということを。

　急に明良が立ち止まって、柊美は我に返った。

「分かれ道だ」

　明良が言いながら、懐かい中ちゆう電灯を照らす。上り坂は終わって水路は平坦になっていた。道が三つに分かれていた。柊美も明良の肩越しに覗のぞきこむ。左右の水路はさらに上り坂になっていて、わずかながら水が流れこんでいた。

「どう思う？」

　と、明良が言った。

「順番に行ってみるしかないんじゃないですか」

　千紗が答える。明良はしばらく考えこんでいたが、

「真ん中だと思う」

　と、言った。

「どうしてですか？」

「傾斜がない下水道なんて意味ないだろ？」

　明良が真ん中の水路を照らす。光の当たる範はん囲いはずっと先まで平らだった。水面にもまったく動きがない。

「……この道は下水道じゃないってことですね」

　と、千紗が言った。

「とりあえず進むぞ」

　三人は前に進んだ。傾斜がなくなったせいでわずかながら水位が上がり、くるぶしあたりまで水の中に沈んでいる。歩くたびにばしゃばしゃと足元で水音がした。

「当たりですね。さっきよりも近づいています」

　しばらく進んだところで、千紗が言った。

「段差がある」

　と、明良が言いながら前を照らす。段差というよりは、突き当たりの壁から一回り狭い通路が奥に向かって続いていると言った方がよかった。三人はまた背を屈めてその中に入る。

　柊美はさっきよりも狭くなった左右の壁に触れる。もはやレンガですらなく、ただの濡ぬれた石の壁かべだった。

「あっ」

　突然千ち紗さが言った。

「『音』が増えました」

「どういうこと？」

　と、柊とう美みが言った。

「この近くにもう一匹、別の『常とこ世よの怪物』がいます。よく似た気け配はいです」

「そいつが『金の虫』ってことか」

「多分。私たちは、それに少しずつ近づいているみたいです」

　と、千紗は言った。柊美ははっとした。だとすると、菊きく乃のの腕を持った菜な月つきも『金の虫』に近づいていることになる。

「急いだ方がいい」

　三人は歩く速度を速めた。ゆっくりと右回りに通路がカーブし、下り坂になっていた。奥から吹いてくる風はさっきよりも強くなっていた。

「嫌な予感がします」

　千紗がぽつりと呟つぶやいた。

「なにが？」

　と、柊美は言う。

「私たちどうして追いつけたんでしょうか」

「え？」

　明あき良らと柊美が同時に声を上げた。

「私たちが病院からマンホールに着くまで、かなり時間がかかってます。向こうは行き先も知ってるはずなのに、どうして下水道に入ってからももたもたしてたんでしょうか？」

「俺おれたちを待ってたってことか？」

　と、明良が言った。

「そこまでは分からないですけど……なにか理由があるはずです」

　沈ちん黙もくが流れた。

「俺も病院で少しおかしいと思った」

　と、明良も言った。

「あいつは電話線を切ってから柊美さんのお祖母ばあさんを襲おそっただろ。逃げる時間は十分あったはずだ。どうして俺たちが来るまであそこにいたんだ？」

　柊美は頭をめぐらせた──が、その前に千紗が声を上げた。

「二つの『音』の大きさが同じになりました」

　それは「金の虫」の封印されている場所に菜月が辿たどりついたことを示していた。

「考えてるヒマはねえな」

　明あき良らが言った。三人はほとんど走るようにして前に進んだ。カーブも傾斜もさらに急になり、今やらせん状の下り坂になっている。

　そして、突然視界がひらけた。
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　明良は素早く周囲に光を当てた。壁かべにはなんの装飾もない。地下をくりぬいただけの空間だった。湿気がひどく、足の裏に泥がねばりつくようだった。

　柊とう美みがぴたりと彼のそばに寄り添った。

「この中にいます」

　千ち紗さの声が後ろの方から聞こえる。

「俺おれたちから離れるなよ」

　明良は言う。部屋の中を見まわすと、中央に丸い岩のようなものが置かれているのが見える。上半分が白く発光していて、周囲をかすかに照らしている。柊美がそれに向かって銃を向ける。二人はゆっくりと近づいていった。

「明良君、これ……？」

　そこにあるのは岩ではなかった。球体と呼ぶには少し上下がつぶれたような形で、上半分は曇くもりガラスのような半透明のもので覆おおわれている。下半分は入り組んだ模様が入った黒っぽい石のようなもので作られていた。

「……これが封印なの？」

　明良は答えられなかった。目の前にあるものは彼が思い描いていたものとはまるで違っていた。まるでなにかのカプセルだった。

　彼は懐かい中ちゆう電灯で、そのガラス状のものの奥にあるものを照らした。はっきりとは見えなかったが、なにか黒いものがびくりと震ふるえるのが見えた。

「中になにか入ってる」

　それが「金の虫」だとすれば、このおかしな球体が「檻おり」に違いない。明良は下半分を照らした。細かい筋のようなものが表面に走っている。方向も長さもでたらめで、なんの法則性もない──顔を近づけた時、明良は危うく懐中電灯を落としそうになった。

（模様じゃない）

　表面は黒ではなく紫色だった。どうやって作られたのか見当もつかなかったが、大小の紫の骨が寄木細工のように組み合わせられていた。

「なんのための道具なんだ」

　これが常とこ世よの怪物を封印するためだけに作られたとは思えない。他ほかにもなにか用途があるはずだった──それに、一体誰だれが作ったものなのか。

　明あき良らはふと我に返った。後ろを見ると、千ち紗さが二人から離れて部屋の中を歩きまわっていた。

「俺おれたちから離れるなよ」

「ちょっと待って下さい。今……」

　と、千紗が言いかけた時、天井からどさりとなにかが落ちてきた。細長い棒のようなものがカプセルの上半分にぶつかって、柊とう美みの方へ滑り落ちてきた。

　明良は瞬しゆん間かん的に上を見上げたが、柊美はその落ちてきたものを懐かい中ちゆう電灯で照らした。五本の指。手のひらにある紫色の痣あざ──それは祖母の右腕だった。

「きゃあっ」

　思わず柊美は一歩後ろに下がった──わずかに明良と柊美が離れる。その瞬間。天井の一部がぼこりと膨ふくらんで、巨大な水滴のようになにかが落ちてきた。

「柊美さ……」

　痛みも忘れて彼女に右腕を伸ばした時、二人の間に割って入ったなにかに明良の体は吹き飛ばされた。明良は肩からぬかるみの上を滑っていき、壁かべにぶつかってようやく止まった。

　明良は壁に手をつきながら立ち上がる。手にしていた懐中電灯は床に転がっていた。丸い光が柊美を照らしている。彼女の目の前に、黄色いワンピースの少女が両手をついていた。

　柊美が銃を構えようとするその直前に、跳ね上がった手が柊美の右手を打った。

　紫の銃が彼女の手から離れて地面に落ちる。柊美がはっと硬直した隙すきを突いて、菜な月つきの形をしたものが飛びかかった。一いつ瞬しゆんで柊とう美みの左腕を取って脇わきの下をくぐり、彼女の背中に回りながら腕をねじり上げた。
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「あ……」

　柊美の口から悲鳴が洩もれる。思わず明あき良らが足を踏み出そうとすると、

「動けばこの者の命はない」

　と、菜な月つきの形をしたものは言った。明良の知っている声ではない。地の底から響ひびくような低い声だった。

「『石の虫』だな」

「我らは常とこ世よ虫むし。人の執着を食って生きる者。生者も死者も、お前たちは皆それで動く」

「なに言ってやがる」

　明良は抑えつけられている柊美から目を離さなかった。

（どうして人質を取ってるんだ）

　理由は分からないが、彼女の命が危険に晒さらされていることに変わりはない。紫の銃は柊美の足元に転がっている。無理を覚悟でも飛びかかるしかないと思いかけた時、部屋の反対側にいる千ち紗さと目が合った。

　千紗は壁かべに沿って、じりじりと横に移動していた。明良はすぐに視線を常世虫に戻した。千紗の動きを相手に気づかれてはならないと思った。

「お前の目的はなんだ」

　視界の端で千紗がかすかに頷うなずいているのが見える。その調子、と言いたげだった。

「この死者をこの場所まで送り届けること」

「……小こ峰みねのことを言ってるのか」

「執着を抱えた死者は我らの力のもととなる」

「あの呪じゆ文もんは一体なんなんだ」

「あれは我らと死んだ人間を互いに引き寄せる呪文」

　明良にはなにもかもが見えた気がした──神かみ岡おか町ちようで死んだ金こん色じき姫ひめは、呪文によって解放されて変身したのではないのだろう。抱えこんだ執着のために常世虫を引き寄せ、とりつかれただけだったのだ。

（死んだ人間を怪物に捧ささげる伝説だったんだ）

　金色姫よりも以前に神岡の土地に「常世虫」はいたのだ。

「そして、お前たちの執着のおかげでこの舟の蓋ふたも開く」

「舟？」

「これはこの地に現れた『最初の紫の者』が乗ってきたうつぼ舟。我らが主はこの中だ。そのために『紫の右手』を持つこの女をここへおびき寄せた」

「じゃあどうしてお祖母ばあちゃんにあんなことしたの？」

　突然、柊とう美みが叫んだ。

「お前たちの執着を引き起こすため。そうすればお前は必ず自分からここへ来る」

「それだけのために腕を切ったのか！」

　明あき良らが叫んだ。柊美の目の前が真っ暗になった。自分をここに呼ぶという、それだけの理由で祖母は腕を切られたのだ。柊美の右腕がしっかりと摑つかまれた。ねばりつくような感触に柊美の全身が総毛立った。

「この舟は命を吸って動く。あの人間に残された寿命では、この蓋ふたを開けることすらかなわぬからな」

　柊美ははっと息を吞のんだ。この舟は銃と同じ仕組みを持っていることになる。

「……お前にはいくらか寿命が残っているようだ」

　怪物は柊美の耳に囁ささやいた。いくらか、という言葉に柊美の背筋が凍った。彼女は明良の顔を見る──彼はその意味に気づいていないようだった。

「触れ。そうすれば開く」

　選択の余地はなかった。柊美の手袋をはめた右手がゆっくりと球体の方へ近づいていった。

「お前は本当にその人で箱が開くと思ってんのか？」

　突然、明良が部屋中に響ひびき渡る声で叫んだ。思わず柊美の手が止まる。

「本当にその人が『紫の右手』だって信じてたのかよ」

　相手は黙だまっているが、明良の言葉に疑念を覚えているのは明らかだった。

「疑うんなら、その手袋取ってみな」

　それはしばらくの間沈ちん黙もくしていたが、やがて柊美の左腕の戒めを解いた。その代わり、彼女の首に腕を回して締しめ上げる。

「手袋を取れ」

　と、柊美の背後から「石の虫」が囁いた。柊美はなるべくゆっくりと手袋を取った。そして、手のひらを上に向けて開いた──そこには紫の痣あざがくっきりと浮かんでいる。

「この痣は」

　嘲あざけるように「石の虫」が口を開きかけた途と端たん、

「俺おれがなにをしようとしてたのかまだ気づかねえのかよ？ この害虫」

　と、明良が言った。

「ただの時間稼かせぎです」

　別の方向から千ち紗さが言った。いつのまにか部屋の隅からもう一方の隅へ移動していた。彼女はポケットから紫色の音おん叉さを取り出す。

　危険を察知した「石の虫」が、柊美の右手を摑んで半透明の天てん蓋がいに触れさせた。待ち構えていたように、それはびしりと彼女の右手に吸いついた。

「あっ」

　柊とう美みは声を上げる。手の先から肩に向かって、冷たい痺しびれが駆け抜けてきた。彼女は千ち紗さを見る。

　その瞬しゆん間かん、千紗は床に音おん叉さの最後の一本を突き刺していた。

「これで四本目」

　と、彼女は呟つぶやいた。部屋の四方に配置した紫の音叉が一斉に振動を始める。「石の虫」のとりついている菜な月つきの体はびくりと硬直した。

　それと同時に明あき良らが走りだした──「うつぼ舟」から手を離すことができない柊美の腕を摑つかみ、結界の外まで思い切り引っ張った。
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　眩まぶししい光に柊美が目を開けると、明良が懐かい中ちゆう電灯の光を当てながら彼女の顔を覗のぞきこんでいる。

「大丈夫ですか」

　と、明良が柊美の顔を覗きこみながら言う。お世辞にも気分がいいとは言えなかった。

「まだ眩暈めまいがするみたい」

　あのカプセルに触れた時、全身の力が抜けるのを感じた。銃を撃うつ時よりも体への負担は少ない気はするが。柊美は体を起こすと軽く咳せきこんだ。喉のどの奥からかすかに血の塊がせり上がるのを感じたが、どうにか耐えることができた。

「『常とこ世よ虫むし』は？」

「『石の虫』はあそこにいます」

　明良は左手に持ったライトで、部屋の真ん中を照らした。カプセルの蓋ふたは相変わらず閉じたままだった。どうやら封印は解けずに済んだらしい。そのすぐそばに菜な月つきがぐったりと地面に手をついていた。

　柊美はすぐそばに細い音叉が立っているのを見る。音叉は激しく振動していた。

「『結界』を張ったのよね？」

　と、柊美は千紗に向かって言った。柊美と明良には四本の音叉が発する「音」は聞こえない。千紗はいくらか得意げに頷うなずいた。

「万が一のことがあったらと思って、あのうつぼ舟……でしたっけ、あれを中心にして結界を作ってたんです」

　柊美は千紗があの時自分たちの周囲を回るように歩いていたことを思い出した。

「あと一本立てれば完成というところで、『石の虫』が現れて……もう駄目かと思いましたけど」

　それから千紗は明良を見る。

「私がなにをしようとしてたのか、よく分かりましたね」

「いや、正直言って分かってなかった。でも、なんか『時間を稼かせげ』って言われてるような気がしてさ」

「それであんな噓うそついたんですか」

「時間を稼げればなんでもいいやと思ったんだよ」

　柊とう美みもなんとなく二人がなにかをしようとしていたのは気づいていた。たまに明良と一緒にいると、ちょっとしたしぐさで相手の意思が通じることがある。「紫の者」にはそういうことが起こるのかもしれなかった。

「あいつを撃うてば終わりですね」

　明良は俯うつむいている菜な月つきを見ながら言った。その声にはかすかに苦いものが混じっていた。

「柊美さん、銃は？」

「え？」

　そういえば、さっき弾はじき飛ばされてどこかへ落としたきりだ。

「あそこです」

　と、千紗が懐かい中ちゆう電灯を当てた。うつぼ舟のすぐそばに落ちている。結界の中だった。

「拾ってこないと」

　と、明良が立ち上がりかけた時、

「神じん野の君？」

　どこからかか細い女の子の声が聞こえた。明良の動きが石のように固まった。

「……神野君、いるの」

　荒い息の合間から洩もれるような苦しい声だった。さっきとは明らかに違う、年相応の女の子が喋しやべっているようだった。

「小こ峰みね」

　明良がぽつりと呟つぶやいた。

「ごめんなさい、私」

「なに言ってんだ、お前」

　彼の声はかすかに震ふるえていた。

「どうしても神野君に会いたかったの」

　明良は口を開いたが、結局なにも言わなかった。

「ごめんなさい」

　同じ言葉を彼女は繰くり返した。

「多分、結界のせいで『石の虫』の力が弱ってるんです」

　千紗は明良に向かって囁ささやいた。

「正気に戻ったってことか？」

「あそこにいるのは死んだ人ですよ。正気もなにもないんです」

　明あき良らは唇を嚙かんだ。彼の痛みや迷いが柊とう美みにも伝わってきた。目の前にいるのは怪物ではなく、ただの弱々しい女の子だ。彼女にはなんの罪もない。ただ、この世に思いを残してしまっただけだ。死にたくはなかったはずなのに──。

「……早く撃うって」

　菜な月つきの絞り出すような声が部屋の中に響ひびいた。三人は驚おどろいて菜月を見た。

「お願い。早くしないと……」

　彼女ははっきりと柊美を見ていた。その目から涙が流れていた。

　最初にその異変に気づいたのは柊美だった。閉ざされたままだった半透明のドームに、かすかに隙すき間まができていた。

「あれ見て！」

　柊美が叫んだ。ゆっくりと蓋ふたが開くにつれて、中から光が広がっていった。三人とも凍りついたように動けなくなった。

（鍵かぎは開いたんだ）

　と、柊美は思った。一いつ瞬しゆんだけですぐに手を離したつもりだったのに。

　最初に出てきたのは羽だった。櫛くしを背中あわせにしたような触覚が伸び、びっしりと毛で覆おおわれた足がカプセルの縁ふちにかかった。そして半球状の二つの目が現れる。広げた羽は人間の両手を広げた程もあった。

　金色に輝かがやく巨大な蛾ががそこにいた。

「金の虫」はカプセルの縁から菜月の背中に飛び降りると、ずぶずぶとその背中にめりこんでいった。菜月の口から悲鳴が洩もれる。それはやがて声ではなく、黒い霧きりに変わった。

　彼女はゆっくりと立ち上がった。まるで背中に金色の羽が生えたようだった。

「小こ峰みね！」

　明良が叫んだ。答えの代わりに、ばさり、と金色の羽が震ふるえた。黒い霧のようなものがどっと噴ふき出した。

「どうにかして銃を拾わないと」

　今にも飛び出そうとする明良を千ち紗さが制し、

「結界がありますからそう簡単には動けないはずです」

　と、言った。

「もう少し様子を見て……あっ」

　突然、彼女が自分の右耳を押さえた。

「どうしたんだよ」

「結界が……」

　明良たちは目の前にある音おん叉さを見つめた。まるで強風に煽あおられているように、地面に立てられた音叉がぶるぶると震ふるえていた。

「今もこの結界は『音』を出してるんだよな？」

「こんな大きな『音』が出たことなんてありません」

　千ち紗さの顔は青ざめていた。

「どうなるんだ」

「まさかと思いますけど……結界が壊こわれるかも」

　明あき良らは立ち上がった。もう一刻の猶ゆう予よもならなかった。激しく震ふるえる音おん叉さを飛び越えて、中央のカプセルまで走っていった。間に合うはずもなかった。落ちたままの銃に明良の手が届くよりも一いつ瞬しゆん早く、「金の虫」の羽ばたきが始まるように見え──。

　近づいてくる明良に驚おどろいたように、菜な月つきの体がびくりと硬直した。

（神じん野の君）

　明良には彼女の口が動いたように見えた。それもつかの間、黒い風に明良の体は弾はじき飛ばされて、壁かべに向かって泥の中を滑っていった。

「明良君！」

　と、柊とう美みが悲鳴に近い声を上げた。痛めた右腕が体の下になったせいで、彼の体に激痛が走った。しかし、左手は銃を拾い上げていた。

　柊美が結界を迂う回かいしながら明良の方へ近づいてくる。明良は彼女に銃を渡そうと手を伸ばす。だが、「金の虫」はさらに羽を震わせた。噴ふき出した黒い霧きりが部屋いっぱいに広がった。

　明良たちの体は風圧を受けて壁に押しつけられた。視界の端で千紗が壁に向かって転がるのが見えた。

　柊美は壁に貼り付いている明良の手から、もぎとるようにして銃を受け取った。

　彼女が銃口を向けた瞬間、さらなる羽ばたきを受けて紫色の音叉が地面から抜けて弾け飛んだ。結界から自由になった「金の虫」は、とりついた菜月の体と共に一気に上昇していく。

　それは天井を水のようにすり抜けて部屋から姿を消した。しばらく柊美は銃を構えたまま、呆ぼう然ぜんと頭上を見上げていた。その隣となりで、明良がゆっくりと立ち上がった。さっき「金の虫」が見せた一瞬の躊ちゆう躇ちよが気になっていた。

　菜月の意識が自分の名を呼ぼうとした気がする──しかし、それは考えても仕方のないことだった。

「出よう」

　と、明良は言った。

「あいつを追わないと」

　柊美が頷うなずいて立ち上がり、銃をスカートのポケットにしまった。

「高たか木ぎさん？」

　柊美は千紗を振り返る。彼女は虚脱したように泥の中に座りこんでいる。そばには彼女の懐かい中ちゆう電灯が転がっていた。

「高たか木ぎさん！」

　もう一度呼びかけると、びくっと体を震ふるわせた。そしてのろのろと立ち上がる。柊とう美みは音おん叉さを拾い上げて、千ち紗さの手にそれを握らせた。
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　帰りの道も明あき良らが先に立って進んでいった。少しでも近い出口から出たかったが、それを無理に探そうとすれば迷ってしまう恐れがある。明良は元来た道を急いだ。

　マンホールから三人が出た時、ビルから伸びる影はさらに長くなっていた。上がってみて初めて気がついたが、三人とも泥まみれだった。あの地下室で転げまわったからに違いない。水に沈んだ靴は歩くたびに音を立てた。

（ひでえ格好だな）

　と、明良は思った。それから時計を確認する──午後五時。不意に明良のケータイが鳴った。オヌマ書店からだった。通話ボタンを押すと、大声が耳に飛びこんできた。

『さっきから電話してたのにどこにいたんだ、お前』

「地下に潜もぐってたんだよ」

『地下？　地下ってなんだ？』

　説明している暇はなかった。明良は話の先を急いだ。

「電話してたってなにかあったのか？」

『ウチの二階の窓から、光るもんが飛んでくのが見えたんだ』

「いつだ、それ」

『五分か十分ぐらい前だな』

「金の虫」に違いなかった。

「どっちに飛んでいった？」

『海の方だった。埋立地がある方だ』

「ありがとよ」

　明良はケータイを切った。

「『金の虫』は埋立地に向かったそうです」

「埋立地って神かみ岡おかニュータウンよね？」

　明良は頷うなずいた。四月の「黒いバス」事件の時に、常とこ世よの門が開いた場所だ。

「多分、『常世の霧きり』を取りこむために行ったんだと思います」

　千紗がぽつりと言った。三人の中で彼女が一番汚れていた。泥の沼に飛びこんだようだった。

「じゃあ、あそこの封印が解かれるってことか？」

　封印といっても、神岡ニュータウンのあの場所には紫の骨を一本埋めてあるだけだ。

「そうなるでしょうね」

　千ち紗さの表情は沈んでいた。

「じゃあ、行きましょう」

　柊とう美みは髪の毛についた泥を手ではたきながら言った。明あき良らは千紗を振り返る。彼女は自分の足元をぼんやりと見ていた。

「高たか木ぎ、お前はどうすんだ？」

　と、明良は言った。

「私、帰ります」

　千紗が答えた。明良はそうだろうな、と思った。あれだけ危険な目に遭ったのだ。当然の答えだった。

「駅がどっちかは分かるよな？」

　と、明良は言った。

「あれを追うんですか？」

　と、千紗は言った。かすかに声が震ふるえている。

「結界を破るなんて普通じゃありません」

「普通の『常とこ世よの怪物』なんかいねえだろ」

「五十年前、おじいさまたちでも倒せなかったんですよ。四人もいて、あなた方よりもずっと経験があったのに」

　明良と柊美はちらっと顔を見合わせた。

「昔のことは分からないけど」

　と、柊美が言った。

「私たち、決めちゃったの」

「この町を守ったって別に誰だれかに感かん謝しやされる訳じゃないでしょう」

「町を守るとか、そんな大層なこと考えてねえよ」

　明良も口を開いた。

「俺おれたちが逃げたら、もっと犠ぎ牲せいが出るだろ。俺たちと親しい人間も死ぬ。止められるのが俺たちしかいねえんだから」

　彼はなんとなくすっきりした気分で言った。

「だからってお前に来いって言ってんじゃねえぞ。お前にはお前の考えがあるんだし」

　千紗は黙だまっていた。

「生きてたらお前のおじいさんに会いに行くよ」

　明良は歩き出そうとしたが、柊美はまだ動かなかった。

「高木さん、その格好で電車に乗って帰るの？」

　彼女は千紗に言った。

「明良君」

　柊とう美みに呼び止められて、彼は振り返った。

「どこかでお風ふ呂ろ入れる場所ないかしら」

「風呂？」

　明あき良らは思わず声を上げた。この非常時に、と思ったが、千ち紗さの様子を見て少し考えを改めた。女の子が全身泥だらけで電車に乗って帰るのは確かに気の毒だった。それに、下水道に引っ張りこんだのは自分たちなのだ。

「いいです。別に」

　と、千紗は慌てたように言った。

「商店街に銭湯ありましたっけ？」

「多分……ないと思うけど」

　一軒家に住んでいる明良たちには分からなかった。

「あ、そうだ」

　明良は名案を思いついた。ケータイを出して、履り歴れきの一番上の番号にかける。

『はい、オヌマ書店です』

　無愛想な男の声が聞こえた。

「おっさんか？　神じん野のだけど」

　と、明良は言った。

「おっさんの家って風呂あるよな？」

『ふざけんな。今どき風呂のねえ家がどこにあんだよ』

「貸して欲しいんだけど」

『風呂ォ？　お前今そんなことしてる場合なのか！』

「俺おれが入るんじゃねえよ。今から泥だらけの女の子が行くから、貸してやってくれよ。頼んだ！」

　説明が面めん倒どうだったので、明良はそれで会話を打ち切った。

「ここから大通りに出て、ちょっと行ったところにオヌマ書店って古本屋があるんだけど……」

　明良は千紗に向かって言った。

「そこ、知ってます」

　と、千紗は言った。

「じゃ、話は早いや。そこで風呂貸してくれるから」

　明良は柊美の顔を見る。

「これで大丈夫ですよね」

　柊美は笑いながら頷うなずいた。彼女も髪の毛まで泥だらけだった。

「じゃあ、気をつけてね。私たちもう行くわ」

「あ……」

　千ち紗さが声をかける間もなく、二人は走り去っていった。
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　千紗はしばらくの間そこに立って、オヌマ書店に行くかどうかを考えていた。風ふ呂ろに入っているような状況ではないが、二人の厚意を無にしたくなかったし──確かに柊とう美みが言ってくれたように風呂に入ってから帰りたかった。

　結局、千紗はオヌマ書店に向かって歩きだした。

（気をつけてね）

　という柊美の言葉を思い返していた──それはこちらの言うべき言葉のはずだった。

　彼女はオヌマ書店に辿たどりついた。彼女はガラス戸を開けて中に入る。カウンターの中に昨日と同じく太った店主が座っていた。

「……すいません」

　尾お沼ぬまは訝いぶかしげに千紗を見上げた。

「その……お風呂を」

　千紗は小さな声で言った。なんだかとてつもなく恥ずかしいことを口にしている気がした。

「ああ、あんたのことだったのか。こっち来な」

　尾沼は立ち上がると、ドアを開けて奥に入っていった。千紗もそれに従った。

「女の子が来るって聞いたから、てっきりあの嬢じようちゃんか、奴やつの従妹いとこが来ると思ってたよ」

　ぎしぎし言う廊下を歩きながら尾沼は言った。千紗にはなにを言っているのかよく分からなかった。廊下の突き当たりに風呂場があった。

「一応、着替えも用意しといた。近所から借りたもんだから、寸法が合うかどうか分からんが」

　洗せん濯たく機の上に青いストライプのワンピースが置いてあった。

「風呂は沸かすヒマがなくてな。シャワーで勘弁してくれ。タオルはそこに積んであるのを好きに使え」

　尾沼は返事を待たずに出ていった。千紗は耳を澄すませて、足音が遠ざかっていくのを待った。それから背中のジッパーを下ろした。




　青いワンピースは少しサイズが大きかったし、彼女が普ふ段だん着る服に比べて明るい色だった。シャワーを浴びて清せい潔けつな服に袖そでを通すと、噓うそのように落ち着いた気分になった。

　千紗はおそるおそる廊下に出て、座ざ敷しきの襖ふすまを開けた。尾沼に礼を言って帰るつもりだった。

　尾沼はうちわで顔を煽あおぎながら、庭の方を眺めていた。

「あの……」

　千紗が言いかけると、尾沼は座布団を顎あごで示してまた庭に視線を戻した。そっぽを向いている人間には話しかけづらい。千紗は座布団にきちんと正座した。尾沼はガラスのポットからコップに麦茶をついで、彼女の前に置いてくれた。

　二人はしばらく黙だまって座っていた。畳の上にオレンジ色の夕日が射さしこんでいる。なんだか現実に起こっていることではないような、それでいてずっと昔に起こった出来事のような、不思議な感覚だった。

「この町が危ねえんだろ」

　突然、尾お沼ぬまは言った。千ち紗さはこくりと頷うなずく。

「こうしてると、なんだか全部噓うそみてえな気がするな。命かけて戦ってるガキがどっかにいるなんてよ」

　尾沼はうちわをぎゅっと握りしめた。

「ガキに任せっきりなんて、恥ずかしい話もあったもんだ」

　ばきっと音を立てて木の柄つかが折れた。尾沼の表情はまったく変わらなかったが、かえって押し殺した感情の強さを物語っていた。

「あなたは事情を知ってるんですよね。この町でなにが起こってるかとか」

「全部じゃねえが、少しはな」

「危険なのは分かってるのに、どうして逃げないんですか」

「逃げる訳ねえだろ。あいつらが命かけてんだぜ」

　尾沼は折れてしまったうちわで顔を煽あおいだ。

「もし他ほかの連中が逃げても、俺おれや来くる栖すさんは待つんだよ。あいつらが戻るのをな。俺にできることって言やそれぐらいだ」

　彼は自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。千紗はようやく彼らの関係が吞のみこめた。明良が言った「俺たちの親しい人間」は、この人やあの来栖要よう子このような人たちのことなのだ。

「小さい頃ころ、一度だけあなたとお会いしたことがあります」

　尾沼はちらりと千紗の顔を見る。

「道どう蔵ぞうさんに連れられてきた時だろ。あんたは喪服着てたよな」

　彼は遠い目で言った。

「さっきあんたが入ってきた時、やっと思い出したんだ。誰だれの葬式だったんだ？」

「両親です」

　尾沼のうちわが一いつ瞬しゆん止まった。千紗は見ず知らずの他人に生い立ちを話すのは初めてだった。どうして話す気になったのか自分でも分からなかった。

「両親は神じん野の道蔵さんと仲がよくて……神野さんはよくうちに遊びに来てました」

　千紗は畳に落ちた日の光を見つめた。光と影の境目がなくなりつつあった。少しずつ夜が近づいてきていた。

「この店に来た日が、両親の葬式の日でした。あの後、祖父が私を迎えに来たんです」

「この町へはなにしに戻ったんだ？」

　結界が生きているかどうか確かめること、そして警けい告こくすること。その役目は果たした。もうこの町にいる理由はなに一つない。

「よく分かりません」

　まだ大事なことをし忘れている気がする。今、この町を離れたらずっと後悔し続けるような。なにが自分を引き止めているのかは分からない。それでも今できることは一つしか思い出せなかった。

　彼女は立ち上がった。

「もし私があの人たちを助けに行ったら、待っててくれますか」

　尾お沼ぬまは驚おどろいたように千ち紗さを見上げた。

「やっぱり、あんたにもなにかの力があるんだな」

　ため息をつきながら尾沼は言った。

「もちろん、あんたも待つ。約束する」

　千紗は部屋から駆け出していった。急がなければならない。もどかしく靴をはいて店に通じるドアを開ける。尾沼の息子がカウンターの前に座っていたが、彼女は見向きもせずに店のガラス戸から外へ飛び出した。

　尾沼の息子は、開きっぱなしのガラス戸をしばらくの間ぼんやりと見つめていた。店の中には彼一人だった。ともかくも立ち上がってガラス戸を閉めに行った。

　彼はカウンターに戻ろうとして、ふと座ざ敷しきにいるはずの父親のことが気にかかった。電話で意味不明なことを大声で話していると思ったら、泥だらけの女の子がやって来て風ふ呂ろに入っていき、大急ぎで出ていった。

　なにが起こっているのかさっぱり分からなかったが、彼は父親のいる座敷を見に行った。廊下を歩いていくと、座敷に通じる襖ふすまも開きっぱなしになっていた。

　部屋の中を見て、尾沼の息子は驚おどろいた。尾沼は仏ぶつ壇だんに向かって手を合わせていた。

「……親父おやじ」

　尾沼は答えなかった。耳に入らない程一心不乱になっているらしい。そんな父親の姿を見るのは初めてだった。なんにせよそっとしておいた方がよさそうだった。

　尾沼の息子は静かに襖を閉めると、抜き足差し足で店の方へ戻っていった。
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　神かみ岡おかニュータウンは太陽が落ちかかっていた。明あき良らと柊とう美みは大きなゲートをくぐり、街路樹じゆに挟まれた広々とした道路を歩いていった。

　柊美がここを訪れるのは四ヶ月ぶりだった。あの「黒いバス」と戦った時は、まだここは建築中のマンションがあるだけのただの更さら地ちだった。自分が同じ場所に来ているとは思えなかった。

「明あき良ら君はここに何度か来てるの？」

　と、柊とう美みは言った。

「あの『紫の骨』を埋めた場所がどうなるか気になったんで。あの上にマンションでも建ったらどうしようと思ったし」

「結局どうなったの？」

「ギリギリで真上にはならなかった……じゃなくて真上を避さけたのかな。どっちだか分かんないですけど、結局あの場所には祠ほこらが建ったんです。ほら、遺体が見つかった場所じゃないですか」

　この神かみ岡おかニュータウンの建設予定地で死体が見つかったことが、「黒いバス」の事件の発端だった。

「確かあのマンションの隅に……」

　と、言いかけて明良は口をつぐんだ。

「なんだ、あれ」

　十階建てのその建物は神岡ニュータウンの中心に位置していた。他ほかの棟となにも変わらないつくりになっているはずだったが、壁かべの色がどす黒く染まっていた。

「……常とこ世よの霧きり」

　と、柊美が言った。よく見ると、黒いもやのようなもので建物全体が覆おおわれていた。二人はマンションをぐるりと回って、祠を見に行った。柊美はベランダを見上げる。半分以上はカーテンも取りつけられていなかったが、洗せん濯たく物が干してあるベランダもいくつかあった。

「明良君」

　と、柊美は言った。

「ここ、人が住んでるのよね？」

　明良は頷うなずいた。まだ売り出されたばかりの他の棟とは違って、ここは既に入居が始まっている。満室には程遠いが、ある程度は住民がいるはずだ。

「住んでる人たち、大丈夫かしら」

「大丈夫だといいんですけどね」

　まともに考えればなんの影えい響きようもないはずがない。建物の角の芝生に小さな囲いがあった。明良の記き憶おくでは中に石で作られた鳥居と小さな社やしろがあったはずだが、土台から掘り出されてばらばらに壊こわされていた。中央にぽっかりと開いた穴から、もうもうと黒い煙のようなものが立ち上っていた。

「ここから出てるのね」

　と、柊美が言った。

「ここでなにしてるんですか？」

　二人が振り向くと、エプロン姿の若い主婦らしい女が立っていた。まだ幼稚園に上がる前ぐらいの男の子と手を繫つないでいる。散歩の最中のようだった。

「ここにあった祠ほこらってどうしたか知ってますか？」

　少し警けい戒かい心を解いた明あき良らが尋ねた。

「壊こわれたんです、さっき」

「壊れた？」

「ええ」

　どういうことだろう、と彼が思いかけた時、子供が口を開いた。

「そして骨は捨てました」

　子供とは思えない口調だった。

「……お前ら、何者だ」

　普通の人間がここに埋められている骨のことを知っているはずがない。

「ここには近づかない方がいいですよ」

　くるりと親子は背中を向けた。明良と柊とう美みは思わず目を瞠みはった。二人の背中には小さな蛾ががびっしりととまっていた。

　反射的に柊美が銃を構えた。

「人を殺すつもりですか」

　と、振り返りもせずに母親の方が言った。

「この人間たちはまだ生きていますよ」

（操ってるんだ）

　と、明良は思った。人間にこの祠の地面を掘らせて、骨を取り除いたに違いない。常とこ世よの怪物は紫の骨を嫌う。

「我らの主がお戻りになりました。しばらく放っておいていただければいいんです」

「放っておいてどうなるんだ」

「今に分かりますよ」

　子供の方が答えて、二人は立ち去っていった。明良はふとマンションを見上げてぎょっとした。さっきまでどのベランダにも人影はなかったはずだが、いつのまにか何十もの顔がこちらを見下ろしていた。

　明良は内心舌打ちした。生きてる人間には手が出せない。このマンションにいる人間全員を人質に取られてるようなものだった。

　恐らく群れの中心である「金の虫」を倒せば彼らも解放されるだろうが、それを探すにはこのマンションに入らなければならない。しかし操られている人間たちがそれを阻止するはずだった。

（どうすれば……）

　明良が考えをめぐらせている時、明良のケータイが鳴った。画面を見ると公衆電話からだった。

（誰だれだろう）

　と、思いながら通話ボタンを押すと、

『高たか木ぎです』

　愛想のない声が流れてきた。

「お前か。ちゃんと帰れたか？」

『今、神かみ岡おかニュータウンに来てます』

「はあ？」

　明あき良らは言った。

「なにしに来たんだ、お前」

　電話の向こうで相手は黙だまっていた──明良ははっとした。わざわざここに来たということは、協力してくれるつもりなのだ。

『ニュータウンのバス停のすぐそばに、公園があるのは知ってますか』

「ああ」

『そこで待ってます』

　と、言い残して通話は切れた。




　明良たちが公園に着くと、千ち紗さはニュータウンが見通せるベンチのそばに立っていた。体にこびりついていた汚れはすっかり落ちていた。未いまだに泥だらけの明良には少し羨うらやましかった。

「オヌマ書店に行ったんだな」

「着替えも貸してもらいました」

　青いワンピースを着た千紗は、年相応の女の子に見えた。

「来てくれてありがとう」

　と、柊とう美みは言った。千紗は少し照れたような顔になった。

「今度だけですから」

　明良はどういう心境の変化があったのか聞いてみようかとちらりと思ったが、結局やめておいた。協力してくれるだけで十分だった。

「どうでしたか？」

　と、千紗は言った。

「あのマンション一棟が『常とこ世よ虫むし』の巣になってる。なにかやろうとしてるみたいだけど、住人が操られてて俺おれたちを近づけないようにしてる」

　明良の答えを千紗は頷うなずきながら聞いた。

「マンションの屋上、見て下さい」

　二人は千紗が指差した先を見る。常世の霧きりに覆おおわれた建物は黒く塗りつぶされたようだった。下から眺めた時は見えなかったが、屋上に巨大な丸いものがぼこりと盛り上がっていた。

「……あれ、なに？」

　と、柊とう美みが言った。

「給水塔……じゃねえよな」

　マンションの給水タンクは隅の方にちゃんと設置されている。その物体はタンクよりもさらに大きかった。

「ここで見てたら、少しずつ大きくなってるみたいなんです」

　千ち紗さが言った。

「多分、あそこに本体がいるんだな」

　と、明あき良らは言った。よく見ると太陽とは無関係に、屋上全体がかすかに光を放っている。あの地下の部屋と同じだった。

「人間には銃が使えない。かといって、中に入れば連中が襲おそってくる」

　明良は言った。

「どう思う？」

「エレベーターを使えませんか」

「エレベーターに乗ったって意味ないだろう。途中で止められて扉が開いたらそれで終わりだ」

「エレベーターの中に結界を張るんです。そうすれば、向こうは入ってこられません。上まで行けるはずです」

「最上階で待ち伏せされたら？」

「一階から階段で上がっていくよりはましでしょう」

　明良はため息をついた。危険だが、他ほかに屋上まで辿たどりつく方法も思いつかなかった。

「その前に、一階のエレベーターに辿りつけるかどうかも疑問ですけど」

「地下の駐車場から行こう。まだその方が目立たない」

　と、彼は言った。
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　太陽がほとんど沈みかかった頃ころ、三人はマンションに向かって歩きだした。街路樹じゆを縫ぬうように明良たちは建物に近づいていく。

　灯あかりのついた玄関ロビーには、大勢の人影がひしめいていた。外を監かん視ししているかどうかまでは分からなかったが、そこから入ることはできそうもなかった。

　彼らは背を屈かがめて、遊歩道の上を小走りに走った。やがて地下駐ちゆう車しや場じようへの入口の前に辿りついた。明良はあたりを見まわしたが、周囲には誰だれの姿もなかった。

　彼は先頭に立って、丸いコンクリートの滑り止めを踏みながら地下への進入路を走っていった。その後ろに柊美と千紗が続いた。

　地下の駐ちゆう車しや場じようは静まり返っていた。駐車スペースにもほとんど車は停とまっていない。通勤に車を使っている会社員はまだ帰宅していないのだろう。逆に言えば、時間が経たてばこのマンションに人は戻ってくることになる。

（早くケリつけないとな）

　コンクリートの太い柱の陰に隠れながら、明あき良らは顔だけ出してエレベーターの場所を確認する。奥の方に強化ガラスの入った扉が見えた。

「誰だれもいないみたいだな」

　マンションにいる人間を操っているとはいえ、もともと建物の中にいた人間はあまり多くはないはずだ。さっきベランダから顔を出した人間も五十人は越えていなかった──それでも、一気にその人数が襲おそいかかってくれば切り抜けるのは不可能だったが。

「それ、なんですか」

　不意に後ろにいる千ち紗さが言った。明良が振り向くと、彼女は明良が触れている柱の表面をじっと見ていた。

「え？」

　明良も柱に視線を移した。白いコンクリートの上に一本の黒い亀き裂れつが走っていた。明良が顔を近づけると、亀裂と見えたものはどくりと脈動した。

「動いた！」

　それは亀裂ではなく、植物の根のようなものだった。天井に近づくにつれて徐々に太くなっている。今まで気づかなかったが、他ほかにも何本か同じものが伸びてきていた。

「二人とも見て！」

　柊美は天井を指差した──明良は言葉を失った。指の太さほどもある黒い管が、網の目のようにびっしりと天井を覆おおっていた。そこから柱に派生しているのだった。

「これは……」

　しかも、ところどころで痙けい攣れんするように動いている。

（血管みたいなもんか）

「……それ、長くなってませんか」

　と、千紗が言った。明良は最初に見た柱を振り返る。黒い管の先端は、わずかではあるが下に向かって伸びていた。

「これも『金の虫』がやってることなのか」

　明良はマンションの屋上にある巨大な丸い物体のことを思い出した──少しずつ大きくなっていると千紗は言っていた。これと関係があるのではないだろうか。もしこの黒い管があの屋上にあるものの末端だとしたら、この建物は一体どうなっているのだろう。

「急いだ方がいいわね」

　明良の危き惧ぐを察したように、柊とう美みが言った。明良たちはエレベーターに向かって走りだした。エレベーターは一階にあった。ボタンを押すと、エレベーターがゆっくりと下降し始める。

「エレベーターは使えるみたいですね」

　と、千ち紗さはほっとしたように言った。

「でも、俺おれたちが下から入ったってことはこれでバレたな」

　箱が下りてきて、扉が開いた。中に入った千紗は肩に下げていたバッグから音おん叉さを出した。そして、エレベーターの中にできるだけ広い結界を張り始める。

「……屋上に止まらない」

　エレベーターのボタンパネルを見て、明あき良らは声を上げた。エレベーターが停とまるのは奇数階だけで、一番上は九階だった。

（今更引き返せない）

　その時、上に向かう三角の表示ランプがついた。扉が閉まり始めたことに気づいて明良は慌てて「開」ボタンを押した。エレベーターが地下に下りたことに気づいた者が、上の階でボタンを押したに違いない。

　明良は「９」のボタンを押す。とにかく、このままやるしかないのだ。

「……誰だれか来るわ」

　ドアのそばで銃を構えている柊とう美みが言った。非常階段の方から誰かが近づいてくる足音が聞こえた。

「できました」

　と、千紗が言った。明良は「閉」のボタンを押した。ゆっくりと扉が閉まっていく。

「遅え……」

　じりじりしながら明良は言った。足音が地下の空間を反はん響きようする。近づいているのは一人ではなかった。もう姿を現すかと思った瞬しゆん間かん、扉は完全に閉じて、上昇を始めた。

　扉の向こうで、無数の手がガラスを叩たたいているのがちらりと見えた。屋上への道のりは生易しいものではなさそうだった。

　モーター音だけが狭い室内に響ひびいた。ガラスの向こうの暗くら闇やみが途と切ぎれ、一階の床が現れた。人間の足がずらりと並んでいるのが見えた。

　一階のエレベーターのドアの前には大勢の人間が立っていた。スーツを着たサラリーマンらしい男もいれば、中学生ぐらいの女の子もいる。白髪の老人も混ざっていた──その全員が、同じ表情でじっと扉が開くのを見つめていた。

　扉が開き始めるのと同時に、無数の様々な手がわずかな隙すき間まに差しこまれてきた。こじ開けるようにして扉を開ききった瞬間、エレベーターの四隅に置かれた音おん叉さが震ふるえ始めた。

　一番前に立っていたスーツ姿の男がぴたりと動きを止める。まるで電気に触れたようにびくびくと体を震ふるわせていた。その後ろにいた別の若い男がそれを押しのけてエレベーターの中に進もうとしたが、やはりその直前で止まった。

（効いてるんだ）

　明あき良らはほっとした。「金の虫」の本体のように、結界を破るほどの力はないようだった。柊とう美みが壁かべに飛びついて「閉」のボタンを押した。

　呆あきれるほどのスピードで扉が閉まっていった。明良は若い男が震ふるえながら、靴をドアのレールの上に差し出していることに気づいた。

（セコい真似まねしやがって）

　扉が完全に閉まらない限り、エレベーターは決して動かない。明良は反射的に若い男の腹に蹴けりを入れた。相手は操られているだけのただの人間だと思うと心が痛んだ。

「悪い……」

　口の中で言いかけた瞬しゆん間かん、わずかにエレベーターの外に出た彼の右足を誰だれかが摑つかんだ。

「うわあっ」

　明良の口から悲鳴が洩もれた。片足ではバランスが取れずに転びそうになる。右腕が自由にならないことも災いした。だが、どうにか左手で扉の枠を摑むと、思い切り足を引き抜いた。

　エレベーターの反対側の壁に明良が激突するのと同時に、扉が完全に閉じた。ゆっくりと箱は上昇を始めた。明良は自分の足を見下ろす。スニーカーが脱げていた。

　ガラス窓から遠ざかっていく一階を見下ろすと、泥だらけのスニーカーだけ床に落ちていた。

「……買ったばっかりだったんだよな」

　と、明良が言うと、

「引きずり出されるよりはいいでしょう」

　と、千ち紗さが言った。




　三階と五階でも同じことが繰くり返された。押し入ろうと殺到する住人を結界で押し留とどめながら、三人を乗せたエレベーターはどうにか上へ上がっていった。

「この分ならどうにか上がれますね」

　五階で扉を閉め切った時、千紗は言った。

「ただ、九階でも同じことが起こったら、外に出られないかもな」

　肩で息をしながら明良は言う。ドアレールに手足を挟みこんでくるのを退けていて、すっかり疲れ切っていた。

「……銃を使うしかないかも」

　と、柊美が言った。明良は未いまだにほとんど動かない自分の腕を見下ろす。下手へたをすると骨にひびが入っているかもしれない。手足ならともかく、人間の頭や胸に紫の弾丸が当たった場合どうなるか分からなかった。

　エレベーターが七階に到着した。扉が開いた時、明良はふと今までとは違う雰囲気を感じた。今までの階では殺到してきた住人たちが少し離れてこちらを窺うかがっていた。

（なんだ？）

　明あき良らは彼らの手に包丁やナイフの類たぐいが握られていることに気づいた。

「危ない！」

　パネルの前にいた柊とう美みが明良の腕を摑つかんで引き寄せた。バランスを崩した彼の体のすぐ脇わきを、無数の刃物が飛びこんできた。壁かべにぶつかって床にばらばらと落ちる。

　柊美は「閉」ボタンを押す。だが、外から手が伸びてきて扉を途中で押し留とどめようとした。明良がその腕を払いのけようとすると、また別のナイフが体の脇をかすめる。

（そうか）

　扉を閉めようとすれば、刃物を投げつけるつもりなのだ。どうすれば、と思った瞬しゆん間かんに、自分の脇で柊美が銃を構えていることに気づいた。

「柊美さ……」

　と、言いかけた時、彼女は既に発砲していた。扉のこちら側に差しこまれた手に光が命中した。弾はじかれたように手が扉の向こうに消えた。そして再び扉が閉まった。

　柊美は壁にもたれて荒い息を吐いている。危機一髪だった。

「結界は『常とこ世よの霧きり』にしか通じないんだな」

　と、明良は言った。

「今の人、大丈夫かしら」

「手を撃うたれたぐらいなら平気ですよ」

　床に落ちている包丁を拾いながら明良は言った。

　エレベーターは九階に到着した。扉がゆっくりと開いていった。

「あ……」

　一面の白が三人の目に飛びこんできた。そこには誰だれもいなかった。エレベーターホールも、えんえんと続く廊下も、白一色で覆おおわれていた。

　エレベーターの中にまで白いものがわさりと侵入してきた。明良は身を屈かがめてそれを見る。

「綿……かな。いや違う」

　明良は丸いものを摘つまみ上げた──繭まゆだった。明良は廊下を見た。よく見ると、びっしりと丸い繭がどこまでも並んでいるのだった。

「ここにあるのは全部、常世虫っていうこと？」

　と、柊美は言った。

「五十年前に産みつけられた卵が、常世の霧を浴びて孵ふ化かしたんだったよな」

　明良は言った。

「今、そいつらがまた常世の霧を浴びて繭になっている」

「ここは巣だったんですね」

　千ち紗さは言った。

「女王アリが、巣を作って最初にすることは……」

「子作り、か」

　明あき良らがその後を引き継いだ。この繭まゆすべてからあの蛾がが飛び出してくれば、このマンションに起こったのと同じことが町中で起こるだろう。このまま常とこ世よ虫むしの群れが成長し続ければ、神かみ岡おか町ちようにいる人間すべてがその支配下に置かれることになる。

　明良はエレベーターの外に足を踏み出した。ぐしゃり、と裸足はだしの足の下でなにかがつぶれる感触があった。

「行こう」

　柊とう美みと千ち紗さも頷うなずいた。
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　明良たちは階段を上っていった。糸に覆おおわれた壁かべに手をつくと、ずるりと柔らかな白い塊がむけて、地下で見たのと同じ黒い管が現れた──地下で見たものよりもはるかに太い。この建物すべてを覆いつくしているに違いなかった。

　十階も同じように繭の巣になっていた。ところどころに空の繭がある。今にも繭から抜け出そうと蠢うごめいている常世虫もいる。

「十階の繭の方が先にできたみたいですね」

　と、千紗が言った。恐らく、マンションの住人にとりついたのもこの階から生まれた「木の虫」に違いない。明良たちの目の前で、繭から抜け出たばかりの蛾が廊下のフェンスからふわりと飛んだ。そして、黒い風に煽あおられながら町の方へ消えていった。

　柊美が明良の袖そでを引っ張った。十階の廊下から彼女ははるか下を見つめている。神岡ニュータウンの入口の方から、何十人もの人影がゆっくりと歩いてくるところだった。

「あれ、なんだ」

　明良は口の中で呟つぶやいた。太陽はほとんど沈み切って、かすかな残照しか残っていない。大人おとなも子供も混ざっていたが、同じペースでゆっくりと歩いてくる。上から見ると、まるで虫が這はい進んでいるようだった。

「……飛んでいった虫が、人を連れてきたんじゃないかしら」

　柊美が言った。

「もう始めやがったってことか」

　もう一刻の猶ゆう予よもならなかった。

　彼らは廊下を離れて、再び階段を上がっていった。屋上へ通じるドアはかすかに隙すき間まがあり、弱い光が中に射さしこんでいる。明良が先に立ってドアをいっぱいに開いた。

　マンションの屋上は住人が自由に入れる場所ではないらしかった。隅に給水タンクがある他ほかは、コンクリートのだだっ広い空間があるだけだった。柵さくも作られていない。

「あれか」

　と、明あき良らが言った。屋上の真ん中に、球根のような形をしたどす黒いものが置かれている。小型のコンテナほどの大きさがあり、しかも黒い触手のようなものがそこから伸びていた。

　明良は二人をドアのそばに残して、ゆっくりとそれに近づいていった。足元を見ると、他ほかの階でも見たあの黒い管がまるで巨大な大蛇の群れのように、コンクリートの上を縦じゆう横おう無む尽じんに走っている。そして、それらの終点が例の球体だった。

「『金の虫』はここにいるんだよな？」

「います」

　と、千ち紗さは答えた。

「すぐ近くに」

「俺おれが合図したら撃うって下さい」

　柊とう美みが銃を構えるのを明良はちらりと振り返った。その球体の前に明良は立つ。表面はかすかに脈打つように震ふるえている。マンション中を走っている例の管の出発点のようだった。

（なんだ、これ）

　明良は目を凝こらして、球体の奥を覗のぞきこもうとするが、なにも見えなかった。明良は球体の根元を見た。直径が一メートルはありそうなひときわ太い管が、マンションの屋上を突き抜けて真下に向かって伸びていた。

　管の中を液体と一緒に、小さな固形物が一緒に流れていた。その動きを見る限りでは、真下の太い管は球体の中になにかを吸い上げる役割で、それ以外の管はなにかを送り出す役割のようだった。

　不意に球体の真下の管から、白いものが吸い上げられた。

（なにか、中に入った）

　球体の震えが激しくなった。奥の方でその白い物が激しく回転を始めた。一体なんだろう、と思いかけた時、それが明良が立っている外がい壁へきのすぐ近くまで迫ってきた。

「うわっ」

　明良は思わず叫んだ──彼のすぐ目の前を子供の体が横切っていった。激しい水流の中を転がるボールのようだった。明良はその顔に見覚えがあった。柊美とこのマンションの祠ほこらを見た時に、母親と現れた男の子だった。

（子宮だ）

　明良はようやくこの球体の正体を知った。人間を操るのは最終的にエサにするためなのだ──縦横無尽に張り巡らせたパイプを使って、人間をここに吸い上げて消化し、マンション中に卵を産みつけているに違いない。

「柊美さん！　撃って」

　明良が叫ぶと、柊美は発砲した。紫の光が常とこ世よ虫むしの子宮に当たる。どろりとした黒い塊が音もなく炸さく裂れつし、明あき良らはその場に伏せた。頭の上から生温かい液体がばしゃりと降ってきて、明良は息が詰まった。

　子宮の外に、例の子供が投げ出されていた。明良は屈かがみこんでその様子を確かめる──ちゃんと呼吸をしていた。

　柊とう美みの方に向かって明良は歩きだした。屋上全体がぬるぬるした黒い液体で覆おおわれて、何度も転びそうになった。

「……どうなったの？」

　喉のどになにかが詰まっているような声で、彼女は言った。息がひどく荒い。それを見る明良の頭に、今日何度目かの違和感がよぎった。

「分かりません」

　と、明良は言った。これ以上常とこ世よ虫むしが増えることだけは避さけられたはずだ。

「柊美さん……大丈夫ですか？」

　顔色が悪いだけではなかった。頰ほお骨ぼねまで透けて見えるような気がした。今日倒れたことは聞いているが、単に具合が悪いというだけでは片づかない気がする。

「別に……」

　どことなく視線を逸そらすように柊美は答えた。その時、彼らから少し離れて立っていた千ち紗さが声を上げた。

「まだ『音』は消えてません。生きています」

　二人は黒い球体を振り返った。割れた果実のように口を開いていた球体の傷が、ゆっくりと閉じ始めていた。

「銃は効くはずよ」

　と、柊美は言った。

「あの時、『金の虫』は私たちを殺さないで地下から逃げたんだもの」

「じゃあ、こいつの他ほかにどこかに『本体』がいるって……」

　突然、どこからかどっと黒い突風が吹いた。

　屋上のドアの陰にいた明良と柊美は直ちよく撃げきを食わなかったが、千紗がバランスを崩して倒れた。黒い液体で抵抗を失ったコンクリートの上を転がっていく。屋上の縁ふちにはわずかな突起があるだけで柵さくはなかった。

「くそおおおおっ！」

　明良が助走をつけて走りだした。追い風を受けて、縁に近づく直前にスライディングの要領で滑った。千紗の体が背中から空中に泳いだ瞬しゆん間かん、彼女の右手をしっかりと摑つかんだ。

　千紗の体はかろうじて屋上の縁からぶら下がった。彼の右腕から脳天に向けて激痛が走る。ぼろぼろの包帯は垂れ下がって、火傷やけどのように変色した腕の傷が覗のぞいていた。気が遠くなりそうになるのをこらえながら、明良は左手で千紗の右手の手首を摑んだ。

「早く両手かけろ！」

　歯を食いしばりながら明あき良らは叫んだ。彼の背中にまだ例の風が吹きつけている。下手へたをすると彼自身も落ちそうだった。千ち紗さはどうにか左手でコンクリートの突起を摑つかもうとした。しかし、ぬるついた液体で濡ぬれた縁ふちにはうまく指がかからない。

　何度か勢いをつけるようにして腕を伸ばしたが、やがて千紗は肩で息をしながらぶらりと腕を垂らした。

「このバカ、なに休んでんだ！」

　その間にも千紗の右手は、明良の両手から徐々に滑り落ちつつあった。彼は狂おしい気持ちで柊とう美みを振り返った。一人で千紗を引き上げられる自信はなかった。黒い風の向こうに、かろうじて柊美の姿が見えた。二人の方に来ることもできないようだった。

（この風はどこから吹いてるんだ）

　明良は思う。恐らく、この風の先に「金の虫」がいるはずだった。彼は目を凝こらしたが、まるで竜巻のようにうねる風は大まかな方向すらもはっきりしなかった。

　彼の右腕の痛みが極限にまで達した。このまま行けば本当に千切れるかもしれないと思った。痺しびれと震ふるえが腕を駆け抜けて、そのつもりはなくとも右手の握力がどんどん弱まっていく。

　もう駄目だ、と思った瞬しゆん間かん、不意にぴたりと背中を押していた風がやんだ。明良は弱まっていく握力を補うように、背筋に力をこめた。わずかに千紗の体が持ち上がった。

「今のうちに早く摑め」

　と、明良は苦しい息の中から言った。それでも千紗は動こうとしない。

「なにやってんだ。早くしろよ」

「手遅れです。敵が来ました」

　千紗がぽつりと呟つぶやいた。その言葉を証明するように、屋上のドアが開いて無数の人影が現れた。明良は息を吞のんだ。

（風がやんだのは、こいつらが屋上に来られるようにか）

　始まりかけた夜の中に溶けて、誰だれの顔もはっきりと見えなかった。まるで虫の群れのように、背を低くして一斉に柊美の方へじりじりと迫った。柊美は銃を構えたまま後ろに下がる。常とこ世よ虫むしに操られた人の群れは明良たちと柊美を分断した。

「手を離して下さい」

　まるで敵の姿が見えているように、ぶら下がっている千紗が言った。

「怪物に殺されるぐらいなら、死んだ方が……」

　千紗が言いかけると、明良は最後の力を振り絞って彼女の右手に力をこめた。

「ふざけんな！」

　明良はしっかりかみ合わせた歯の間からかろうじて声を上げた。

「簡単に、死ぬとか、言うな！」

　それは自分にも通じる言葉だということを、明あき良らは気がつかなかった。全身に渾こん身しんの力をこめて、わずかに千ち紗さの体を上に持ち上げる。彼女はコンクリートの突起を摑つかむことができた。

　それでも状況が変わった訳ではない──既に彼らの背後にまで敵は迫っていた。両手が塞ふさがっている明良にはなす術すべもなかった。柊とう美みも明良たちとは反対側の縁ふちに追いつめられている。

（どこかにいるはずなんだ）

　紫の銃を恐れているからこそ「本体」は隠れているに違いない。場所さえ分かれば倒すことはできるはずだった。

「……すいません」

　千紗が呟つぶやいた。

「なに、謝あやまってんだ」

「役に、立てませんでした」

「過去形で」

　語るなよ、と明良が言い終える前に、千紗の顔色が変わった──まるで誰だれかの声を聞きつけたように顔を上げた。

「御み厨くりやさん！」

　千紗は普ふ段だんからは想像もつかないような高い声で絶叫した。

「給水塔の中！」

　柊美は間髪いれずに給水タンクを撃うちぬいた──明良たちに迫っていた人々がぴたりと動きを止める。水しぶきのように、彼らの背中からぱっと無数の蛾がが舞い上がった。

　その時、給水塔から背中に羽を生やした少女が一直線に頭上へ飛び出した。そして、濃こい紫色の空の中で、金色の羽はばらりと四散する。彼女の体は音もなく屋上のコンクリートに落ちた。

「……なんで場所が分かったんだ？」

　千紗の体を引っ張り上げながら、明良は言った。彼女はどうにか屋上に戻ることができた。

「あの人の声が聞こえたんです」

　千紗は言いづらそうに答えた。

「自分たちは給水塔にいるって」

　常とこ世よ虫むしから解放された人々は、皆意識を失ってその場に倒れていた。

　無数の白い蛾も、黒い球体も「金の虫」と同じように形を失って崩れていった。その残ざん骸がいは吹雪ふぶきのように夜の屋上を満たしていた。

　明良たちは菜な月つきの倒れている場所に歩いていった。既に彼女の背中には金色の羽はなかった。彼女の体は足の方から音もなく黒い煙と化していた。明良がひざまずくと、菜月は目を開けた。

「神じん野の君……？」

　と、彼女は言った。

「ごめんね」

　彼女はかすかに手を差し伸べるように動かした。明あき良らはそれを握った。

「謝あやまらなくても」

　言いかけて明良は口をつぐんだ。ずっと前に、そんな会話を交した気がした。

「待ち合わせしたのに……行けなかった。私」

「……ちゃんと来ただろ」

　と、明良は言った。

「本当？」

　菜な月つきは呟つぶやいた。

「当たり前だろ。俺おれが気がつかなかったんだ」

　噓うそはついていないつもりだった。彼女はあの場所に来たのだから。

　彼女の両足はもう夜の中に溶けていた。明良はそれを見ないようにした。

　菜月は柊とう美みが手にしている銃に目を留めて、それから彼女の顔を見上げた。

「ありがとう。助けてくれて」

　菜月は目を閉じた。

「助けられたのは俺たちの方だろ」

　と、明良は言った。常とこ世よ虫むしは人の執着を食う、と言っていた。撃うたれることを望んでいた菜な月つきは、あの一いつ瞬しゆんだけ「金の虫」の呪じゆ縛ばくをはねのけることができたのかもしれない。
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「私のこと、どう思ってた？」

　不意を打たれて、明あき良らは言葉に詰まった──友達だと思っていた。それ以上の気持ちはなかった。でも、あの日彼女が死なないでいて、この一年を一緒に過ごしていたらどうなっただろう。明良には想像できなかった。

　菜月は急に笑顔を浮かべた。

「……ごめんなさい。分かってた。でも、一つだけ教えて」

　菜月は口の中でなにかを呟つぶやいた。明良は耳を寄せて、それから彼女の顔を見る。迷っている様子だったが、やがてこくりと頷うなずいた。

「ありがとう」

　彼女の目から涙が落ちた。澄すんだ涙だった。握りしめていた菜月の手は、砂のように崩れて彼の指と指の間からこぼれていった。

　さようなら、と彼女の唇が動いた。しかし、それを言い終える前に、彼女の体はしぼんで消え去っていた。黒い煙が風に吹き流された後は、もうなにも残っていなかった。

　明良はゆっくりと立ち上がった。今日が菜月の命日だったことを彼はふと思い出した。小こ峰みね菜月は誕たん生じよう日びに死んだ。

「誕生日だった」

　彼は口に出して言った。それが合図になったように、彼の目から涙が溢あふれてきた。自分でもどうしてそれが悲しいのかよく分からなかった。誕生日だったんだ、と彼は口の中で何度も繰くり返した。

　彼は前も見ずに歩きだした。柊とう美みが小走りで追いかけて、彼の腕を取った。大人おとなしく明良は柊美に引かれていった。

　千ち紗さは十分距離を置いて、二人を追いかけた。

　誰だれもいなくなった後で、屋上に残ったのは一山の黒い塵ちりだけだった。それも海からの風に吹かれて、ゆっくりと神かみ岡おか町ちようの空に流れていった。
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「本当に今日帰るのか」

「……これが終わったら、用はないと思いますから」

「そうか」

　明あき良らと千ち紗さは暗くなりかけた道を歩いていた。明良は制服のズボンとＹシャツで、千紗はこの町に来た時の紺のワンピースを着ていた。

　三日のうちに神かみ岡おか町ちようの事件は一通り方がついていた。三人は紫の骨を探して「常とこ世よの門」のあった場所に埋め戻した。神岡ニュータウンで大勢の気絶した人々が発見されたことは大騒そう動どうになったが、明良たちはそのニュースをきちんと追う余裕はなかった。

「虫のいい話だとは思うけど、俺おれたちに協力してくれないか」

　明良は言う。二人が歩いているのは人ひと気けのない住宅地だった。

「あなた方は常世の怪物を倒せるんでしょう。今までもそうしてきたんじゃないですか」

　彼女の皮肉にも明良は腹が立たなかった。それよりも大事なことがあるからだ。

「紫の弾丸には限りがあるんだ。今は大丈夫だとしても、いずれはなくなる。いつまでも倒せるわけじゃない」

「虫がよすぎです」

　と、千紗は言った。

「それで私の命を危険に晒さらせって言うんですか」

「無理にとは言わない」

　明良は静かに答えた。確かに、命が惜しいのは当たり前だった。実際、三人とも危険な目に遭っている。千紗の助けがなければ、明良も柊とう美みも死んでいただろう。

「でも、協力してくれたら嬉うれしい。俺たちにはお前が必要なんだよ」

　千紗は答えなかった。彼女の顔がかすかに赤くなったことに明良は気づかなかった。

　二人は角を曲がった。そこには柊美の家がある。かすかに線香の匂においが漂ってきた。彼女の家の門には提ちよう灯ちんが下がっている。今日は柊美の祖母の通夜だった。




　御み厨くりや菊きく乃のは右腕を切り落とされた次の日に息を引き取った。苦しんだ様子はなかったと柊美から聞いた。

　二人は受付で記帳を済ませて、家の中に入った。そういえば家に上がるのは初めてだな、と明良は思った。

　家の中は人が大勢いるのに、誰だれもが息を潜ひそめているようだった。周囲に目を配りながら明良は廊下を歩いていった。

　和室に大きな祭さい壇だんが設しつらえてあって、壁かべ際ぎわに遺族が座っていた。制服を着た柊美が一番端にいる。少し顔色が悪いな、と明良は思った。

　明良は焼香を済ませると遺族に向かって一礼した。柊美も礼を返したが、なにか合図を送ってきた気がする──多分、後で電話する、ということだと思う。

「……いましたか？」

　外に出てから、千ち紗さは言った。

「なにが」

「家の中を見てたでしょう。御み厨くりやさんのお祖母ばあさんです」

　バレてたか、と明あき良らは思った。彼は家の中を確認していた。ひょっとして、柊とう美みの祖母の幽ゆう霊れいがいないかと思ったのだ。

「いや、いないと思う」

「……よかった」

　千紗は言った。思わず口をついて出た言葉のようだった。

「そうだよな」

　この世に残るということは、執着を残していることになる。柊美のためにも、その方がいいと明良は思った。

「ここでいいです」

　分かれ道に来た時、千紗は言った。

「あとは分かりますから」

　二人は人ひと気けのない道の真ん中で立ち止まった。

「さっきの話だけど、気が変わったらいつでも言ってくれ」

「……変わりません」

　言葉のわりに彼女は少しためらったように見えたが、明良はそのことには触れず、

「分かった。気をつけて帰れよ」

　とだけ言った。




　　　　　　　＊




「もう一晩、お泊りになればいいのに」

　タクシーの中で来くる栖す要よう子こは言った。

「いいえ。今日中に帰れますし……お世話になりました」

　千紗は要子の家に泊まっていた。柊美の祖母の通夜に出るために帰る日を延ばしたのだった。明良と別れた後で要子の家に戻り、タクシーで駅まで向かっているところだった。

　千紗は窓の外を見ていた。要子の家が遠ざかっていく。不思議と落ち着く家だった。どうしてだろう、と千紗は思った。

「千紗さん」

　要子は口を開いた。

「あなたのおじいさまはいつ亡くなられたの」

　千ち紗さは言葉を失った。要よう子この顔は穏おだやかだった。

「……ご存知だったんですか」

「すぐに分かったわ。明あき良らさんや柊とう美みさんも、もうお気づきだと思うけれど」

　そういえば事件が片づいたのに、千紗の祖父に会いたいと明良は一言も口にしなかった。代わりに言ったのは、千紗の力が必要だというあの言葉。

　よくあんなことを真顔で言えるものだと千紗は思った──しかし、今まで誰だれにも言われたことのない言葉だった。

「祖父は二年前に死にました」

　前を向いたまま千紗は答えた。

「この町に行くように、おじいさまがおっしゃったのね」

　千紗は頷うなずいた。彼女の「紫の耳」は死者の声を聞くことができる。彼女に指示を出したのは、もう死者となった高たか木ぎ昭しよう三ざぶ郎ろうだった。一体家のどこにいるのか、姿を見ることもできず、触れることのできない千紗には分からない──。

　数日前、久しぶりに誰もいない家の中で祖父の声を聞いた。断片的だが切せつ羽ぱ詰まった口調に、千紗はなにかただならぬことが起こったと思った。祖父の「言葉」を何日もかけて千紗はメモを取った。それを繫つなぎ合わせてかろうじて神かみ岡おか町ちように危機が迫っていて、自分に行けと言っていることが分かった。細かいところは調べるしかなかった。

「あなたは一人で住んでらっしゃるのね」

「一人じゃありません。祖父とは……時々話もできますし」

　要子はため息をついた。

「あなたのお話には答えて下さるの」

　千紗は黙だまっていた──死者は生者の問い掛けには反応しない。そのことはこの二年間で彼女が誰よりもよく知っていた。

「学校には？」

「一応、通ってます。嫌ですけど、役所が色々うるさいですから」

　児童相談所の職員が通ってきて、施設に入るという話も持ち上がった。千紗は頑として祖父の死んだ家から離れなかった。祖父の家もあったし、彼女が生活する程度の貯金もあった。

「寂しくはない？」

「祖父を置いてはいけません」

　自分まであの家を去れば、誰も祖父の言葉を聞く者はいなくなる。たとえ自分の言葉を聞く者はいなかったとしても。

「おじいさまは、そんなことを望んでらっしゃるのかしら」

　今まで沢たく山さんの大人おとなたちから聞いた言葉だった。かといって、彼らの提案は彼女を然しかるべき施設に入れることだけだった──施設に行くことも望んでいないとそのたびに言い返した。

「でも私」

　ほんのわずかだったが、千ち紗さの声は震ふるえていた。

「他ほかに行くところがないんです」

　タクシーは曲がりくねった道を過ぎて、神かみ岡おか町ちようの中心地に入ろうとしていた。

「私はね、あの家に一人で住んでいるわ。ずいぶん前から」

　要よう子こは言った。

「もしあなたがよかったら……」

「誰だれかの世話にはなりたくありません」

　千紗は相手の言葉を遮った。誰かに保ほ護ごされるのは嫌だった。

「私が寂しいのよ」

　要子は膝ひざに視線を落としていた。

「お願いしているのは私の方」

　千紗は要子の家のことを思い出した。不思議と落ち着く家だった。

　誰かを静かに待っているようなあの感じ。

　まだ祖父が生きていた頃ころの、自分たちの家に似ている。

「……すぐには決められません」

「もちろんよ」

　要子はにっこり笑った。

「今度、あなたのお宅に伺うかがってもいいかしら」

　千紗は小さく頷うなずいた。




　　　　　　　＊




『今日はどうもありがとう』

　という柊とう美みの声がケータイから聞こえた。

「やっぱり電話だったんだ。あれ」

　思わず明あき良らは言った。

『何が？』

「お通夜に行った時、後で電話するって柊美さんに言われたような気がして」

『そう言ったつもりだったんだけど』

　やっぱり、と明良は思った──ついでに、用件もなんとなく分かっていた。

「お祖母ばあさん、いませんでした」

『……安心したわ』

　柊美は菊きく乃のが家のどこかに幽ゆう霊れいとして残っていないか、明良に確認してきたのだった。

「家以外の場所にいるかもしれないですけど……多分、大丈夫だと思う」

　二人は黙だまりこんだ。長い間、互いに向こうが話し始めるのを待っている感じだった。

『他ほかにも聞きたいことがあったんだけど』

　先に口を開いたのは柊とう美みだった。

「なんですか？」

『あの時なにを言われたの？』

「え？」

『マンションの屋上で。なにか聞きたいことがあるってあの人に言われたでしょう』

「あれは……別に大した話じゃないですよ」

　明あき良らは口ごもった。

『私、当ててみてもいい？』

「え？」

『今、明良君に好きな人がいるかどうか。違う？』

「……どうしてそう思うんですか」

『私が彼女だったら、そう言うと思って』

　そういえば、菜な月つきと柊美は似ているかもしれない、と明良は初めて思った。具体的にどこがそうなのか、彼には分からなかったが。

「俺おれも一つ聞きたいことがあるんですけど」

　と、明良は言った。

「なにか俺に隠してるでしょう。大事なこと」

『どうしてそう思うの』

「柊美さんが言ったじゃないですか。言えないことがあるって」

　長い沈ちん黙もくがあった。明良は本当に重要なことのような気がしていた。それも過去に起こったことではなく、今静かに起こりつつあることのような。

『……そんなもの、ない』

「えっ」

『ちょっと驚おどろかせようと思っただけ』

「……」

　噓うそだ、と言う必要はなかった。それは明良に分かっていたし、柊美も気づいているはずだった──同時に、彼女が今は言わないだろう、ということも彼には分かった。

「もしそういうことがあったら、真っ先に俺に言ってくれますか……手遅れにならないうちに」

『……うん』

「明日の夜、電話していいですか」

『ええ』

　明あき良らは電話を切った。

　長い間、彼は暗い部屋の中に立ちつくしていた。

　窓ガラスに一匹の白い蛾がが貼はり付いている。彼はじっとそれを見つめていた。













　　　あとがき







　皆さんこんにちは。またはこんばんは。三み上かみ延えんです。

　デビューして以来、本を買うと真っ先に開くのがあとがきになりました。

　小説の書き方について書かれた本はあっても、あとがきの書き方について書かれた本はないようなので、他ほかの作家さんを参考にするしかないのです。でも、やっぱり悩んでらっしゃる方が多いみたいですね。

「もう悩まない・心に残るあとがきの書き方講こう座ざ」なんかがあったら、行ってみたい作家さんは結けつ構こういらっしゃるのではないかと思うんですが。とりあえず僕ぼくは是ぜ非ひ行きたいです。

　……誰だれを講師にするんだろ。




　えー、あとがきに普ふ段だんより多くページをいただいたので、今回は長めの前フリです。




　僕はとある地方都市のアパートに住んでいます。綺き麗れいなわりに家賃も安いし気に入っています。不動産屋でかなりの猛プッシュを受けて、結構乗り気になって下見に行きました。確かにまあまあの部屋で、しかもお寺の裏ということで大変静かです。それにしてもどうしてあの値段なんだろ、と思いながらガラッと窓を開けました……ら、

「お、墓だ」

　墓石と卒そ塔と婆ばが並んでいました。よく考えればお寺には墓地がつきもの。遊園地に観かん覧らん車しやがあるぐらい当たり前の話です。どうしようか一いつ瞬しゆん悩みましたけど、




　①墓場というのは最終的には誰でも住む場所であり、言ってみれば住宅地のようなものだ。住宅地を忌いみ嫌きらうのはおかしい。

　②しかも静寂は保証されている。決して住民は騒さわがない。むしろ騒げる方がおかしい。




　で、その部屋に決めました。

　こういうことを書くとその次には「深夜寝苦しくなって目を開けると、胸の上に白い着物姿のおばあさんが正座して、僕をじっと見ていました」とか書かなきゃ先に進まない感じですけど、残念ながらそういうことは一回もありません。

　原稿を書いてると昼夜が逆転してしまうせいで、僕の就寝時間が真昼間のせいかもしれません。「笑っていいとも！」の時間帯に現れる幽ゆう霊れいってのもなかなか個性的だと思うんですが、そうも行かない事情がきっとあるんでしょう。

　ただ、夜中はずっと起きていますので「キーボードを叩たたいている最中、人の気け配はいを感じて振り向くと部屋の隅に白い着物（以下略）」などという体験があってもよさそうですが、結局それもありません。怪現象と言えば隣となりの部屋の住人がある時期を境に姿が見えなくなりましたが、どうも単なる夜逃げだったみたいです。ポストに各方面からの催さい促そく状じようが溢あふれていました。




　ところでゴミを出しに行くには、墓場の前を通るのが一番近かったりします。最初は気にして遠回りして集積場に行ってたんですが、じきに面めん倒どう臭くさくなって夜中でも平気で墓場のそばを通っていくようになりました。人間は何にでも慣れていきますホントに。

　さて先日の深夜、仕事の合間にゴミ出しに行った時のこと。人ひと気けの絶えた墓場の前の道を歩いていた僕ぼくは足を止めました。何メートルか先で小さな光がゆらゆら揺れています。もちろん人家もないので光源なんかあるはずがありません。さすがに背筋が凍りました。

　やべ、今度こそアレだ！　きっと近づいていくと電信柱のかげに白（以下略）だ！

「ここで何やってるの」

　警けいら中のお巡まわりさんでした。手には懐かい中ちゆう電灯を持っています。向こうも驚おどろいたようです。「夜中の三時にビニール袋をぶら下げて墓場のそばを歩いていて、警官が近づくと驚いたリアクションをする男」。誰だれがどう考えても不ふ審しん人物です。

「あー。すぐそこに住んでるんですが、不ふ燃ねんゴミを……」

　住所と名前を聞かれました。お勤めご苦労様です。




　最後になりましたが、いつも素す敵てきなイラストを描いて下さってるＧＡＳＨＩＮさん、編集さんはじめこの本作りに関かかわって下さったすべての方、そして何よりも今、この本を手に取って下さっている皆さんに心からのお礼を申し上げます。

　ありがとうございます。

　……ヘンな話の後ですいません。
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三み上かみ 延えん

１９７１年生まれ。神奈川県出身。人生ふりかえるとロクなことをしてない気がする。小説を書くのは例外的にマトモなことで、それだけは胸を張って人に言える。他になんかないのか、と言われたら、やっぱり胸を張って「ない」と答える。開き直ってるだけ、とも言う。
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イラスト／GASHINがしん

神奈川在住の九州男児。かわいいものがダイスキで白いポリゴンネコをこよなく愛している。
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